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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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フランシスコ・デ・ゴヤ（１７４６─１８２８）




ロココ、ロマン派。スペイン・アラゴン地方に生まれる。１７８９年よりスペイン宮きゆう廷てい画が家か（１７９９年以い降こう、首しゆ席せき。１８２６年退職）。この三年後、病やまいで聴ちよう覚かくを失った。晩ばん年ねんは、フランス・ボルドー地方に定住。その地で生しよう涯がいを終えた。享きよう年ねん82歳。『ボルドーのミルク売り娘むすめ』は死の前年の作品と伝えられる。このほかの代表作に連作『黒い家』などがある。
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　僕ぼくらはやっぱ　合わないよって

　友達はみんな　言ってたね

　確たしかに君は　僕の理想と

　百パーセント違ちがったタイプ

　別れ話が出たことだって

　数えきれないくらいだし




　どうしてお互たがい

　好きなんだろ？

　僕のこの腕うでに頰ほお寄よせて

　不思議な一いつ致ちと

　君は笑った

　たとえほんのちょっとでも

　ふたり一いつ緒しよにいることで

　安らぎというものを

　感じてくれているのなら

　大切にしたい　この時間




　どうしてお互い

　惹ひかれ合ったんだろ？

　僕の背せ中なかに額ひたいを当てて

　素す敵てきな夢ゆめだと

　君は泣いた

　たとえほんのちょっとでも

　ふたり一緒にいることで

　戦ってゆく勇気を

　もらってくれているのなら

　永えい遠えんにしたい　この一いつ瞬しゆん






　銀ぎん髪ぱつの青年はＭＤを止めると、シボレーを回して車道の反対側につけた。

　助手席側のウインドウ越ごしに見えるのは、プラド美び術じゆつ館かんのシルエット。

　今夜の接せつ触しよく相手が指定してきたのは、その正面、ベラスケス門前だ。

　組そ織しきの中ではアレクセイの名で通っている青年は、予定時間五分前に到とう着ちやくし、暗あん視しゴーグルで周囲の動きを観察する。

　ベラスケスの座ざ像ぞうの向こう、大理石の柱付近に人ひと影かげはない。

　煙草たばこを吸すわないアレクセイは、時間潰しにもう一度ＭＤをスタートさせ、日本のアイドルグループＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの新曲に耳を傾かたむけて待つ。

「……来たか」

　曲がリフレインに入った時に、美術館で動きがあった。

　一台のシトロエンが乱らん暴ぼうにタイヤを軋きしらせてベラスケス門の前で止まると、運転席から飛び出してきた男が美術館の門を叩たたき、開いた扉とびらから中に駆かけ込こんだのだ。

（警けい備び員いんは買ばい収しゆう済ずみ、という訳わけか……）

　眉まゆをひそめるアレクセイ。

　中年から老年にさしかかった、背の高い瘦やせた男。

　美術館に駆け込んだ男の風ふう貌ぼうは、組織から告げられた特とく徴ちように一致する。

　あの男が目的の人物に間ま違ちがいない。

　だが、熟じゆつ考こうするまもなく、別の車がシトロエンに体当たりするように乗りつけてきた。

　今度はベンツだ。

　ベンツからなだれ出てきた男たちは全部で五名。

　この深夜に、黒いスーツにサングラスといった出いで立たちである。

　彼らはシトロエンが無人であることを確かく認にんすると、先客に続いて美術館の中へと向かった。

（ウジィか？）

　男たちのうちの数名がイスラエル製せいのウジィ・サブマシンガンを握にぎっていることに、アレクセイは気がつく。

「……楽な仕事とはいかないようだな」

　ベルトに挟はさんだベレッタＭ92ＦＳと予備のルガーＧＰ１００を確認すると、アレクセイはシボレーを出て男たちの後を追った。




「教きよう授じゆ！　フィトフスキー教授！」

　黒スーツの男たちは、先に逃にげ込んだ長身の男に声をかける。

　教授と呼よばれた長身の男は、一階の南西の部屋、ゴヤの絵画が並ならんだ展てん示じ室しつに追い込まれていた。

　黒スーツの連中は、左右に展てん開かいし、教授にウジィの銃じゆう口こうを向ける。

「俺おれたちはあんたを傷きずつける気は毛頭ない！　大人しく例のモノを渡わたせ！　そうすりゃ、あんたは一生遊んで暮くらせるだけの金を手にできるだろう！」

「嫌いやだ！　今になって気づいた！　これは世に出してはならんモノなのだ！　貴き様さまらごとき、死の商人の手に落ちていいものではない！」

　教授は展示室の隅すみに伏ふせながら、挑ちよう発はつするように怒ど鳴なった。

「ならばどうして焼き捨すてない!?　本当は別に売れる当てが出来たんだろう、この守しゆ銭せん奴どが！」

　黒スーツたちは嘲せせら笑う。

「これは……渡さん！」

　教授は突とつ然ぜん立ち上がり、隠かくし持っていたリボルヴァーを抜ぬいて発はつ砲ぽうした。

　三十八口径の銃じゆう弾だんが、黒スーツのひとりの足元で跳はねる。

「馬ば鹿かが！」

　ウジィが火を噴ふき、教授の身体からだは風に舞まう木葉このはのように回転して倒たおれた。

　男たちはすぐに駆け寄より、生死を確認する。

「……ちっ！」

　虚こ空くうを見上げる生気のない目。

　教授の身体の下には、ゆっくりと血ち溜だまりが広がりつつあった。

「例のモノを探さがせ。持っているはずだ」

　男たちは教授の身体を探った。

　ジャケットのポケットをすべて裏うら返がえし、靴くつの中や下着までも調べる。

「……おかしい、ないぞ」

　しばらくして、男の一人がつぶやく。

「ここに来るまでのどこかに隠したか？」

「ならば、あれほど頑かたくなに抵てい抗こうはしなかったはずだ」

「マズイな」

「……仕方がない。こいつには娘むすめがいたはずだ、そっちを当たらせるか」

　一人が携けい帯たいを手に取った。




「愚おろかな連中だ」

　少し離はなれた柱の陰かげから暗あん視しゴーグルでこの様子を見ていたアレクセイは、侮ぶ蔑べつの笑えみを浮うかべる。

「銃弾と暴ぼう力りよくで威い圧あつすることしか能のうのない。しかし、これで……」

　アレクセイが頭を振ふって、狙そ撃げきに有利な位置まで移い動どうしようとしたその時。

「だ、誰だれだ？」

「……！」

　背せ中なかの方で緊きん張ちようした声がして、アレクセイの身体にマグライトの光が浴びせられた。壁かべに映うつし出されるシルエット。

　振り返った瞬しゆん間かん、暗視ゴーグルがマグライトのまばゆい光にやられ、画面が真っ白になる。

「迂う闊かつな！」

　暗視ゴーグルを使っている状じよう態たいでは、視覚情じよう報ほうに頼たよるあまり、聴ちよう覚かくや気配への勘かんといった他ほかの感覚が鈍にぶることがある。

　アレクセイはこの時、普ふ段だんなら絶ぜつ対たいに聞き落とさないはずの、接せつ近きんしてくる足音に気がつかなかった。

「ちっ！」

　後方への注意を怠おこたっていた自分を呪のろいながらも、アレクセイは素す早ばやく反はん応のうし、脇わきに飛んで伏ふせた。

　だが。

「誰かいるぞ！」

　当然のことながら、黒スーツの男たちはマグライトの明かりによって、教授と自分たち以外の存そん在ざいに気がついた。

　ウジィが、アレクセイと声の主の方に向けられて、トリガーが引かれた。

　響ひびき渡わたる大だい音おん響きよう。

「うおっ！」

　アレクセイを誰すい何かした人ひと影かげが、フルオートで撃うち出された銃弾に貫つらぬかれて倒れた。

　その手から、転がり落ちるマグライト。

　流れ弾だまが大理石の床ゆかを砕くだき、展てん示じしてある絵画のいくつかに穴あなを開ける。

「野や蛮ばんな。修しゆう復ふくにかかる費用は馬鹿にならないぞ」

　アレクセイは床に張はりついたまま小さく舌した打うちすると、撃ち倒たおされた男の方を見る。

「……やはり、警けい備び員いんか」

　胸むねを大きく上下させて瀕ひん死しの状態で横たわっているのは、銃じゆう声せいを聞きつけて駆かけつけた紺こんの制せい服ふくの男だん性せいだ。

「おい」

　アレクセイが声をかけると、警備員は視し線せんをそちらに向けた。

「何が……起き……た……ゴボッ！」

　警備員の口元から鮮せん血けつが噴ふき出す。

「もういい……、休め」

　警備員がもう長くないことを悟さとったアレクセイは、優やさしく声をかけた。

「ひとりか!?」

「いや、もう一人見えた」

　男たちはウジィを構かまえたまま展てん開かいし、アレクセイと警備員の方に近づいてくる。

「部外者を巻まき込こんだのは、大きな失点だな……」

　暗視ゴーグルの機能が回復したアレクセイはベレッタを抜くと、立て続けに三回、トリガーを引いた。

　サプレッサーで抑おさえられた低い銃声。

　眉み間けんを正せい確かくに銃じゆう弾だんに穿うがたれて、三人が倒れる。

「うおおおおっ！」

　残り二人のうち、一方がウジィを乱らん射しやした。

　その隙すきに、携けい帯たいを握にぎっていたもう一人が出口に向かって逃にげる。

　アレクセイは床を転がり、銃弾を避よけながらその背中に照しよう準じゆんを合わせると、同時に左手で脇わきのホルスターからルガーを抜いてウジィの男に狙ねらいをつけた。

「……悪く思うな」

　交差した両手の拳けん銃じゆうが、同時に火を噴ふく。

　ウジィを乱射した男は胸に弾丸を受け、仰のけ反ぞって倒れる。

　だが、もう一人はいったん転びはしたものの立ち上がり、足を引きずるようにしてアレクセイの視界から逃げ切った。

　アレクセイは拳銃をホルスターに収おさめると、血溜りに倒れている教きよう授じゆのところまで引き返す。

「……安らかな眠ねむりを」

　呼こ吸きゆうと心音で教授の死を確かく認にん。

　教授の目ま蓋ぶたを指で閉とじさせてから、アレクセイは携帯を取り出して組そ織しきの幹かん部ぶと連れん絡らくを取った。

「……ああ、私だ。〝女王レギナ〟に伝えてくれ。ちょっと手て違ちがいはあったが、状じよう況きようは動きだした。奴やつらに残された手がかりは……娘むすめだけだ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……三、二、一、スタート！」

　くわえ煙草たばこのマネージャーがサインを出した。

「はい、Ｓ＆Ｓ、キーボード担たん当とうのシローです。俺おれたちは今、新アルバムのレコーディングのために、ロンドンのピカデリー・サーカスにあるスタジオに来てます」

　アイドル・グループＳ＆Ｓのリーダーである風かざ峰みね士し郎ろうは、英国人スタッフが構えるハンディカムのレンズに向かって微笑ほほえんだ。

　録音スタジオの休きゆう憩けい室しつには、カメラや照明などが持ち込まれ、Ｓ＆Ｓメンバーとマネージャーの他に、現げん地ちスタッフ十名ほどが入っている。

　今日は、アルバムと同時発売になるＤＶＤの特典映えい像ぞうの撮さつ影えいなのだ。

「じゃあ、みんな、まずは簡かん単たんな自じ己こ紹しよう介かいと、ロンドンでのプライヴェートな予定を」

　そう士郎に言われてソファーから最初に立ち上がったのは、黒くろ髪かみの長身の少年だった。

「こんちわ、ボーカルとベースを担当しているトオルです」
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　火ひ之の杜もり亨とおるは、ハンディカムに向かって全国一千万の女性ファンを悩のう殺さつする笑え顔がおを見せた。

「えっと、ロンドンは初めてなんで、収しゆう録ろくの合間に、芝しば居いとか、ライブとか、いろいろ見て回ろうと思ってます」

「……噓うそつけ、ど～せホテルの部屋にこもって、ゲームやってるくせに」

　そう小声で突つっ込んだのは、茶ちや髪ぱつをツンツンと立てた少年。

　士郎は、亨がそちらをにらむのを無む視しして続ける。

「次にコータ？」

「ハ～イ！　ドラムスのコータでーす！」

　と、テンションが普ふ段だんより一いつ層そうハイになっている少年がカメラに向かって手を振った。

　最年少の水みず谷たに宏こう太たは、大きな瞳ひとみをした可愛かわいらしい中学生だ。

　母性を刺し激げきするところがあるのか、主しゆ婦ふ層そうの圧あつ倒とう的てきな支し持じを集めているのだ。

「えっと、せっかくだから僕ぼくはなるべくいろんな人たちと会って、英会話の勉強がしたいですね～」

「さすが、中学生、真ま面じ目めだね」

　士郎はうなずく。

「……最後に、イッシン？」

「リードギター担当、イッシン」

　大だい地ち一いつ心しんは、ちょっとはにかんだように頭を搔かく。

「ベーカー街とか、イースト・エンドとか、いくつか名所回りでもしよっかなって思ってる」

「……東京でさえ迷まようくせに、迷まい子ごセンター送りになるのが落ちだぜ」

　今度は亨が突つっ込こむ番だ。

「だいたい、ベーカー街とイースト・エンドの、どこが名所だっての？　全部、犯はん罪ざい絡がらみじゃん」

　ベーカー街は言わずと知れた、シャーロック・ホームズの住む街。

　イースト・エンドは、切り裂さきジャックの出しゆつ没ぼつした、かつての犯罪地区である。

「て、てめ～っ！　何か文もん句くあんのか！」

　一心はバンッとテーブルの上に片かた足あしを乗せた。

「お前の方こそ、ロンドンくんだりまで来てケンカ売ってんじゃねーよっ！」

　と、やり返す亨。

「突っ込まれるようなボケかます奴やつが悪いんだろうが！」

「やるのか？　このサッカー小こ僧ぞう崩くずれが！」

「やったろうじゃねえか、このゲーム馬ば鹿かの女じよ性せい恐きよう怖ふ症しよう！」

「表に出ろ！」

「おうっ！」

　二人は顔を突き合わせてにらみ合うと、休憩室を出ていった。

「ああもう！　いい加か減げんにしろっての！」

　マネージャーが声を張はり上げてソファーを蹴けっ飛ばす。

「これで二十八テイク！　何回撮とり直せば気が済すむのよ、あんたらっ！」

「……ハ、ハ～イ、休憩デス～！」

　マネージャーが荒あれるのに怯おびえた英国人ディレクターが、手を振ってカメラをストップさせた。

　廊ろう下かから聞こえてくる、ドッタンバッタンという音。

「シロー、止めなくてイイの？」

　金きん髪ぱつの女性カメラマンが士郎に尋たずねた。

「とばっちりはゴメンさ」

　士郎はニコニコしながらチタンフレームの眼鏡めがねをつっと指で押おし上げると、部屋の隅すみのマガジンラックから雑ざつ誌しを取り出して開く。

「それに、俺が間に入っても、あの二人は止まらないしね」

「ど～せ、すぐにダブル・ノックダウンですよ」

　宏太も肩かたをすくめる。

「……ほら、終わった」

　廊下の音が止まった。

　と、その時。

「ねえねえ」

　ヒョットコの面を被かぶり、鉢はち巻まきを巻まいた猫ねこの着ぐるみが休きゆう憩けい室しつに入ってきた。

「二人、またのびちゃってるけど？」

　猫の着ぐるみは廊下を振り返ったまま告げる。

「気にしない、気にしない」

　士郎は着ぐるみが抱かかえた紙かみ袋ぶくろを下ろした。

「昼食の買い出し、ご苦労さまで～す」

　声をかける宏太。

「本っっっ当、ご苦労だったわよ！」

　内ない蔵ぞうマイクを通じて話す着ぐるみの正体は、Ｓ＆Ｓの付き人であり、スリーサイズから全国模も試しまですべてが全国平へい均きんの超ちよう平へい凡ぼん女、女郎花おみなえし茜あかねである。

　たまたま大地一心のクラスメートであったのが、茜の不運の始まり。

　ひょんなことから付き人になり、今では月給百円でこき使われる身なのだ。

「誰だれなの、メモを差し出すだけだから英会話の必要もないし大だい丈じよう夫ぶだって言ったのは!?　すれ違ちがう通行人がみんなであたしを指さして大笑いするわ、観光客には写真に撮とられるわ、お巡まわりさんに引き止められるわ……」

　人気時じ代だい劇げきアニメ『猫ヒョットコ』の着ぐるみは、店とスタジオの往おう復ふくのたった三十分でピカデリー・サーカスの街を爆ばく笑しようの渦うずに巻き込んでいた。

　茜はこの時知る由よしもなかったが、街を歩く猫ヒョットコの姿すがたはこの日の六時のニュースでイギリス全土に、そして、週末にはヨーロッパ全ぜん域いきに放ほう映えいされたのである。

「ううっ、旅費が事じ務む所しよ持ちだとはいえ、初めての外国旅行で何でこんな恥はじを～」




　思えば、この旅行、最初から不ふ吉きつな予感がした。

　何せ、ヨーロッパに向けて旅立つ時、スチャラカ姉あね貴きを含ふくむ家族全員が茜の見送りに成田空港まで来ていたのだ。

　普ふ段だん、茜の身に降ふりかかる数々の不幸を、お茶の間の話題のネタぐらいにしか思っていない連中である。

　それが、空港に来て、自分をにこやかに送り出そうとしている。

　特に姉は、

「保ほ険けん金きん～、保険金～、墜つい落らくならば五千万～」

　とか、ニコニコ唄うたいながら。

　幸さい先さきが悪いといえば、これほど幸先の悪いことはなかった。




「……先せん輩ぱい、初めてだったんですか、海外旅行？」

　宏太は哀あわれむような視し線せんを向けた。

「わ、悪かったわね！」

　スカッ！

　着ぐるみの視界は狭せまい。

　お見み舞まいしようとした連続猫パンチは、見事に空から振ぶりした。

「……あのさ、言っておくけど、うちが払はらうのはＳ＆Ｓメンバーの旅費だけだからね」

　マネージャーがちょっと困こまったように頭を搔かく。

「うちの事務所はそんなに甘あまくないんだよ。あんたの分、貸かしになってるから」

「……へっ？」

　猫ヒョットコの着ぐるみは硬こう直ちよくした。

「で、でも、社長は旅費の心配はしなくていいからって！」

「だから、毎月百円ずつ、ローンを組んだんだってば。もちろん、女郎花茜の名めい義ぎで」

　マネージャーは月給百円の茜に向かって手を合わせる。

「言うの忘わすれてたけど、これ、社長命令だから」

「……ってことは、あたし、あと、いち、じゅう、ひゃく……………」

　着ぐるみの指を折って計算する茜。

「…………………百年以上タダ働きですかーっ！」

「正せい確かくには、百四十九年と十一か月……かな？」

　訂てい正せいするマネージャー。

　猫ヒョットコ、いや、茜は卒そつ倒とうし、床ゆかに崩くずれ落ちた。

「この事務所、老ろう衰すいで死んでからも働かせる気だね」

　と、士郎。

「毎度のことながら……不ふ憫びんです、アカネ先輩」

　宏太がそっと涙なみだを拭ぬぐった時、目を覚ました亨と一心がようやく休憩室に戻もどってきた。

「戻ってたのか？」

　着ぐるみ姿の茜を見て、亨は思わず吹ふき出しそうになる。

「誰だれかさんたちが廊ろう下かで寝ねてる間にね」

　マネージャーはゴロワーズをくわえて火をつけると、ふっと紫し煙えんを吐はき出した。

「アカネ、モテモテだったろ？」

　と、一心がニヤニヤと笑う。

「お店のおじさんが笑ってヒキツケ起こしたわよ！」

「仕方ないだろ？　ポーカーで負けた奴やつが着ぐるみで買い出しって約束だったんだから」

「手て加か減げんしてくれるって言ったくせに～！」

「手加減しても勝つんだからしょうがないだろ！」

「ううっ、フルハウスやロイヤル・ストレートフラッシュを連発されたら、誰だって勝てないわよ！」

「関係ないね。だいたいお前、手札の中身がぜ～んぶ顔に出るだろ!?　直せよな、その顔を！」

「あっ！　大地くん、今の別の意味で言った！　別の意味で言ったでしょ！」

　人気絶ぜつ頂ちようのアイドルをはじめ、超ちよう美人の友達が多い茜にとって、容よう姿しは敏びん感かんな話題である。

「ほ～、自覚はあるのか？」

「よ、余よ計けいなお世話よ！　バカ、バカ、バカ、バカ！　この極ごく悪あく不良芸げい能のう人じん！」

　茜は着ぐるみの頭を脱ぬぎ、それで一心を叩たたこうとするが、もちろん、そんなことを簡かん単たんに許ゆるす一心ではない。

「馬ば鹿かって言うなら、一度でいいから俺より上の成せい績せき取ってみろよ！」

　一心はいとも簡単に攻こう撃げきをかわす。

「ひ、卑ひ怯きよう者もの～！」

　外見と違い、中高一いつ貫かん教育の進学校にあって、大地一心は学年で二十番以下の成績を取ったことはない。

　一方の茜は、墜つい落らくの危き険けんをはらんだ超低空飛行を常つねに続けている状じよう態たいなのだ。

　……実じつ際さい、何度か墜落の経けい験けんもある。

「よくやるよな、あの二人」

　亨が呆あきれた顔で椅い子すに座すわり、紙かみ袋ぶくろからロンドン名物のフィッシュ＆チップスを取り出した。

「お前が言える立場じゃないだろう？」

　士郎は苦く笑しようする。

「……だいたいイッシンのヤツ、茜が一番トランプ弱いこと知ってるくせにさ」

　と、マネージャー。

　トランプだけではなく、ありとあらゆる賭かけ事において茜は天てん性せいの無才能を見せるのだが、マネージャーはそこまでは指し摘てきしなかった。

「いつも思うんですけどイッシン先輩って、アカネ先輩には容よう赦しやないですよね」

　同じ学園の中等部に通う宏太は頭かぶりを振る。

「後輩として、ちょっと人じん格かくを疑うたがいたくなります」

「……お前、いつからそ～ゆ～生意気な口きける身になった？」

　耳のいい一心は攻撃対象を変えて振り返り、宏太にスリーパーホールドをかけた。

「痛いたたたたた！　痛いですよ、先ぱ～い！」

　ジタバタと暴あばれる宏太。

「……でも、本当。お兄さんの玲れいくんは、あんなに女性に優やさしいのにねえ」

　マネージャーが嘆たん息そくする。

「この性しよう悪わるガキと血のつながった兄弟だなんて、信じられないわよ」

「あのな！」

「そう言えば……」

　士郎が雑ざつ誌しを閉とじた。

「ちょうど、玲さんもヨーロッパに来てるんだって？」

「ああ」

　一心は宏太の首を絞しめていた腕うでを緩ゆるめる。

「けど、あいつはパリだぜ。こっちに来る予定はない」

「うぐぐ！　僕ぼく、しばらく玲さんに会っていないから、会いたいです」

　酸さん素そ不ぶ足そくに陥おちいっていた宏太が言った。

「……あいつだけなら、連れん絡らくして会ってもいいんだけど」

　一心は顔をしかめる。

「あいつには、チープなオマケがもれなく一いつ個こ、ついてくるからな」

「ニコちゃんか？」

　亨が苦笑した。

「あの子、お前の天てん敵てきだもんなあ」

　ニコル・エマーソン・タツミは一心と玲の義ぎ理りの妹。

　一心とは性せい格かく的に合わないらしく、十メートル以内に近づくとお互たがいを罵ば倒とうし合う関係だ。

「あの嫌いや味みなチビガキと俺が、同じ星の上に住んでるってのが間ま違ちがいなんだよ」

「どうしてです？　ニコちゃん、可愛かわいいじゃないですか？」

　宏太が首を傾かしげる。

「あの金きん髪ぱつミニチュア悪あく魔まが可愛い？　あいつと比くらべりゃ、息むす子この嫁よめの手足を叩たたき斬きって人ひと豚ぶたにした清しんの西せい太たい后ごうや、自分の領りよう地ちに住む娘むすめをさらって殺し、その血の風ふ呂ろに入って若わかさを保たもったハンガリーの貴き族ぞく、エリザベート・バートリーの方がまだ可愛げがあるぞ！　だいたいだな……」

　そう、一心が続けようとした時だった。

　休きゆう憩けい室しつの扉とびらが静かに開き、華きや奢しやな金髪の少女が控ひかえめにそっと顔をのぞかせた。

「あれれ？」

　その姿すがたに真っ先に気がついたのは茜だった。

「ニコちゃん？　なんでここに？」

「お前なあ、かつぐんならもっとうまく……」

　と、振ふり返る一心。

　だが、そこにいたのは紛まぎれもなくニコル・エマーソン・タツミ、その人だった。

「お兄ちゃん！」

　ニコルは一心を見ると、涙なみだを浮かべてその胸むねに飛び込こんだ。

「っと！」

「お兄……ちゃん？」

　普ふ段だん、一心のことをバカ呼よばわりしているニコルのものとは思えぬ言葉。

　茜は背せ筋すじに寒気を覚える。

「ど、ど、ど、ど、どうした!?」

　さすがの一心も動どう揺ようし、狼ろう狽ばいの色を隠かくせない。

「イッシンお兄ちゃ～ん！　ワ～ン！」

「イッシンお兄ちゃん？　何があったんだ？　お、お、落ち着いて話せ、なっ？」

　ともかくニコルの頭を撫なでてやり、そっとソファーに座らせて肩かたを抱だく。

「ううっ！」

　ニコルは一心の膝ひざに顔を埋うめ、泣きじゃくった。

「ほら、いい子だから」

「うん。……くしゅん……くしゅん」

　いつもなら口くち喧げん嘩かに終始する二人が、まるで普通の兄妹のようである。

（き、気持ちの悪いツーショット！　これってきっと、天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれよね！　もしかして、今いま頃ごろアンゴルモアの大王が!?）

　茜は自分の目が信じられない。

「……で、いったいどうしたんだ？　お前、玲と一いつ緒しよじゃないのか？」

　いったんは気持ちが静まりかけているように見えたニコルだったが、玲の名前が出ると再ふたたびワッと泣きだした。

「ワタシ……ワタシ、レイに捨すてられたの！」

　一同はギョッとした顔で少女を見た。




「……すると、玲くんはあなたにロンドンのご両親のところに行くように言ったのね？」

　マネージャーはニコルを落ち着かせ、ことの顚てん末まつを聞き出した。

「うん。ひとりで行くところがあるからって。しばらく、ロンドンにいろって」

　ニコルはしゃくり上げながら告げた。

「ゼッタイ、オカシイでしょ？　きっと、恋こい人びとがデキたのよ！　もう、ワタシなんか要いらないんだわ！」

「お前、血のつながった弟より大事にされてるくせに、よく言うぜ」

　一心はニコルの鼻をピンと弾はじいてから考え込む。

「……にしても、あのクソ親父おやじ、ロンドンに来てんのか」

「会いたい？」

　ささやくように尋たずねる茜。

　一心と玲の父は、実母と別れた後でニコルの母と再さい婚こんした。

　もう十年も会っていない父親と一心の間に微び妙みような感かん情じようがあることを、茜は知っていた。

「いや」

　一心は頭かぶりを振る。

「……会っても、話すことないしな。それより、今は玲のことだ」

「玲さん、ニコちゃんに関しては過か保ほ護ご気味なところがあったのにね」

　茜は首を傾かしげる。

「だけど、玲さんの女じよ性せい問題っていうのは想そう像ぞうもつかない」

　と、士郎。

「そうそう、シローならともかく」

　マネージャーがうなずく。

「……どういう意味かな？」

「それが知りたかったら、昨日、通つう訳やくの女の子とカメラマンの金髪美女からもらった電話番号のメモ、よこしなさいよ」

「これは……まあ、緊きん急きゆう時の連れん絡らく先ってヤツだよ」

「聞く耳持たんわ！」

　マネージャーは、残念そうな士郎の手からメモをもぎ取った。

「あのな、今はそんなことやってる場合じゃないだろ？」

　亨が一同を見み渡わたす。

「どうすんだよ、ニコちゃんを？」

「選せん択たく肢しは三つ」

　メモを取り上げられてやや肩かたを落とした士郎が数え上げる。

「両親のところに行かせるか、ここでしばらく預あずかるか、それとも玲さんのところへ連れていくか？」

「先せん輩ぱい、どうします？」

　宏太が一心の顔を見る。

「……玲のところに連れていく」

　一心は決けつ断だんを下した。

「そんで、なんでニコルをひとりにしたか、問い詰つめてやる」

「なんだか、お兄さんしてますね～」

　宏太は目を細める。

「し、質しつ問もん！　パ、パリに行く費用は各自持ちですか～？」

　悪い予感を覚えた茜が、手を挙げて尋たずねた。

「あの～、できればあたしは行きたくないんですけど？　風水によると、そっちの方向は良くないみたいだし」

「お前は付き人なんだから、黙だまってついてくるんだよ！」

「い、いやですねえ、旦だん那な～。あたしゃ、しがないネコで、付き人なんかじゃ……」

　いまさら他人、いや、他た猫ねこの振ふりをする、着ぐるみの茜。

　顔を洗あらう仕草からして、明日は雨のようだ。

「ええい！　お前の渡と航こう費ひぐらい出してやる！」

「え、本当？　え、本当？　え、本当？」

「……三さん度ども繰くり返すなよ」

　タダと聞いた瞬しゆん間かん、花に囲まれた凱がい旋せん門もんとエッフェル塔とうの映えい像ぞうが、茜の頭の中にパッと広がった。

（パリ～、花のパリ～、ブランドもの～、シャンゼリゼ～）

　シャンゼリゼ通りの看かん板ばんは、なぜかカタカナである。

「しょうがないか、俺たちも行こう」

　士郎が苦く笑しようした。

「宿しゆく泊はく場所と飛行機の手配は俺がするよ」

「玲さん、困こまったことになってるかも知れないしな」

　亨も同意する。

「わ～い、パリだ～」

　素す直なおに喜ぶ宏太。

「あんたら、絶ぜつ対たいに仕事のこと、忘わすれているでしょ？」

　マネージャーは頭を抱かかえ込こんだ。

「……けどまあ、誰だれかひとりぐらい自じ制せい心しんのある人間がついてないとね」

「ありがとう、みんな」

　ニコルは涙なみだを拭ぬぐい、潤うるんだ瞳ひとみでみんなを見た。




　その後。

（……タンジュンなイッシンをダマすのはチョロかったけど）

　茜の部屋でその晩ばんは休むことになったニコルは、バスタブに浸つかりながら舌したを出していた。

（こんなに大げさになるなんて計算外。パリに戻もどる渡航費が欲ほしかっただけなのに）

「待ってなさい、レイ」

　バスフォームの泡あわを鼻の頭につけたまま、金きん髪ぱつの小こ悪あく魔まは誓ちかった。

「ワタシに秘ひ密みつを作ったこと、後こう悔かいさせてあげるから！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同日、深夜のパリ。

　モンマルトル墓ぼ地ち近くの雑ざつ居きよビルの二階に、巽たつみ玲れいの姿すがたはあった。

　広い部屋ではない。

　白い壁かべに薬やく品ひん棚だな、そしてベッド。

　どうやら診しん療りよう所じよのようだ。

「どうかな？」

　二十四時間に及およぶ精せい密みつ検けん査さを終えた玲は、シャツのボタンを留とめながら尋たずねる。

「どうかな、じゃねえぞ」

　渋しぶい顔でカルテを見ていた白衣の男は、目の前に座すわる玲のスネを軽く蹴けった。

「この三年半、どんな無む茶ちやをしてやがったんだ？」

「……悪いのかい、ドク？」

「こんなことなら、日本に帰すんじゃなかった。すぐに入院しろ」

　三十代も半ばに入ったように見える開業医は、机つくえの上にカルテを投げ出す。

「できないことは分かってるだろう？」

「馬ば鹿かだ、お前は」

「……あと、どのくらいだ？」

「さあな。あと一週間か、それとも三年か？　確かく実じつに言えることは、二十五までは生きられんってことだけだな」

「なるほど」

　玲は微笑ほほえんだ。

「予想していたより、そう悪くはない」

「何な故ぜ、死に急ぐ？」

「死にたがっている訳わけじゃないよ。ただ、生きているうちにできることは、すべてやっておきたい。父や母には黙だまっておいてくれ」

「……ニコルには？」

「絶対に秘密だ。詮せん索さくされないために、ロンドンにやったんだからね」

「俺は恨うらまれるな」

「すまない」

「ところで……」

　ドクは話題を変えた。

「こっちに来て……、あの子には会ったか？」

「どんな顔をして会えと？」

　一いつ瞬しゆん、玲の瞳ひとみを憂うれいの色がよぎる。

「あいつ、まだお前を待ってるぞ」

「もう……終わったことだよ」

「冷たい男だな」

　その時、デスクに置かれた電話のベルが鳴った。

「やれやれ、急きゆう患かんか？」

　ドクは玲に目配せすると、億おつ劫くうそうにアンティーク調の受話器を取る。

　だが、電話を耳に当ててほんの数秒のうちに、その表ひよう情じようが変化した。

「……自宅か!?　警察には？　どうして!?　……ああ、分かった！　絶対に動くな、すぐに行く！」

　ドクは受話器を置くと、診しん療りようカバンをつかんだ。

「レイ！　お前も来い！」

「誰からだ？」

「……彼女だ」

　玲は真しん剣けんな眼まな差ざしになり、黒い外がい套とうを手に取った。




　サンマルタン通りに面したアパルトマンの前にドクのルノーがつけたのは、電話から五分後だった。

　アパルトマンの正面玄げん関かんの扉とびらが、開け放たれているのが見える。

　ドクはＳ＆Ｗの三十八口径をダッシュボードから取り出し、銃じゆう弾だんが装そう塡てんされているかどうか確かく認にんする。

「銃はもう一いつ挺ちようある。持って行くか？」

「必要ない」

　二人は車を下り、アパルトマンに踏ふみ込こんでいった。

「人の気配は……ないようだな」

　手て袋ぶくろをしながら玲はつぶやくと、エレベーターを使わずに階かい段だんで二階に上る。

「……荒あらされた形けい跡せきはないか」

　ドクは薄うす暗ぐらい居い間まを見み渡わたして言った。

　アンティークの調度品や、壁かべにかけられたリトグラフも動かされた様子はない。

「いや、徹てつ底てい的てきに調べられているよ。……寝しん室しつだ」

　玲はまっすぐに居間を突つっ切り、奥おくに向かう。

「勝手知ったるなんとやらだな」

「皮肉のつもりかい？」

　玲は寝室の扉の前に立つと、壁かべに張はりつくように立ってそっとノブを回した。

　銃弾が飛んでこないのを確かく認にんして、まず銃を構かまえたドクが入る。

　その後に続いた玲の目に最初に飛び込んできたのは、絨じゆう毯たんに点々と残る赤黒い血けつ痕こんだった。

　がっしりとしたサイドボードの上の、受話器が外れた電話。

　そして、ベッドの上には透すき通るような白い肌はだをした若わかい女の横たわる姿すがたがあった。

　年ねん齢れいは、玲と同じくらいだろう。

　淡あわい色合いの金きん髪ぱつが、シーツの上に広がってキラキラと窓まどから差し込む月明かりを反はん射しやしている。

　絹きぬのブラウスに広がる血は、不思議なことに玲に赤い蝶ちようを連想させた。

「……ラーラ？　ラーラ！」

　玲は駆かけ寄より、女を抱だき起こした。

「……レイ？」

　ラーラと呼よばれた女はうっすらと目を開いた。

「レイなんでしょう？　声で分かるわ。たった三年と少しなのに、もう一万年も……会っていなかったみたい」

　白い指が玲の頰ほおを撫なでた。

「しゃべるんじゃない。今、ドクが看みてくれる」

「……ドク？」

　ラーラは青い瞳ひとみを医い師しに向ける。

「この人を……もうどこにも行かせないで。ずっと……」

　柔やわらかそうなピンクの唇くちびるに微び笑しようをたたえたまま、目ま蓋ぶたが再ふたたび閉とじた。

「下がれ！」

　ドクは乱らん暴ぼうに玲を押おしやり、ラーラのブラウスを引き裂さく。

「銃じゆう創そうは一か所。……くそっ、心しん臓ぞうに近いな！」

　傷きず口ぐちを確認して悔くやしそうにつぶやいたドクは、てきぱきとゴムの手袋をして、止血を始めた。

「くそっ！　こいつは嫌いやがるだろうが、俺おれひとりではどうにもならん！　レイ、救急車と警けい察さつを呼んで、それからすぐにここから出ていけ！」

「しかし！」

「お前にできることはもうない！　それとも、その身体からだで朝まで警察の事情聴ちよう取しゆを受ける気か！　お前、日に当たると自分がどうなるか、分かってるんだろうな!?」

「………ああ」

　玲は受話器を拾い上げ、ダイアルに指をかけた。
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　士し郎ろうがチャーターした飛行機で英えい仏ふつの間に横たわるドーヴァー海かい峡きようを越こえたＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリー一行は、翌よく日じつの昼前にパリに入っていた。

「じゃあ、俺おれはホテルでチェックインの手続きをしておくよ」

　パリの中心部に位置するヴァンドーム広場に面した、ホテル・リッツ前。

　空港からのミニバスを下りたところで、士郎が一いつ心しんに告げた。

「そんじゃ、あたしはホテルで爆ばく睡すいするわ」

　マネージャーがあくびをする。

「昨日はスケジュール調整で徹てつ夜やだったからね」

「という訳わけだから。何かあったら連れん絡らくしてくれ」

　士郎はレンタルの携けい帯たいを二機、一心とニコルに渡わたす。

「ああ、サンキュ。行こうぜ、ニコル」

　一心はポンとニコルの肩かたを叩たたいた。

「そうね。地下鉄を使いましょう。たぶんその方が早いわ」

　ニコルは手のひらを一心に差し出す。

「……なんだよ？」

「鈍にぶい男。ワタシはお金を持っていないの。地下鉄の料金、どうやって払はらえばいいの？」

　たとえ多少は持っていても、払える男だん性せいがそばにいる限かぎりは、一ユーロたりとも払う気のないニコルである。

「忘わすれるところだった。パリ・ヴィジットを用意してあるよ」

　士郎が乗り降おり自由の地下鉄パスを、人数分取り出した。

「さすが、イッシンと違ちがってシローは紳しん士しね」

　ニコルはパスを受け取ると、さっさと歩き始める。

「駅はこっちよ、急いで。それからアカネ、あんまり田舎いなか者もの丸出しでキョロキョロしないでね」

「……あいつ、何だか昨日と違ってないか？」

　一心はその後ろ姿すがたを見て、首を傾かしげた。

「いいじゃないの、あれでこそニコちゃんよ」

　うなずく茜あかねは、ちょっとホッとしている。

「だな。……ていうか、お前、いいかげんその着ぐるみ脱ぬげーっ！」

「えっ!?　もう着き替がえていいの!?　昨日の罰ばつゲーム、まだ続いてると思ってた～」

「……律りち儀ぎに今朝、またあれを着き込こんだ訳わけか？」

「あの格かつ好こうで飛行機に乗る神しん経けいが信じられませんよ」

　亨とおると宏こう太たは開いた口がふさがらない。

「だって、大だい地ちくん、罰ゲームは終わりって言ってくれなかったじゃない」

　茜は着ぐるみの頭を搔かく。

「でも、ま、いっか～。これ、着き慣なれると便利だし」

　すっかり猫ねこヒョットコに馴な染じんだ茜は、パリの街でもある意味、人気者だった。

　いつの間にか、ワラワラとまわりに子こ供どもが集まってきている。

「イディオーばかだ～！」

「イディオーばかだ～！」

　子供たちは茜を見て、笑い声を上げる。

「何て言ってるのかな？　ねえねえ、シローさん、イディオーってどういう意味？　もしかして、可愛かわいいってこと？」

　士郎を振ふり返り、茜は尋たずねた。

「うん。おおむね、そんな意味かな」

　士郎は微笑ほほえんでうなずく。

「うう、子供って正直～」

　注目を浴びているのは、着ぐるみだということを忘れて、茜は単たん純じゆんに喜ぶ。

「……子供は正直かもしれないが、お前は大噓うそつきだ、シロー」

　一心が士郎をにらむ。

「失礼だな。俺は噓をつくんじゃない。自分の言ったことを信じ込むんだ」

「お前は政せい治じ家かにでもなれ！」

「……まあ、あいつが満足なら、いいんじゃねえの？」

　頭の後ろで腕うでを組んだ亨が、子供たちの前でポーズを取ってみせる茜に目を遣やる。

「知らぬが花、ってことか」

　一心は頭かぶりを振った。

「そっか！　フランス語でイディオーは可愛いってことかあ～」

　こうして、茜の異い文ぶん化かコミュニケーションは確かく実じつに間ま違ちがった方向を進んでゆくのであった。




　ニコルが案内した玲れいのプチホテルは、シャンゼリゼの裏うら通どおり、凱がい旋せん門もんにほど近いところにあった。

「レイ・タツミの部屋のキーを！」

　ホテルに入るなり、ニコルはフロントのレセプショニストにフランス語で詰つめ寄よった。

「マドモワゼル、あいにくムッシュー・タツミは、ドク様以外の方は誰だれも部屋にお通しになるなと……」

　レセプショニストは両手を広げてみせる。

「ワタシは身内よ！　知ってるでしょ!?　ここに宿しゆく泊はくしたの、一回や二回じゃないんだから！」

「ムッシュー・タツミは、身内の方なら通していいとは仰おつしやられませんでした。ただいま、お部屋に確かく認にんを取りますので……」

「へ、部屋に女がいるんじゃないでしょうね!?」

「私どもとしては、お答えできかねますが……」

「答えなさいってば！」

　ニコルはバンバンとフロントを叩たたいた。

（ううっ、なに言ってるのか、さっぱり理り解かいできない）

　茜はこのやりとりに、まったくついていけない。

　ロンドンでの英語でもかなりのストレスを感じていたが、フランス語は茜にとって未知の言語。

　まるで、別の惑わく星せいに来たような気分になってくるのだ。

（……まさか大地くん、分かるのかな？）

　茜は一心の方をこっそりと見る。

「待てよ」

　一心がニコルの口をふさぎ、後ろに下がらせた。

「とにかく、玲に伝えるだけ伝えてみてくれ、弟と妹が来てると」

　滑なめらかなフランス語が、一心の口から出る。

「ウィ、ムッシュー」

　レセプショニストはホッとした笑え顔がおでうなずき、ロビーの椅い子すの方を指し示しめした。

「それでは、そちらでお待ちを」

「メルシー」

（え～っ！　本当に喋しやべれてる！）

　茜はひっくり返るほど驚おどろいた。

　失礼な話だが、茜にとって一心は、洗せん練れんされたフランス語のイメージから一番遠いキャラだったのだ。

「……ねえ、もしかして」

　茜は隣となりの宏太にささやいた。

「あんたもフランス語、話せたりする？」

「まあ、挨あい拶さつぐらいは」

　うなずく宏太。

「仕事で何回か来てますからね」

「……あっそ」

　茜はズ～ンと落ち込こんだ。

「玲さん、ここまで来るの大変だったんじゃないか？」

　ロビーの椅子に腰こしを下ろすと、亨がニコルに尋たずねる。

　年ねん齢れい的には小学生のニコルになら、女じよ性せい恐きよう怖ふ症しようの亨もごく普ふ通つうに話すことが出来るのだ。

「ほら、あの人、夜しか移い動どうできないだろ？」

「そうでもないわ。前にこっちにいた時にも事じ件けんの関係で長ちよう距きよ離り移動をすることが多かったから、夜間の飛行機の乗り継つぎは結けつ構こう慣なれているの。……でも、ワタシに別行動しろなんて言ったこと、今までなかったのに」

　ソファーに身を沈しずめたニコルがプウッと頰ほおを膨ふくらませた時、正面玄げん関かんの扉とびらが開いた。

　ロビーに入ってきた男は、大おお股またで真っすぐにフロントに向かう。

　手には大きな黒いカバン。

　医者が往おう診しんに使う診しん療りようカバンだ。

「あーっ、ドク！」

　ニコルはその後ろ姿すがたを見て、声を上げた。

「……おや？」

　ドクは振ふり返る。

「…………あーっ、て、てめーはっ！」

　ドクの顔を見つめて八秒後、過か去この忌いまわしい記き憶おくが一心の脳のう裏りに甦よみがえった。

「ニコルに……そっちは昔、マラリアの予よ防ぼう注ちゆう射しやで大泣きしたクソガキじゃねえか？」

　ドクは一心に目を遣やるとニヤリとした。

「どうだ、オシメはもう取れたか？」

「オシメだって……」

　宏太がすかさず茜に通つう訳やくする。

「オシメって、大地くん!?」

　茜は目を丸くした。

「ば、馬ば鹿か！　こいつと前に会ったのは十年も前だ！　……って、十年前だってオシメなんかしてない！」

「まあまあ、イッシン」

　亨が憐れん憫びんの表ひよう情じようで、一心の肩かたに手を置く。

「俺だけは、お前の可愛かわいい噓うそを信じてやるぜ。一いち応おうは、同じグループの仲間だから」

「噓って言ってる時点で、すでに信じてないだろうが！」

「大地くんが……オシメ。……まさか、赤ちゃんプレイ？」

　ショックを受けた表情の茜。

「だから、信じるな～っ！」

「……イッシンのオシメはともかくとして」

　冷静さを取り戻もどしたニコルがドクと話す。

「レイが部屋に通してくれないの。何があったの、ドク？　知っているなら教えて」

　ドクは少しためらったのち、うなずいた。

「いつまでも隠かくしてはおけんだろう。だが、少し待ってくれ。先にレイと話さなきゃいかんことがある」

　ちょうどその時、エレベーターの扉が開いて、玲がフロントに下りてきた。

「ニコル！」

　玲は厳きびしい視し線せんを妹に向けた。

「なぜここにいる？」

「レイ、ごめんなさい。でも、どうしても気になって……」

「約束したはずだ。母さんたちのところに行くって」

「……レイ」

「約束を守れない子は……好きじゃないな」

「レイ？」

　ニコルは玲の袖そでにしがみつこうとしたが、玲はふっと身をかわした。

　空をつかむ小さな手。

　ニコルはワッと泣き崩くずれる。

「仕事が忙いそがしい時にすまなかったね」

　玲は一心たちの方を見た。

「ニコルのわがままに振り回されたんだろう？　ロンドンへの帰りの便は、僕ぼくに手配させてほしい。……ドク？」

「ああ」

「おい、待てよ！」

　ドクとともに部屋に戻ろうとする玲の腕うでを、一心がつかんだ。

「……？」

　振り返る玲。

「ずいぶんと、らしくないじゃないか？」

「…………」

「腹はら立つくらいに冷静で、このプチ悪あく魔まにはメチャクチャ甘あまい、あの巽たつみ玲らしくないって言ってんだよ！」

「玲さん」

　亨も言った。

「本当にどうしたんだよ？　今までのあんたと、ぜんぜん違ちがう感じだぜ」

「………」

　玲は一同を見み渡わたした。

「……そうか」

　玲は灰はい色いろの髪かみを指で搔かき上げ、ふっと自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。

「いろいろあって、気が付かないうちに余よ裕ゆうをなくしていたのかも知れない」

　いつの間にか、その瞳ひとみにいつもの穏おだやかな光が戻もどっている。

「ここで待っていてほしい。ドクとの話が終わったら戻ってくるから」

　二人がエレベーターで上がってゆくと、一心はニコルの隣となりに座すわった。

「……イッシン？」

　ニコルは頼たよりなげな表情で一心にしがみついた。

　昨日の演えん技ぎとは違ちがう。

　指先が白くなるほど、一心の腕を握にぎる手に力がこもっている。

「心配するなよ、チビ」

　一心は安心させるように微笑ほほえみ、ニコルの金色の髪かみをクシャクシャにした。

「あいつに何かあったら、絶ぜつ対たいに俺おれが助けるから」

「ゼッタイに？」

「ああ。誓ちかうって」

　そんな二人の前に、ホテルのボーイがハーブティーのカップを差し出した。

「落ち着きますよ、マドモワゼル。皆みなさんの分も用意してあります。当ホテルからのサービスですので、どうかおくつろぎください」

「メルシー・ボクー」

　宏太は微笑んでカップを手に取ると、ふと思い出したようにあたりを見回す。

「……ところで、アカネ先せん輩ぱいの姿すがたが見えなくなったんですけど？　まさか、この狭せまいホテルの中で路頭に迷まよって、いえ、迷まい子ごになったんじゃないでしょうね？」

「おいおい、まさか？」

「まさか……、だよな？」

　亨と一心は顔を見合わせた。




「うう、トイレ～」

　トイレを探さがしていた茜は、この狭いプチホテルの中で本当に迷子になっていた。

（まいったよ～、フランス語分かんないから、誰だれにも聞けない）

　茜は内うち股またで階かい段だんを上り、二階まで探してみるが、限げん界かい点は刻こく一いつ刻こくと近づいてきている。

「も、漏もれるぅ～っ！」

　膀ぼう胱こうは破は裂れつの一歩手前だ。

（もう、誰の部屋でもいいから、入れてもらってトイレに飛び込こむ！）

　ほとんど這はうようにしてたどり着いた扉とびらを、悲ひ壮そうな覚かく悟ごで叩たたこうとしたその時。




「……警けい察さつは強ごう盗とうという線で捜そう査さするそうだ」

「それで、ラーラの容よう体たいは？」

「まだ集中治ち療りよう室しつだ。楽観はできんな」

「何か分かったことはあるかい？」

「警察が来る前にパソコンを調べたが、メールの内ない容ようが消されていた。知り合いの刑けい事じの話だと、現げん在ざいは復ふく元げん作業中だ」




「……あれ？」

　扉の向こうから、かすかに会話が漏れてきた。

　フランス語なので会話の内容は分からないが、間違いなく玲とドクの声である。

（ここ、玲さんの部屋？）

　茜は生理的な危き機き状じよう態たいを忘わすれて、扉に耳を当てる。




「父親というと、フィトフスキー教きよう授じゆ？」

「ああ。だが、彼は一昨日の夜、スペインのマドリードで射しや殺さつされていた」

「……ラーラは教授が死んだことを？」

「死体の身元が確かく認にんされたのは昨夜遅おそくだ。オペラ座ざに出ていた彼女に連れん絡らくはまだ行っていなかったはずだ」

「ラーラの部屋は、ほとんど形けい跡せきを残さずに探たん索さくされていた。プロの手口と言っていい。現げん時じ点てんでは、教授を殺した人物、または組そ織しきがラーラも襲おそったと推すい定ていするのは早過すぎるが……その蓋がい然ぜん性せいは低くはないね」

「レイ、教授の研究の内ない容ようを知ってるか？」

「詳くわしくは分からないよ。ただ、ソ連崩ほう壊かい前は核かく兵へい器きの研究に携たずさわっていたと聞いたことがある」

「何やら、きな臭くさいな」




（……な、何の話してるのか知らないけど……もう、限界だああああああああっ！）

　茜はとうとう、両手のこぶしを振り上げて扉を叩いた。

「レイさん、トイレ貸かしてーっ！」

「……女郎花おみなえし君？」

　玲は扉のキーを回す。

「どうしてこの部屋に？」

「んな話は後ぉーっ！」

　茜はバスルームに飛び込んだ。




「……ふう～」

　数分後、バスルームの扉が開いて、さっぱりした顔の茜が出てきた。

「よほど我が慢まんしてたんだな」

　日本語で言うドクの足を、玲が軽く蹴けった。

「に、日本語、話せるんですかあ？」

　と、ドクの顔を見る茜。

「こいつの母親に教わった」

　ドクは玲を指さす。

「へえ～、かおるさんとも知り合いなんだ」

「ああ、だからイッシンもガキの頃ころに何度か診みてやってる。……ところで、さっきの話、どこから聞いていた？」

「あ、あたしが立ち聞きしてたと？」

　茜のこめかみを冷ひや汗あせが流れた。

「してなきゃ、ここがレイの部屋だと分からんじゃないか？　フロントは絶ぜつ対たいに教えないからな」

「……ごめんなさい。でも、フランス語分からなかったから、全然内容は」

　茜は肩かたを落とす。

「別に責せめる気はないよ」

　玲は微笑ほほえんだ。

「どのみち、後でみんなに話すことだからね」

「はあ」

　茜は好こう奇き心しんに勝てずに、きれいに整せい頓とんされた室内を見み渡わたした。

　ベッド脇わきのテーブルには、ドクが持ってきた診しん療りようカバンが見える。

「……ドクさんって……ドクターなんですよね」

　ふと、茜は尋たずねた。

「もしかして、玲さんの主治医さん？」

「ああ。友人だが、もちろん主治医も兼かねてる」

　ドクはうなずく。

「じゃあ、玲さんがパリに来たのって、ドクさんに診てもらうため？　あ、でもそれだとニコちゃんが一いつ緒しよでもいい訳わけだし……」

　茜は首を捻ひねった。

「ニコルは俺が嫌きらいなんだよ。前は平気だったくせに、妙みように色気づいて、服を脱ぬがそうとすると逃にげる」

　笑うドク。

「さあ、下に行った方がいいんじゃないか？　仲間が心配してるだろ？」

「あーっ！　そうだった！」

　茜は慌あわてて部屋を飛び出していった。

「……あの娘むすめ、落ち着きはないが、まんざら馬ば鹿かでもないようだ」

　茜の姿すがたが消えると、ドクは頭を振ふる。

「ああ、気をつけるよ」

　玲は自分に言い聞かせるようにうなずいた。




「ラーラ・フィトフスキー！」

　ドクの口からその名前が出ると、ニコルは飛び上がった。

「あの性しよう悪わる女おんなが撃うたれたの!?」

「……お前が性悪言うな、お前が」

　一心が突つっ込こむ。

　茜が下りてきてから十分後。

　玲とドクは、ロビーに集まった一同に昨日の事じ件けんの概がい要ようを説明していた。

「知ってるの、ニコちゃん？」

　茜が尋ねる。

「……オペラ座ざのエトワールよ」

　ニコルは渋しぶ々しぶ答えた。

「エトワールって……バレリーナ？」

　そのくらいのことは、茜でも知っている。

　姉が持っている、昔の少女コミックからの知ち識しきだ。

「主役級のね。レイのずぅぅぅぅぅ～っと昔の知り合い」

「まさか、元カノか？」

　と、亨。

「違ちがうわ！」

　ニコルはより一いつ層そう声を張はり上げる。

「あ、あっちが勝手に夢む中ちゆうになってただけよ！　決まってるじゃない！」

「……なんだい、元カノって？」

　玲はこっそりと一心に質しつ問もんする。

「お前、浮うき世離ばなれし過すぎ」

　一心は面めん倒どう臭くさいので説明しなかった。

「で、そのラーラさんのお父さんが殺されて、何かのメッセージが彼女のところに送られた。そのメッセージが原げん因いんでラーラさんも襲おそわれた。結局、そういうことなんですか？」

　話をまとめようとする宏太。

「まだ、可か能のう性せいの域いきを出ないけれどね」

　玲はうなずいた。

「その教きよう授じゆが殺された場所は？」

　一心も真顔に戻もどる。

「マドリードのプラド美び術じゆつ館かんだ」

　と、ドク。

「って、どこ？」

　茜がこっそりと宏太に尋ねる。

「スペインですよ？」

「スパゲッティの国？」

「……それはイタリア」

「核かく兵へい器き開発の物理学者が、美術鑑かん賞しよう？　なんか、しっくりこないな」

　一心は眉まゆをひそめる。

「ああ。ましてや、入場した時間が深夜ともなるとね。追われて偶ぐう然ぜん逃にげ込んだとも考え難にくい」

「誰だれかと待ち合わせて……その相手に殺された？」

「どうかな？」

　玲は一心の指し摘てきした可能性については首を横に振ふった。

「待ち合わせた当人なら、必要な情じよう報ほうや品を手に入れてから殺したはず。その後で娘むすめを襲う必要はない」

「……鍵かぎはそのプラド美術館にありそうだな」

　一心は腕うでを組んだ。

「行ってみるか、スペインまで？」

「あとひとつ」

　ドクが小さく手を上げ、発言した。

「ラーラの寝しん室しつの隅すみに、こんな画集が落ちてた」

　診しん療りようカバンから取り出したのは、スペインの画家ゴヤの画集である。

「……この印のついてる絵は何ですか？」

　宏太はドクが開いたページの下の絵を指さした。

「これは『ボルドーのミルク売り娘』だ。ラーラが印をつけている絵はこれだけだな」

「確たしか、プラド美術館にその絵は展てん示じされているはずだ」

　玲が指摘する。

「そして、警けい察さつで仕入れた情報だと、フィトフスキー教授が死んだのは、ゴヤの作品の展示室らしい」

　ドクは補ほ足そくした。

「まあ、偶ぐう然ぜんってこともあるがね」

「いや。ますます怪あやしいな」

　と、一心。

「けど、そいつ、殺しのあった展示室の絵だろ？　簡かん単たんに調べさせちゃくれないぜ」

「……美術館での調ちよう査さを可能にする、ある種の専せん門もん家かと言ってもいい人物を知ってはいるんだが」

　玲は言いかけ、顔を曇くもらす。

「極力、手は借りたくない。それに、彼は今、イギリスだろうしね」

「いや」

　ドクが頭を振る。

「たまたまだが、ビジネスでパリに来ている。プラザ・アテネに宿しゆく泊はくしているはずだ」

「……プラザ・アテネ、か」

　玲はアゴに指を当てて、考え込こんだ。
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　パリを南北に分かつように流れるセーヌ川。

　その河か畔はんに立つオルセー美術館は、もともと十九世紀の終わりに建けん設せつされたオルレアン鉄道の終着駅だった。

　だが、この趣おもむきのある建けん造ぞう物ぶつが駅えき舎しやとして使用されたのは、約四十年に過すぎない。

　長い眠ねむりの後、印象派はを中心に十九世紀半ばから二十世紀初頭、第一次世界大戦までの作品が並ならぶ美術館として復ふつ活かつしたのは、一九八六年のことである。

　閉へい館かん時間をとっくに過ぎた午前一時三十分、そのオルセーの三階に展示されているドガの『青い踊おどり子たち』の前に、ひとりの青年の姿すがたがあった。

　長身をタキシードに包み、両手には白い手て袋ぶくろ。

　まるで晩ばん餐さん会かいの帰りのような様子である。

「……しばらくだったね、我わが恋こい人びとたち」

　長い金きん髪ぱつを搔かき上げた青年は、そっと額がくを撫なで、絵の中の踊り子にウインクした。

　センサーは反はん応のうしない。

　ここに潜もぐり込む前に、すべての防ぼう犯はん装そう置ちは無む効こう化かしてあった。

　警けい備び室しつの監かん視しカメラにも、青年の姿は映うつっていないのだ。

「また、ボクと楽しい一時を過ごそうね」

　そっと床ゆかに膝ひざをつき、持ってきたヴィトンのバッグを開ける。

　すると、そこから出てきたのは、壁かべに掛かかっている物と寸すん分ぶん違たがわぬ踊り子の絵だった。

「さあ、これを」

　と、青年が口笛を吹ふきながら、壁の『踊り子』を下ろした時……。

「……二度とやらないと誓ちかったはずじゃなかったのか？」

「！」

　ウキウキと作業を続けていた青年は、背はい後ごからの声にビクンと肩かたを震ふるわせた。

「展示作品を壁に戻もどして、贋がん作さくはバッグにしまうんだ」

　聞き覚えのある声。

　一いつ瞬しゆん、警備員だと思った青年の顔に、安あん堵どの色が浮うかぶ。

「レイ！　戻ってきたのか！」

　青年は両手を広げて振り返る。

「お帰り、我わが友！　……ととっ」

「我が友？　聞いて呆あきれる」

　玲は抱ほう擁ようしようとする青年の腕をかわした。

「一応、どうしてここにいるのか、君の弁べん明めいを聞こうか？　絵画窃せつ盗とうからは足を洗あらったはずだろう？」

「それはないだろ～、せっかくの感動の再さい会かいだというのに！」

　青年は肩をすくめて、大げさに嘆なげく。

「人聞きの悪いことは言わないでくれないかな～。今回は盗ぬすみにきたんじゃない、ちょっと借りようと思っただけさ」

「……相変わらずだ。まったく反省がない」

　玲はため息をつく。

「ジョルジュ・サンクに泊とまった時は、ルーブル美び術じゆつ館かん。クリヨンに宿泊すれば、ポンピドー芸術文化センター。プランス・ド・ガルの時はオランジュリー美術館で、プラザ・アテネなら、オルセー。君が盗みに入るパターンは、完全に読めているんだ」

「君が姿を消した心の空白を埋うめてくれるのは、美しい絵画だけだったんだよ～」

「白々しいことを言うな。君の芝しば居いがかった演えん出しゆつには、いい加か減げんうんざりしているところだ」

「バレてた？」

　舌したをペロリと出す青年。

「いやあ、ドクから愛いとしのレイが戻ってるって聞いてさ、こうして感動の場を設もうけて待ってたんだよ。だから、これ、全部シャレだってば」

「そう言いつつ、僕が来なければそのまま絵を持って帰る気だったろう？」

「ひどい！　親友を疑うたがうなんて！　素す敵てきな怪かい盗とう生活からは足を洗ったよ、今年に入ってからだって、もう八回も！」

　青年が取り出した絹きぬのハンカチで涙なみだを拭ぬぐう振ふりをするのを、玲はとりあえず無む視しする。

「……知っているんだろう、ラーラのこと？」

「あれだけ報ほう道どうされればねえ。オペラ座ざの華はな、強ごう盗とうに遭あい瀕ひん死しの重じゆう傷しよう」

　青年はうなずく。

「見み舞まいにも行きたかったけど、ずいぶんと会ってなかったから、ちょっと気き不ま味ずくってさ。……で、実じつ際さいのとこ、強盗なの？」

　玲は頭かぶりを振った。

「犯はん人にんの狙ねらいは、フィトフスキー教きよう授じゆが残した何かだ。そのヒントが、どうやらプラドにある」

「プラド美術館か……それで、ボクの出番って訳わけか？」

「手を貸してくれるかい？」

「……ラーラはボクにとっても大切な友人だった。彼女を傷きずつけた人間を追い詰つめるためなら、このハワード・ウルフ、英国貴き族ぞくの名めい誉よとガーター勲くん章しようにかけて協力を惜おしみはしない」

　青年は手袋を取り、手を差し出した。
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　翌よく日じつの午前中。

　一心とニコル、それから茜と宏太、士郎の五人は、サントノーレ通りに面したビルの前に立っていた。

「マネージャーさんとトオルは？」

　ビルに入る前に、尋たずねるニコル。

「マネージャーは、今日はショッピング。無む理りにパリまで引っ張ぱってきただろ？　その埋うめ合わせってとこ」

　一心が答える。

「で、トオルはその荷物持ちって訳」

「俺おれのカードを好きに使っていいって渡したんだけど」

　士郎が眉み間けんに指をやって眼鏡めがねを押おし上げた。

「……ちょっと後こう悔かいしてる」

「マネージャー、遠えん慮りよのない人ですからねえ」

　宏太は頭を振る。

「きっと、限げん度ど額がくまで使い切りますよ」

「いいなあ～、みんな。なんであたしだけ」

　ブツブツと不満を漏もらしているのは、もちろん茜である。

　さすがに今は、着ぐるみを着ていない。

「あたし、大地くんが払はらってくれると思って、昨日、クラスのみんなとか、知り合いや家族にメール出して、お土産みやげ買ってくるって約束したんだよ？」

　茜はポシェットからメモを取りだした。

「……ええと、フレグランス関連だと、夏なつ紀きがシャネルのアリュール、理さと子こさんがグッチのエンヴィ、美み紗さがベビードール。んで、うちの姉キがブルガリのプール・オム……」

「人の財さい布ふを期待してる割わりには、何だかムチャクチャ多いんですけど……」

　宏太は白い目で見る。

「まあ、アカネ先せん輩ぱいの分じゃなければ、そのくらいのお金は出すかも知れませんね、イッシン先輩も」

「な、なにおうっ！」

「ここにいるんだな？　玲が言ってた、美術館に詳くわしいヤツってのが？」

　一心は茜と宏太のやりとりを無視し、ビルを見上げる。

　地上二十階。

　古都パリの町並みにそぐわぬ、近代的な、全面ガラス張ばりの外観。

　新宿のオフィス街の建けん造ぞう物ぶつだと言っても不自然ではない。

「……へえ、ウルフ・インダストリーか」

　士郎が会社名を見てつぶやく。

「知ってるんですか？」

　その顔を見る茜。

「うん。風かざ峰みねグループと取り引きのある企き業ぎようのひとつだよ。航空機関連の精せい密みつ機器を扱あつかっててね。まだ会ったことはないけど、社長はまだ二十代前半の英国貴族で、美び術じゆつ評ひよう論ろんの方でも有名な人物らしい」

「あまり、立りつ派ぱな人間を期待しない方がいいわ」

　ニコルはそう告げると、ビルに入っていった。




　アポイントは取ってあったので、一行はすぐに社長室に通された。

「ニッコール！　なんて可愛かわいくなっ……ぐはっ！」

　待っていたハワードは、ニコルを見るなりキスしようとして、蹴けりの洗せん礼れいを受けた。

「ひっどいな～！　三年ぶりだっていうのに～」

「今の愚おろかな行動で、三年前のおぞましい記き憶おくがまざまざと甦よみがえったわ」

　ニコルは靴くつ先さきをキュッと絨じゆう毯たんで拭ふいた。

「忘わすれないでね。アナタはワタシが、この世で二番目に嫌きらいな人間なの」

「ちなみに一番は？」

　一心が尋たずねる。

「あら？　自覚がないの？」

「……言うと思ったぜ」

「まあまあ、諸しよ君くん、楽にしてくれ給たまえ」

　ハワードがパチンと指を鳴らすと、タイトスカートの美人秘ひ書しよがティー・セットを運んできた。

「世界中を飛び回っていても、英国流の習しゆう慣かんがなかなか抜ぬけなくてね」

　ロイヤル・コペンハーゲンのカップにダージリンとミルクを注ぎ、ハワードは一同に勧すすめる。

「レイから聞いてる。君たちも、この件けんに首を突つっ込こむんだって？　物好きだねえ」

「俺にはあんたの方が物好きに思えるけどな」

　一心は紅こう茶ちやには口をつけずに英語で言った。

「……ふう～ん、なるほど」

　ハワードは一心をしみじみと観察し、微笑ほほえむ。

「な、何だよ？」

「いや、君はイッシン・ダイチだろ？　レイが言っていた通りの子だと思ってね」

「……そもそもあんた、玲とどういう関係なんだ？」

「そうだね」

　ハワードは遠い目になって窓まどの外を見た。

「かいつまんで話すけれど、ボクとレイ、そしてドクとラーラは、気の合う仲間だったんだ。レイが夜間しか移い動どうできないっていうハンディはあったけれど、ボクらはよく一いつ緒しよに欧州中を飛び回り、その土地で発生した難なん事じ件けんに挑いどんだりしていた。まあ、地元警けい察さつの顔を立てて名前は出さなかったけれど、アムステルダムの連続少年殺しや、ベルリンのトルコ移民リンチ殺人なんかも、ボクらが解かい決けつした事件だ」

「アナタが初めてレイに会ったのが、ルーブル美術館の絵画保ほ管かん庫こだったって話はしなくていいの？」

　ニコルが横よこ槍やりを入れる。

「マイ・ディア、細かい話はよそうよ。今のボクはおおむね、心を入れ替かえたんだから」

「おおむね……って」

　ハワードの英語を茜に通つう訳やくしていた宏太が聞きとがめる。

「結けつ構こう楽しかったなあ……」

　ハワードは、ブリオッシュを頰ほお張ばっていた茜のカップに、ポットからお代わりを注ぐ。

「あんな時間が永えい遠えんに続く。ボクらは勘かん違ちがいしていた。……そう、三年前にレイが姿すがたを消すまではね」

「あいつが……日本に帰ってきた頃ころか」

　一心がつぶやく。

「その頃、何があったんです？」

　士郎が尋ねると、ハワードは首を振ふった。

「分からないな。ドクに日本へ帰ると告げただけで、レイはボクらに会うことなく消えたからね」

「それで、ラーラさんっていう人は？」

　士郎が続けて聞く。

「今ではエトワールにまで登りつめたけれど、初めて会った時はまだ、オペラ座ざバレエ学校の二年生だったな。ボクらにとっては天使のような子で……レイを愛していた」

　ハワードは目を閉とじて、当時のラーラの姿を思い出す。

「レイが消えた時、一番衝しよう撃げきを受けたのはあの子だったよ。それから一年、ラーラは舞ぶ台たいに立とうとしなかった。そして、立ち直った頃には、ボクとはすでに疎そ遠えんになっていたんだ。まあ彼女、ドクとは時々連れん絡らくを取り合ってたらしいけど」

「……本題に入ろうか？」

　しばらくして、一心は言った。

「ラーラって子の父親が殺された時のプラド美び術じゆつ館かんの状じよう況きようは？」

「あまり調べる時間はなかったけれど……」

　ハワードは机つくえの上のパソコンのファイルを開く。

「あの夜、プラド美術館には教きよう授じゆと警けい備び員いんの遺い体たいを除のぞいても、四つの射しや殺さつ死体が転がっていた。かなり派は手でな撃うち合いがあったらしく、展てん示じしてあったゴヤの作品のうち、初期の肖しよう像ぞう画が数点が傷きずつけられた。非ひ道どい話だろう？」

「死んでた連中の身元は？」

　と、一心。

「南米系けいというところまでしか、まだ分かっていない。マドリード警察は、外国人同士の撃ち合いではなかなか重い腰こしを上げないからね。……ところで、さっきから静かにお茶の時間を満まん喫きつしてるそっちのお嬢じようさん、君のガールフレンド？」

　ハワードは茜を指さして、一心に尋たずねる。

「あのなっ！」

「違うの？　じゃあ、ボクが口く説どいてもいっこうに構かまわない訳わけだね？」

　ハワードはさっと茜の手を握にぎった。

「お嬢さん、罪つみな人だ。あなたは、このボクのハートに火をつけてしまった」

「えっ？　どうしたの？　なに、なに？」

　英語で語りかけられてもサッパリ分からない茜は、目を白黒させる。

　さっきから黙だまっていたのも、会話の内ない容ようが理り解かいできなかったからなのだ。

　だが、ハワードは戸と惑まどう茜の腰に手を回し、唇くちびるを近づける。

「……きれいだよ」

　バゴッ！

　一心とニコルのキックが同時にヒットした。

「げほっ！」
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　仰あお向むけに倒たおれるハワード。

「こ、この変へん態たいヤロー！」

　一心はさらにもう一度、蹴けりを入れる。

「懲こりていない！　……ホントにこの男、懲りていないわ！」

　息を荒あららげたニコルは頭を抱かかえた。

「ね、どうしたの？」

　茜は一心とニコルの顔を交こう互ごに見る。

「お前は知らんでいい！」

　一心は怒ど鳴なり返す。

「だいたい、お前は無む防ぼう備び過すぎるんだよ！」

「な、なんであたしが怒おこられなくちゃいけないのよ！」

　茜は頰ほおを膨ふくらませた。

「うん。まだ少しキスは早かったかな、……三十五秒ほど」

　ハワードはへこたれない様子ですぐに起き上がる。

「ところでさ、ボクの方にも助手が欲ほしいんだけど？　これからいろいろと、連絡とかあるだろうし」

「ＮＯ！　アカネは駄だ目めだからな！」

　一心は茜とハワードの間に割わり込こむ。

「女じよ性せいを危あぶないところには連れていけないよ。ボクが目を付けていたのは、こっち」

　ハワードは宏太の腕うでを取った。

「この美少年、借りるからね。もう、離はなさないよ～」

「えーっ！」

　捕つかまった宏太は、助けを求める目を士郎と一心に向ける。

「リーダー、先せん輩ぱい、助けてくださいよ～！」

「……このパターンが、一番実害が少ないな」

「俺おれだって、あの人の助手なんて、損そんな役回りはゴメンだよ」

「あいつ、いても大して役に立たないし」

「ここんとこ、影かげ薄うすいし」

「ここはまあ」

「戦力外ということで」

　一心と士郎はコソコソ相談していたが、やがてニッコリと笑って声を揃そろえた。

「ＯＫ！　そいつ、好きにコキ使っていいよ」

「うっそーっ！」

「コータ、お前の犠ぎ牲せいは絶ぜつ対たいに忘わすれないよ」

　視し線せんをそらす士郎。

「……少なくとも、この部屋を出るまでは」

「俺たちを恨うらむなよ。さっ、行くか？」

　一心は例によって、ケロッとしたものである。

「恨みますよぉぉぉぉぉぉっ！」

　絶ぜつ叫きようもむなしく、宏太を除のぞいた四人はこうしてホテル・リッツに戻もどっていった。




「気がついたかい？」

　帰りの車の中で、士郎は一心に話しかけた。

「あの社長室に、何なん枚まいか絵があったろう？」

「ああ」

　一心は思い出す。

「ピカソ、マネ、マティス、セザンヌ、それから、日本の雪舟……」

「あ～！　何か見たことのある絵だと思った！　……確たしか教科書で」

　茜でも知っているのだから、かなり有名な絵である。

「美び術じゆつ館かんで見たことのあるヤツばかりだったから、複ふく製せい画がだろ？」

　と、一心。

「……いや」

　士郎はチタンフレームの眼鏡めがねを人差し指で直した。

「俺おれの見たところ、社長室にあった方が真しん作さくだね。美術館に飾かざってあるのは……限かぎりなく本物に近い贋がん作さくだよ」

「んな訳わけが！」

「あるのよ」

　ニコルが肩かたをすくめた。

「実業家の英国貴き族ぞくというのは、昼間だけの仮かりの姿すがた。イカガわしい絵画ドロボーなのよ、あの男の本ほん質しつは」
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　その頃ころ。

　ウルフ・インダストリーのパリ支し社しやからそう遠くないところに、十九世紀の面おも影かげを残した四階建ての商社ビルがあった。

　その最上階の重役室のひとつに、先日、プラド美術館から姿を消した黒スーツの生き残りが姿を見せていた。

「……なるほど、教きよう授じゆの娘むすめのところにも、構こう造ぞう式しきはなかったか」

　黒スーツから報ほう告こくを受けた中年の男は、革かわ張ばりの椅い子すに座すわったまま大きな執しつ務む机づくえの表面をコツコツと爪つめで叩たたいた。

　机の上のネームプレートには、ファン・ラモン・カマタの金文字。

　東洋人の血をひく容よう姿しを持ったその男には、一いつ般ぱんの日本の中年男だん性せいのような野や暮ぼったさは微み塵じんもなく、ブリオーニのスーツを見事に着こなしている。

「娘に監かん視しはつけているか？」

「はい。今まで娘と接せつ触しよくしたのは、バレエ関係者の他ほかには医者だけです」

「医者？」

「はい、モンマルトルで小さな医院を開いている医者らしいのですが、その界かい隈わいではドクの名で通っています。どうやら、警けい察さつに通つう報ほうしたのはこの男のようで」

「その医者の身辺を洗あらえ。二十四時間、監視もつけろ」

「はっ」

　黒スーツは一礼し、重役室を後にした。

「……〝女王レギナ〟を出し抜ぬくチャンスはまだあるようだな」

　ファン・ラモンは低い声で笑うと、秘ひ書しよを呼よび、大だい統とう領りようが主しゆ賓ひんとなる今夜のパーティの予定を報告させた。
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　鳴なり止やまない拍はく手しゆに劇げき場じようは揺ゆれていた。

　数回のカーテン・コールの後、喝かつ采さいを浴びていた少女が、舞ぶ台たい袖そでに立つ長身の少年のところに駆かけ寄よって飛びついた。

「どうだった？」

　まだ息の荒あらい少女は、瞳ひとみをキラキラさせて少年の顔を見る。

「輝かがやいていたよ、ラーラ」

　玲れいは額ひたいの汗あせを指で拭ぬぐってやって微笑ほほえみ、バラの花束を差し出した。

「たとえ配役は、大おお勢ぜいの妖よう精せいの中のひとりでもね」

「メルシー！」

　ラーラは花束を抱だき締しめ、涙なみだを浮うかべる。

「ほら」

　玲はハンカチを取り出し、そっと拭ふいてやった。

「本当にきれいだった。この間まで、バレエ学校の脱だつ走そう常じよう習しゆう者しやだったとは思えない」

「あれはあなたたちが三人だけで抜ぬけ駆がけしようとするから……」

　ラーラは唇くちびるを尖とがらせる。

「週末に時間を取れるかい？　僕ぼくたちでささやかなお祝いの用意をしたんだけど？」

「もちろんよ！」

　と、ラーラが大きくうなずいた時、二人の背はい後ごで咳せき払ばらいをする声が聞こえた。

「モニク！」

　そこに立っていた六十前後の女じよ性せいに、ラーラは抱きつく。

「こ、これこれ」

　モニクは手にした杖つえを危あやうく落としそうになる。

　ラーラの育ての親とも言えるこの老振ふり付つけ師しに、玲は小さく頭を下げた。

「ほら、いつまでも油を売っていないで、楽屋にお行き」

　モニクは目を細め、ラーラを急せかす。

「はい！　じゃあ、レイ、また後で！」

　ラーラは手を振ると、舞ぶ台たい裏うらに向かって小走りに駆けていった。

「……レイ・タツミ」

　そちらの方を見つめたまま、モニクは言う。

「ラーラはいい子だよ。才さい能のうもある。幼おさない頃ころに母親を亡なくし、父親は──フィトフスキー教授は仕事の関係で一年に一度会えるかどうかだというのにね」

「あなたが母親代わりを立りつ派ぱに務つとめたからですよ」

「母親代わり、かい？」

　モニクは頭を振る。

「いや、むしろラーラといることでわたしが救われているんだよ。足を悪くし、杖なしで歩くことができなくなった元ダンサーに、あの子は夢ゆめを与あたえてくれた。……だから」

　突とつ然ぜん、老人の手が玲をつかんだ。

「あの子を不幸にしないでおくれ。あの子を泣かせるようなことをしたら、わたしが許ゆるさないからね」
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「……夢ゆめ？」

　病院の廊ろう下かのベンチで、玲はいつの間にか微睡まどろんでいた。

　オペラ座ざバレエ学校を卒業したラーラが、初めて舞台に立った夜の夢。

（遥はるか昔の……幸福な記き憶おくか）

　ラーラの意い識しきはまだ戻もどっていない。

　集中治ち療りよう室しつに入り、現げん在ざい、ドクが看みているところだ。

　コツコツ。

「………」

　聞き覚えのある足音、いや、杖の音に玲は顔を上げた。

「モニク？」

「レイッ！」

　三年前よりもかなり老ふけ込こんだ女が、玲の腕うでをつかむ。

「なぜ戻ってきたんだい！　あんたが消えた後、あの子がどれほど苦しんだか!?」

「……済すまない」

「口先だけの謝しや罪ざいなんかよしておくれ！　ようやくレイという名を口にしなくなった今になってあんたは戻り、ラーラは撃うたれて、父親も死んだ！　あんたは悪あく魔まかい!?」

　モニクは玲を突つき飛ばした。

「ここから去って！　そして、二度とラーラの前に顔を見せないでおくれ！」

　顔を背そむけた老人は、瘦やせて筋きん肉にくの落ちた肩かたを震ふるわせている。

　玲は立ち上がると、何も言わずに外がい套とうを手にとってエレベーターに向かった。




「……ムッシュー・レイ・タツミ？」

　病院を出たところで、八歳さいぐらいの男の子が声をかけてきた。

「ウィ」

　玲がうなずくと、子こ供どもはメモを渡わたして走り去る。

　マーブル紙にペンで書かれたメモにはこうあった。




　モンパルナスの『ル・ドーム』にて待つ
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「久ひさしぶりだね、レイ・タツミ」

「普ふ通つう、あのメモではここまで来ないだろうね」

「来るさ。君はマドモワゼル・ラーラ・フィトフスキーが撃たれた事じ件けんの手がかりを、喉のどから手が出るほど欲ほしがっている」

　ピカソやモディリアーニが足あし繁しげく通ったという老舗しにせのカフェを訪おとずれた玲は、アレクセイの前の席に座すわってギャルソンを呼よんだ。

「ドゥブル・エクスプレス、シル・ヴ・プレ」

　サングラスをかけたアレクセイの前には、アンフュジオンのカップがある。

「何か食べるかい？　ここの奥おくにあるレストランは魚料理が有名だけれど？」

「いいや。食事はニコルたちととるよ」

「相変わらずの優やさしいお兄さんだね」

「変わる必要を感じていない」

　ダブル・サイズのエスプレッソ・コーヒーが、玲の前に運ばれてきた。

　ユーロで支し払はらいを済すませ、チップを渡すと、ギャルソンはレシートを破やぶってテーブルに置く。

「ミハウとビアータ、いや、そう名乗っていた双ふた子ごは元気かな？　あなたのミッションを手伝っていた？」

「ああ。今もここを見ている」

「なるほど」

　玲は通りの向こうのカフェ、『ラ・ロトンド』に向かって手を振った。

「……何な故ぜ、そちらにいると？」

「あなたが極力、そちらの方を見ないようにしているから」

「一本取られたね」

　アレクセイは苦く笑しようする。

「こうして接せつ触しよくしてきたところを見ると、やはりあなたの組そ織しきが今回の事件にからんでいるのかな？」

　玲は切り出した。

「教きよう授じゆを殺したのは、我われ々われではないよ」

　アレクセイはカップを傾かたむけ、その中で舞まうミントの葉をじっと見つめる。

「君は、フィトフスキー教授が何を研究していたのか知っているかい？」

「いや」

「……レッド・マーキュリーという言葉を？」

「子供でも引っ掛かからないペテンだね」

　肩をすくめる玲。

「最初は私たちの組織のトップもそう思った。知っての通り、レッド・マーキュリーは常じよう温おんでは何の変へん哲てつもない赤色の粉末だが、圧あつ力りよくと放ほう射しや線せんを加えることで液えき状じよう化かし、強い爆ばく発はつ力りよくを持つ。ごく少量で、従じゆう来らいの核かく兵へい器きの起爆装そう置ちの代用品となる」

「ああ。言われているところでは、レッド・マーキュリーを用いることで、テニスボールサイズの核兵器が製せい造ぞう可か能のうになる。だが、もちろんそんなものは想そう像ぞうの産物だ」

「私もそう思っていたよ。だが、組織はフィトフスキー教授の理り論ろんを十分な現げん実じつ性せいのあるものと判はん断だんした。そこで、合法的なダミー企き業ぎようを通じ、教授からレッド・マーキュリーの構こう造ぞう式しきを買い取ることにしたんだ」

　アルジェリア系けいらしい、疲つかれた表ひよう情じようの少女がやってきて、花を買わないかと玲に尋たずねた。

　玲は一輪のバラを買うと、それを少女の髪かみに挿さしてやる。

「メルシー！」

　少女は顔をぱっと明るくして去っていった。

「……だが」

　アレクセイは話を続ける。

「そのレッド・マーキュリーを横から奪うばおうとする連中が現あらわれた」

「彼らが教授を？」

　アレクセイは首を軽く縦たてに振る。

「君と弟のイッシン・ダイチは、双子を窮きゆう地ちから救すくってくれた。だから警けい告こくする。相手は人類の至し宝ほうとも言える絵画を傷きずつけることに、何のためらいも見せなかった殺人者集しゆう団だんだ。当然、個こ人じんレベルの犯はん罪ざいしか扱あつかってこなかった君の手に負える連中ではない」

「そう言えるかな」

「下へ手たをすると、ニコルを傷つけることにもなりかねないよ」

「それは絶ぜつ対たいにさせない」

「そう願いたいね。ミハウとビアータが悲しむのを見ずに済すむ」

　アレクセイは席を立った。

「共通の敵てきが存そん在ざいする現在は、こちらは君とコトを構かまえる気はない。だが、こちらの組織がレッド・マーキュリーを手に入れるのを妨ぼう害がいするなら、残念ながらそれなりの手しゆ段だんを取ることになるだろう」

「チェスの再さい戦せんは、また別の機会に」

「楽しみにしているよ」

　アレクセイの後ろ姿すがたは、地下鉄の駅に消えていった。
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　翌よく朝あさ、一いつ心しんは宏こう太たを除のぞく一行の全員を、ホテル・リッツのロビーに集めていた。

「俺おれたちはこっちで留る守す番ばんだって!?」

　ソファーから立ち上がった亨とおるは、一心をにらんだ。

「あのなあ、全員がスペインに行く必要はないんだよ」

　一心は辛しん抱ぼう強く説得する。

「俺と玲、あとは宏太と茜あかねだけで何とかなる」

「そうだね」

　士し郎ろうがパソコンで飛行機の予約をしながら言った。

「パリを行動の起点にした方がいい。数名はこちらに残るべきだ」

「だから、マネージャーはともかく、どうして俺とシローが残ることになんだよ！」

　亨の怒いかりは収おさまらない。

「おい、アカネもそう思うだろ？」

「えっ？　……えっと～」

　唐とう突とつに話を振ふられても、反はん応のうできないのが茜である。

「そう思う……かな？　……まあ、たぶん？」

「玲さんもその方がいいって言ってたよ」

　予約を済すませた士郎が、モバイルを切った。

「今まで、あの人が間ま違ちがったことがあるかい」

「……そっか。んじゃまあ、しょうがないか」

　亨は頭を搔かきながら、あっさりと座すわり直なおす。

「お前な！　俺の意見は常つねに無む視しするくせに、玲の言葉には耳を貸かすのか!?」

　逆ぎやくににらむ一心。

「当たり前だろ？　玲さんとお前じゃ、根本的な人間の出来が違うんだよ、出来が！」

「人じん格かく的てきなことを語れる身かよ！　局の弁べん当とうの梅うめ干ぼし残すようなヤツが！」

「てめえなんか、大根の煮にたのが食えねえだろ！　偉えらそうなことを言うのは、収しゆう録ろくに遅ち刻こくしなくなってからにしろっての！」

「お前も、バレンタイン・デーにチョコ持ったファンに追っかけられて、真っ青になってんじゃねえよ！　お前が平気な女なんて、澤さわプロデューサーとか理さと子ことか、オバンばっかだろ！」

　ガツンッ！

「はいはい、話を脇わき道みちにそらすんじゃない。……ったく、こいつら幼よう稚ち園えん児じか」

　亨と一心の頭にこぶしを落として、マネージャーがため息をつく。

「まっ、ともかくこれで解かい決けつ。あたしらはこっちで連れん絡らく待ち。イッシンは玲さんやニコちゃんと一いつ緒しよに夜の便で発たつ。茜は今すぐコータたちと先発。それでいいのよね？」

「あの～、あたし、スペイン語なんか分からないんですけど？」

　日本語でさえ満足かどうか疑うたがわしい茜が、怖おず怖ずと口を挟はさむ。

「必要ないって。ドクと、それにアホのハワードが一緒だ」

　と、一心。

「二人は、日本語分かるんだよね？」

　それならば、ほんのちょっとだけ安心である。

「……でも、なんで別々に行くの？」

「下見が必要なんだとさ、ハワードが」

　茜をハワードと行かせることに一いち抹まつの不安を覚えないこともないが、ドクが一緒だからと一心は自分を納なつ得とくさせた。

「向こうで捕つかまった時のことを考えて……保ほ釈しやく金きんを用意しておこうか？」

　士郎が尋たずねる。

「……縁えん起ぎでもないこと言うなって」

「ところであんたたち、ＤＶＤの特典映えい像ぞうの撮さつ影えいのこと、完かん璧ぺきに忘わすれてるでしょ？」

　すっかり諦あきらめ切ったマネージャーは、本日二箱目のゴロワーズを取り出した。

「あたしが肺はいガンになったら、あんたらに責せき任にん取ってもらうからね」
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「……よくよく考えたら、どうしてあたしばっかりがこんなにコキ使われるんだろ？」

　茜がそのことに気がついたのは、ドクたちとともにスペインに飛び、マドリード市内に着いてからのことだった。

　今、ロールスロイスの後部座ざ席せきに、茜と宏太は座すわっている。

　ハワードの運転を非ひ常じように不安げに見守っているドクは、助手席だった。

「アカネ先せん輩ぱいはまだいいですって～。僕ぼくなんかこの格かつ好こうですよ～」

　半泣きになりながら、宏太は訴うつたえる。

「……ぷっ！」

　口元を押おさえる茜。

　宏太は金糸の縁ふち取どりも鮮あざやかな赤い上着をまとい、下は白いタイツを穿はかされていた。そして、頭にはカールした金きん髪ぱつのカツラ。

　今では芝しば居いの中でしか見られない、フランス革かく命めい以前の宮きゆう廷ていの衣い裳しようである。

「い、いつからビジュアル系けいバンドになったのよ？」

「……同級生にこの姿すがたを見られたら、僕、首を吊つりますからね」

　昨日、ハワードのもとに残された宏太はこの衣裳を着せられ、ウルフ家の召めし使つかいに仕立て上げられたのだ。

「似に合あってるよ、ハニーボーイ。このまま芸げい能のう界かいを引いん退たいして、うちで働かないか？」

　満足そうに笑うハワード。

「あたしの視界に入らないで。……笑い死にしそう」

　茜はグイッと宏太の顔を押しやった。

「よかった～、閉へい館かん時間に間に合ったよ」

　プラド美び術じゆつ館かん前に車を停とめて、ハワードが振ふり返った。

　茜のことを気にしてか、ハワードもドクも、ずっと日本語で通している。

「長くはかからんだろ？　俺はここで待つ」

　美術に対する関心が皆かい無むのドクは新聞を取り出し、読み始めた。

「さあ、行こう。我わが下げ僕ぼくコータ、ドアを開あけ給たまえ」

「うう」

　宏太は言われた通り、ロールスロイスから出て反対側に回り、茜のためにドアを開く。

「……言葉が足たりんだろう、ハニーボーイ？」

　ハワードが注意した。

「……お嬢じよう様さま、どうぞ」

　宏太は教え込こまれた通りの言葉を繰くり返し、手を差し出す。

（うわ～、お姫ひめさま気分）

　その手を取って外に出た茜は、悪い気はしない。

（でも、この服じゃちょっと……ね）

　セーターにジーンズという、まるで年末の大おお掃そう除じのような格かつ好こうが恥はずかしい。

「ホテルには、君に合わせてドレスを何着か用意してある」

　そんな茜の考えを読んだかのように、ハワードはささやく。

「カール・ラガーフェルドからヴェルサーチ、ジリまで君に似に合あいそうなものを取り揃そろえてね。今こん晩ばんのディナーには、是ぜ非ひそれを着てほしい」

「は、はい！」

　茜の顔は真っ赤になった。

「さあて、それじゃまず仕事を済すましますかね」

　ハワードは茜の腕うでを取り、美術館に向かって歩き始める。

「コータ、君は下僕らしく、後ろを歩くように」

「これは悪あく夢むだ……これは悪夢だ。きっと、すぐに目が覚めるんだ」

　宏太はつぶやき、自分に言い聞かせようとしたが、成功しなかった。




「このプラドは一八一八年、フェルディナンド七世の時代に王立美術館として開館した。ヴェネツィア派はや初期フランドル派のコレクションに、宮廷画家だったティツィアーノ、ベラスケスの作品群ぐん、エル・グレコからムリーリョ、ゴヤに至いたる黄金時代の傑けつ作さくがここには集められているんだ」

　館内を歩きながら、ハワードは熱っぽく解かい説せつした。

「ここから先が、フランシスコ・デ・ゴヤの展てん示じだよ」

　三人の目に入ったのは、一連の『黒い絵』と呼よばれる連作だった。

「この十四枚まいが傷つかなかったのは、幸運だったな」

　暗くら闇やみと狂きよう気きと静せい寂じやくに満ちたゴヤの筆ふで遣づかいを見つめるハワードの横顔には、さっきまでのふざけた様子はない。

　茜はその表ひよう情じように、絵画に対する深い尊そん敬けいの念を感じざるを得なかった。

「三十三平方メートルに及およぶこれらの絵は、耳が聞こえなくなったゴヤが晩年の大半を過すごした、『聾ろう者しやの家』の食堂と応おう接せつ室しつの壁かべに描えがかれたものだ」

　ハワードの解説は続く。

「何だか恐こわいですね」

　と、身み震ぶるいする宏太。

「そう、恐いよ。だけど、それは描かれている題材の恐おそろしさではない。ゴヤの目と筆が暴あばいた、人間が普ふ遍へん的てきに持っている本ほん質しつの恐ろしさなんだ」

　ハワードは茜の肩かたを抱だいた。

　三人は階かい段だんを上り、次の展示室に入る。

「……そして、これが問題の絵」

　茜たちは『黒い絵』と同じ作者のものとは思えない、明るい作品の前に立った。

　縦たて七十四、横六十八センチ。

　それほど大きな絵ではない。

　だが、この絵の前で教きよう授じゆは撃うたれ、殺されたのだ。

「ボルドーのミルク売り娘むすめ。ゴヤが没ぼつする一年前に描かれたこの絵は、ある種の悟さとりを感じさせてくれる穏おだやかで暖あたたかな作品だ」

「この絵が素す敵てきなことは……あたしにも分かります」

　茜は純じゆん朴ぼくなミルク売り娘の姿すがたに魅みせられていた。

　特に、空から差し込む光を受けた、優やさしい、すべてを包み込むような娘の表情に。

「君に似にているよ」

　ハワードは耳元でささやく。

「あ、ありがと」

　生まれてこの方、容よう姿しで誉ほめられたことのない茜は緊きん張ちようし、自分の足が震えるのを感じた。

（どうして？　あたし、何でこんな？）

　混こん乱らんした頭に、ふと、一心の横顔がよぎる。

（大だい地ちくん！　どうしてそばにいてくれないの!?）

　その時。

「……さすがに事じ件けんの後ですから」

　宏太があたりを見回して言った。

「警けい備び員いんが多いですね～」

「それだけじゃない」

　ハワードは茜の腰こしから手を離はなし、展示室の隅すみに立つ男を大げさに指さした。

「あれ、私服刑けい事じだよ」

　指さされた男は、新聞で顔を隠かくして移い動どうする。

　茜はハワードが離れたことで、ホッと緊張を解といた。

「な、なんで目をつけられるようなことをするんですか！」

　思わず声を上げる宏太。

「いやあ、構かまわないさ。どうせ、もう目立っちゃってるしねえ」

「……えっ？」

　気がつくと、周囲の見学者の視し線せんのほとんどが、コスプレ状じよう態たいの宏太に集まっている。

「可か哀わい相そうに……」

「おかしな天気が続きましたからねえ」

「病院に電話しようか？」

　ヒソヒソとささやき合う人々。

「こ、こんなアカネ先せん輩ぱいみたいなの、もう嫌いやだああああああああっ！」

　宏太は泣きながら走り去る。

「……あたしみたいって、おい？」

「ハニーボーイ、迷まい子ごになるよ～」

　ハワードは言ったが、その声が宏太にとどくことはなかった。
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「……ええ、是ぜ非ひ。楽しみにしています。福ふく祉し財ざい団だんへの寄き付ふ金きんの件は、その時ということで」

　ファン・ラモン・カマタは大だい統とう領りようからの電話を切った。

　その瞬しゆん間かん、優ゆう秀しゆうなビジネスマンであるカマタの笑え顔がおは、冷血な犯はん罪ざい者しやの顔に変わる。

「いいぞ」

　ファン・ラモンは待たせていたもう一本の電話回線を秘ひ書しよにつながせた。

「ガルシアか？」

「ボス？　医者が動きました」

　ドクを見み張はっていた部下からの報ほう告こくである。

「ガキを三人連れて、マドリードに向かっています」

「やはりな」

　ファン・ラモンの瞳ひとみが狡こう猾かつに輝かがやく。

「構こう造ぞう式しきは、まだスペインを出ていないのだ。手て勢ぜいを集めておけ」

「では？」

「今しばらくは泳がせておく」

　ファン・ラモンは言った。

「無む論ろん、連中が構造式を確かく実じつに手に入れたようなら……分かっているな？」

「はい」

　部下は電話を切る。

「さて……」

　ファン・ラモンは内線で秘書を呼よび出した。

「大使に招しよう待たいされた『コメディ・フランセーズ』の例の芝しば居い、どうやら行けなくなりそうだ。君が代わりに行ってくれ。……気にするな、有ゆう能のうな君への私からのプレゼントだ」
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　その夜。

　茜は肩かたが剝むき出しになったシルクのドレスをまとい、ハワードのエスコートで高級レストラン『オルバヨ』の予約席に着いていた。

「パリジェンヌも真っ青だな」

　ドクは蠟ろう燭そくの明かりに浮うき上がった茜の姿すがたを見ると破は顔がんする。

　もっとも、すでに四、五杯はいのカクテルを胃に流し込こんでいるので、その批ひ評ひよう眼がんは確たしかとは言えないが。

「土台がアカネ先せん輩ぱいだということを割わり引いても、きれいですよ」

　相変わらずの召めし使つかいスタイルの宏太もささやく。

「……あんた、日本に帰ったら覚えてなさいよ」

　茜は後輩をにらみつけた。

「コータ、ワインを注つぎ足たし給たまえ」

　ハワードは空のグラスを振ふってみせる。

「気が利きかない下僕だねえ。グラスが空になったら、言われなくても注ぎ足す。下僕の基き本ほんだろう？」

「下僕、下僕って言わないでくださいよ！」

　ささやかな抵てい抗こうをする宏太。

「口くち応ごたえはしちゃ駄だ目めだよ、ハニーボーイ」

　ハワードは人差し指を店の天てん井じように向けた。

「君が一流の下僕を、そう、天に輝くあの下僕の星を目指すのならね！」

「そんなもの、目指してませんったら！　……だいたい、ここ室内だから星なんか見えないでしょ！」

「またまた照れて」

　ハワードは意に介かいさない。

「ボクはこれでも認みとめているんだよ。君は生まれながらの下僕の天才だとね。……そうだ、何かが足りないと思ったら」

　英国貴き族ぞくはポケットから柑かん橘きつ系けいのフレグランスの小こ瓶びんを取り出し、宏太の耳の後ろに塗ぬり付ける。

「これでさらに美少年度がアップするね、ハニーボーイ」

「……うう、僕、洗せん脳のうされそうです」

　宏太の涙るい腺せんはすでに涸かれはてていた。




　一心や玲たちが『オルバヨ』にやって来たのは、コースがちょうどメイン料理に入った頃ころだった。

「どこのバカ？」

　宏太の姿を見るなり、ニコルは眉まゆをひそめる。

「ぼ、僕ぼくですよ、ニコルさ～ん」

　宏太は必死になって訴うつたえた。

「……ああ、イッシンの後こう輩はいの、影かげの薄うすいバカ。記き憶おくの隅すみに引っ掛かかっていたのを、何とか掘ほり起こしたわ」

　ニコルはあくまでも冷たかった。

「何かイヤなものが伝う染つりそうだから、三メートル以内に近づかないで」

「ううっ！　ニコルさんまで！」

「おいおい、チビちゃんを連れてきたのか？」

　ドクは咎とがめるような目で玲を見る。

「最近、僕の言うことを聞いてくれなくなって困こまっている」

　半日かけての説得に失敗した玲は、かなり疲つかれた表ひよう情じようだ。

「こいつをパリに残して、マネージャーたちに迷めい惑わくかけるよりマシだろ？」

　一心も、無む理り矢や理り自分を納なつ得とくさせた顔である。

「ワタシはいいって言ったのよ。パリでひとり、おとなしく、淋さびしく、孤こ独どくに、枕まくらに顔を押おしつけて泣きながら、待っているって」

　ニコルは肩かたをすくめた。

「ただし、二人がワタシのことを凱がい旋せん門もんの下で、ギュッと抱だき締しめてくれたらって条じよう件けんだったけれど」

「……んなことをするくらいなら、エッフェル塔とうから飛び降おりてやる」

「僕も大たい衆しゆうの面前でちょっとそれは……」

　一心と玲は、同時にため息をつく。

「日本人はその手のことが苦手だからねえ」

　ハワードは指を振り、チッチと舌したを鳴らした。

「ボクなら、熱～いキッスの雨をニコルちゃんに浴びせてあげるんだけど」

「あのな、俺おれは恥はずかしいんじゃなくて、相手がこいつだから嫌いやなんだ！」

　ニコルがムッとする横で、一心は訂てい正せいする。

「じゃあ、このアカネちゃんだったら、やってあげるかい？」

　ハワードは茜を引き寄よせて、肩に口づけした。

「きゃっ！」

　飛び上がる茜。

「……てめえ、アカネから離はなれろよ」

　一心はハワードの胸むなぐらをつかんだ。

「やる気かい？　レディたちの前で？」

　ハワードは目を細める。

「ああ、月までぶっ飛ばしてやろうか？」

「知ち能のうが北京ペキン原げん人じん並なみに低いねえ、君は。人間のこぶしで、地球の引いん力りよく圏けんを脱だつ出しゆつするのに必要な運動量を与あたえられるものか。まず、ルネッサンス人の基き本ほん常じよう識しきから勉強し直したらどうだい？」

「……月までじゃ足らないようだな」

「止よせ、二人とも！」

　ドクが割わって入った。

「……ああ」

　一心は手を離し、ぼおっとしている茜を振ふり返る。

「お前も！　このバカに隙すきを見せるんじゃないっての！」

「……へっ？　あ、あたしが悪いの？」

「おおかた、口のうまいコイツにチヤホヤされて、その気になってたんだろ！」

「そ、そんな言い方ってないでしょ！　あたしは……！」

　思わず、大地くんしか見ていないんだからと言いかけて、茜は真っ赤になりかけた顔を伏ふせる。

（……大地くんの、馬ば鹿か）

「おいおい、ボクに対する侮ぶ辱じよくは大目に見るとしても、アカネちゃんに当たるとは許ゆるせないな」

　ハワードはグラスを置いて立ち上がった。

「許せなきゃ、どうするって？」

　一心も身を乗り出す。

「いい加か減げんにしろ！」

　ドクが怒ど鳴なった。

　店の客の視し線せんが、一いつ斉せいに集まる。

「場所を変えた方がいいな」

　玲が声をひそめた。

「そうね。ホテルに戻もどって、そこで話し合いましょう」

　ニコルもうなずく。

「こんな馬鹿げた喧けん嘩かを見物するために、スペインくんだりまで来たんじゃないはずよ」

「そうですよ。ニコルさんの仰おつしやる通りです」

　あまり説得力のない格かつ好こうをした宏太までもが同意した。

「先に戻ってるからな！」

　一心は一同に背せを向け、『オルバヨ』を出てゆく。

「ご、ご飯、どうするのよ!?　パエリヤは？　スペイン風オムレツは？」

　茜が声をかける。

「みんな、あたしたちで食べちゃうよ？　いいの？　えっ、いいの？」

「ちょっとうれしそうに二度繰くり返すな！　食うものぐらい、自分で調達する！」

　一心の怒鳴り声に、ウエイターまでもが身を縮ちぢませた。

「……やれやれ、お袋ふくろさんにそっくりだな、あいつは」

　見送るドクは、葉は巻まきに火をつけながら苦く笑しようする。

「大目に見てやってほしい。あいつは……」

　茜の隣となりの椅い子すに座すわりながら、玲は目を伏せた。

「純じゆん粋すいなんだよ、僕の何百倍もね」
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　電気会社のバンがプラド美び術じゆつ館かんの南、五十メートルの位置に停止したのは、午前二時を回った頃ころだった。

「ようやく、人通りが減へってきましたね」

　茜はバンのウインドウ越ごしに通りを見み渡わたした。

「スペイン人って、どうしてこんなに夜よ更ふかしなんですか？」

「昼間暑いからだろ？」

　と、素そっ気けない一心。

　ハワードとは休戦したものの、茜に対する態たい度どはどことなくぎこちない。

「時間がないよ」

　タキシードに身を固めたハワードは、キュッとシルクの手て袋ぶくろをはめる。

「開館時間は九時。あと七時間だ。まあ、下見した限かぎりじゃ、新しい警けい報ほう装そう置ちの類たぐいは入ってなかったから、楽勝だけどね」

「アカネはどうするの？　何もないところで転んだり、自分の影かげを見て悲鳴を上げたり、ほぼ百パーセント、ワタシたちの足を引っ張ぱると思うんだけど？」

　確かく認にんするニコル。

　身体からだにフィットした黒のレオタードとタイツに身を包んだスタイルである。

「ここで留る守す番ばんに決まってるだろ？」

　一心が答えた。

「俺だって死にたくないぜ、こいつのドジで」

「そこまで言う？」

　茜はブスッとした表ひよう情じようになる。

「別行動で陽動作戦を取るドクや、パリからネット経由で警けい備びシステムに侵しん入にゆうして警けい報ほうを無む効こうにするトオルくんたちとの連れん絡らく役が必要なんだよ」

　玲がフォローするようにささやいた。

「……それに、ニコルも一心も、口は悪いけど君のことを心配している」

「にしても、もうちょっと歯に衣きぬ着せてほしいんですけど」

　茜は心の中で、一心に向かってベエッと舌したを出す。

「……あの、僕はこんな時も、この目立つ格かつ好こうなんですか？」

　宏太が怖おず怖ずと尋たずねた。

「もちろん！　君の役やく割わりは、この計画で一番重要だよ、ハニーボーイ」

　ハワードは真しん剣けんな眼まな差ざしでうなずく。

「ほ、本当ですか！」

「侵入が発覚した時、君がその格好で警察の目を引きつけるんだ。で、ボクらはその隙すきに逃にげるから」

「お前の保ほ釈しやく金きんはシローが払はらってくれるさ……まあ、あいつのことだから、しっかり利子は取るだろうけどな」

　一心が軽く請うけ合った。

　すでに宏太の逮たい捕ほは前ぜん提ていとなっているらしい。

「……分かってたんだ。こういう人たちだって」

　と、宏太が肩かたを落としたその時。

「来たわ」

　モバイルを見ていたニコルが告げた。

「シローとトオルからのメッセージ。警備会社のセキュリティー・システムに侵入成功。これで約二時間、警備会社と美術館の連絡は完全にシャットダウンよ」

「残るは、増ぞう員いんされた美術館内部の職しよく員いんと……」

　ハワードは親指で外を示しめした。

「ウジャウジャと張っている警察の方々だね」

「彼らには少しの間、退しりぞいていてもらおう」

　玲は携けい帯たいを手に取った。

「……ドク、始めてくれ」

　十数秒後。

　二百メートルほど離はなれた地点で火柱が上がり、爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。

「今だ！」

　警官たちがそちらに向かって動きだすと同時に、玲たちはバンから飛び出し、プラド美び術じゆつ館かんを目指して走った。

「あの爆発は？」

　走りながら一心に尋たずねる宏太。

「心配ない！　光と音は派は手でだが、殺さつ傷しよう力りよくのない爆ばく弾だんを使った……はずだ」

「は、はずですかああっ!?」

　姿し勢せいを低くして芝しば生ふの上を移い動どうした一心たちは、正面のベラスケス門に張りつく。

「三十秒でやれ」

　玲がハワードに命じる。

「五秒で余よ裕ゆうさ！」

　ハワードは二本の金具を器用に使い、門の鍵かぎを開けた。

　美術館内部に飛び込こむと、ちょうど、表の騒さわぎに気がついた警備員たちが集まってくるところだった。

　総そう勢ぜい四人。

「さあ、目立って！」

　ニコルが彼らの正面に、宏太をドンと突つき出す。

「誰だれだ！」

「手を上げろ！」

　マグライトの明かりが、派手な服ふく装そうの宏太に集中した。

「どひいいいいーっ！　上げます！　上げますぅ！」

　と、硬こう直ちよくする宏太。

　だが。

「こ、これは!?」

「へ、変へん態たいだ！」

「間ま違ちがいなく、変態！」

　宏太を目にした警備員たちの顔が凍こおりついた。

「ち、違いますよお～っ！　きっと、違うんです～！」

　宏太はだんだん、自分でも自信がなくなってきている。

　その隙に、ハワードと玲が警備員たちの背はい後ごに回り込む。

「ん！　……むぐっ！」

「な、何を!?　……うっ！」

　二人はクロロホルムに浸ひたした布ぬので、ひとりひとり眠ねむらせてゆく。

「……上首しゆ尾びね」

　一分以内に全員が床ゆかにのびたのを見て、ニコルは満足そうにうなずいた。

　ただ、宏太の心には、いろいろと消えがたいものが残ったが……。




「教きよう授じゆはこの絵に何かを残したのだろうか？」

　ゴヤの傑けつ作さく『ボルドーのミルク売り娘むすめ』。

　その前に立った玲はつぶやいた。

「ボクが見てみよう」

　ハワードが進み出る。

「で、具体的には何を探さがせばいいの？」

「文字や数字がとっさに書き込まれた蓋がい然ぜん性せいは高い」

　玲は口元に指を運んだ。

「だが、それだけに限げん定ていして探すのはあまりにも乱らん暴ぼうだ。何でもいい、奇き妙みような点があったら、報ほう告こくしてくれ」

「構こう造ぞう式しきなら、フロッピーやＭＯってことも考えられるんじゃないか？」

　一心は指し摘てきする。

「それだけの大きさのものなら、マドリード警けい察さつの実じつ況きよう検けん分ぶんでも発見されていると思うけどね」

　玲は頭かぶりを振った。

「なら、マイクロフィッシュは？　今回の事じ件けんは殺人で、絵画の盗とう難なんじゃない。警察だって、いちいち何万ユーロもする絵を外して裏うらまで調べないだろうし？」

　一心は食い下がる。

「それなら、考えられるな」

　玲は認みとめた。

「マイクロフィッシュってなんです、先せん輩ぱい？」

　どうしてここに小さな魚が出てくるのかと、首を捻ひねった宏太がこっそりと尋たずねる。

「マイクロフィルムをまとめて、小さなカードにしたもんだよ。一センチ四方より、ちょい大きいくらいだな。……くっそ、邪じや魔ますんなよ！」

「ソッチこそ！」

　展てん示じ室しつの他の部分をニコルと張はり合うようにして調べながら、一心にしては珍めずらしくまともに宏太に説明してやる。

「マイクロフィッシュか……。小さいものだけに、床ゆかに落ちて清せい掃そうの時にゴミと一いつ緒しよに捨すてられてしまうことも考えられるな。もっとも、教授がそんな不ふ確かく実じつな隠かくし方をするとは思えないが……」

　玲はハワードの方に目を遣やった。

「……表面には……おかしなところは……特にないけどねえ」

　ルーペで丹たん念ねんに観察しながら、ハワードはつぶやく。

「けど、相手は物理学者だ。持ち帰って、Ｘ線撮さつ影えい法ほうや熱分ぶん析せき、色しき彩さい測そく定てい器きや光こう学がく放ほう射しや分光式色しき素そ分析、レーザー・マイクロ分析にかけて調べてみようかな？」

「も、持って帰るんですか!?」

　目を丸くする宏太。

「もちろんだよ、ハニーボーイ。そのために、代わりの絵を持ってきたんだ」

　ハワードは慎しん重ちように包まれた一枚まいの絵を、黒いバッグから取り出した。

「ほら」

　布ぬのが剝はがされ、壁かべの作品と寸すん分ぶん違たがわぬ『ボルドーのミルク売り娘』が姿すがたを現あらわす。

「スパコンで解かい析せきして、絵の具の厚あつさまでミクロン単位で再さい現げんしてある。この絵なら、あらゆる鑑かん定ていをくぐり抜ぬけられるよ。ウエールズにあるボクの屋や敷しきを賭かけてもいい。……犬付きで」

「軽口を叩たたくな」

　玲が周囲を警けい戒かいしながら注意する。

　すでにかなりの時間が経けい過かしていた。

　眠ねむらせた連中以外の警けい備び員いんが、巡じゆん回かいにくる時間も近い。

「はいはい。厳きびしいねえ、レイは」

　ハワードは細心の注意を払はらいながら額がくを壁から外した。

　その時。

（……んっ？）

　指先に感じる違い和わ感かん。

　絵画を知り尽つくしている人間だけが持つ感覚。

　それが、カンバスと木き枠わくのわずかな隙すき間まに、薄うすい何かが押おし込まれていることを感じ取った。

「………」

　自然な動きに見えるように注意して額を裏返したハワードは、絵を傷いためないようにそっと隙間に挟はさまっていた物を引き出した。

　縦たて横よこ二センチ弱。

　厚さは二ミリにもならない。

　チェーンはついていないが、おそらくは銀細工の、蝶ちようを象かたどったペンダント・ヘッド。

　中にマイクロフィッシュを仕込むにはちょうどいい大きさだ。

「なるほど、そういうこと」

　ハワードは玲の目を避さけるようにして、素す早ばやくポケットにそれを滑すべり込こませる。

「どうした？」

　と、玲。

「いや、別に。やっぱり何も見つからないようだねえ」

　ハワードは自分が持ってきた絵を額に収おさめると、それをもとの位置に戻もどした。

「……確たしかに、よく描かけてますねえ。こっちが本物だって言われても、信じそうですよ」

　宏太は壁にかけられた『ボルドーのミルク売り娘むすめ』の鼻の部分を、人差し指で撫なでようとする。

「たたたたたたっ！　よしたまえ、ハニーボーイ！」

　慌あわてて止めるハワード。

「へっ？　何でです？」

「ま、まだ絵の具が乾かわいていないんだ」

「そうは見えないぜ」

　一心が絵に顔を近づけた。

「……ニスの臭においもしない」

「腕うでがいいんだよ、このボクの」

　冗じよう談だんめかして言う割わりには、ハワードの笑え顔がおは強こわばっている。

「さっ、長なが居いは無用だ。詳くわしく調べるのは、ボクの工こう房ぼうに帰ってからにしよう」




　帰りは、侵しん入にゆう時じと比ひ較かくすると幾いく分ぶん楽だった。

　まだ寝ねている警備員の横を抜け、堂々と門から出て再ふたたび鍵かぎを閉しめる。

　ドクが起こした爆ばく発はつ騒さわぎの処しよ理りに向かった警官の半分はまだ戻っていなかったので、死角をついてバンに戻ることも難むずかしくはなかった。

「……結けつ構こう、呆あつ気けなかったな」

　一心はつまらなそうにつぶやく。

「僕ぼくは心しん臓ぞうが止まりかけましたよ」

　宏太が頰ほおを膨ふくらませた。

「ドクさんは無事ですよ」

　玲から借りていた携けい帯たいで連れん絡らくを取っていた茜が、みんなに告げる。

「で、この後、どうする？」

　一心が尋たずねた。

「このまま、陸路でフランスに戻るさ」

　ハワードはバンをスタートさせる。

「うちの社の地下に、ボクの工房のひとつがある。そこでこの美少女を徹てつ底てい的てきに調べてみよう」

「車だと、どのくらいかかります？」

　と、茜。

「ブルゴスを抜けて、サン・セバスティアンを回ると……まあ、十二時間ぐらいかな。明日の夕方までにはパリに着いてるさ」

「……なら、玲は別行動だな」

　一心は眉まゆをひそめる。

「どうしてです？」

　首を傾かしげる宏太。

「車の中で朝を迎むかえる訳わけにはいかないだろ、ハニーボーイ？」

「あっ、そうか！　……って、先せん輩ぱいまでそんな風に呼よばないでください！」

「僕はドクと合流するよ」

　玲は言った。

「当然、ワタシも」

　ニコルは兄の腕うでを取る。

「じゃ、ホテルの前で下ろそうかね」

　ハワードは、サント・ドミンゴ駅前の『トリップ・アンバサドール』ホテル方向にステアリングを切った。




　その頃ころ。

　やや離はなれた場所から、このバンの動きを観察しているグループが二つあった。

　ひとつは、ファン・ラモン・カマタの部下、ガルシアと呼ばれていた男を中心とした黒スーツの一いち団だんである。

「連中、どうやら二手にわかれるようです」

　暗あん視しゴーグルと集音マイクで監かん視ししていた男が、ガルシアに告げる。

「俺おれたちはドクにつく。残りの連中にはバンを追わせろ」

　ガルシアはすでに、ドクに同行していた玲や一心、『オルバヨ』で接せつ触しよくしたハワードたちのことを調べ上げていた。

「あくまで追うだけだ。徹てつ底ていさせろ」

「はっ」

　部下のひとりが連絡を取る。

　少しして、数台の黒いＢＭＷがバンを追って走りだした。




「どっちを追うの？」

　バンを監視していたもうひとつのグループ。

　メタリック塗と装そうのアルファ・ロメオの助手席の少年が銀ぎん髪ぱつの青年に尋ねる。

「もちろん、バンに積まれた絵の方──茶髪の弟くんの方さ」

　アレクセイは答え、アルファ・ロメオを発進させた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ドクと玲がこいつの車に乗らなかったのは正せい解かいだったな」

　午前九時。

　一心はうんざりした顔で、バンのウインドウ越ごしに外の景色を眺ながめていた。

　国こつ境きようまであと少し。

　パリまで五、六時間のところに来ている。

「ハワードさん、運転っ、乱らん暴ぼう過すぎますよおおおお！」

　車酔よいで真っ青になった宏太が助手席で訴うつたえた。

「ハニーボーイ、ボクのことはマスター、もしくは侯こう爵しやくと呼よぶように」

　ハワードは人差し指を振ふって注意する。

　すでにハニーボーイの名前は定着しつつあるようだ。

「だから！　アクセル踏ふみ込こんだまま、ステアリングから手を離はなすなっての！」

　怒ど鳴なる一心。

（お父さま、お母さま、お姉さま～！　出発寸すん前ぜんにかけた保ほ険けん、マジで役に立ちそうなんですけどおおおお～っ！）

　一心の隣となりに座すわった茜は、成田山のお守りを握にぎってギュッと目を閉とじている。

「おやおや、みんな大らかな気持ちでドライブを楽しもうじゃないか？　スペインじゃ、幼よう稚ち園えんの通園バスだってもっと飛ばしてるよ～」

　ハワードは陽気に口笛を吹ふき始める。

「噓うそをつけ！」

　一心はそう言いながら、後ろに目を遣やった。

「……気づいてるか？」

「ああ。マドリードを出てから、ずっとだねえ」

　ハワードの口元に笑えみが浮うかぶ。

　サイドミラーには、ピッタリとついてきている二台の黒い車がハッキリと映うつっている。

「仕し掛かけてくるかな？」

　一心は、ベルトに挟はさんだ特とく製せいピックの枚まい数すうを確かく認にんした。

「どうかねえ？」

　と、ハワード。

「お二人とも、な、何のお話ですか？」

　不安の二文字が額ひたいに浮き出たような表ひよう情じようで、宏太は一心とハワードの顔を見み比くらべる。

「追っ手だ」

　一心は簡かん潔けつに答えた。

「どうやら、ようやくお出ましのようだな、ラーラさんを撃うった犯はん人にんの一味が」

「け、警けい察さつに連れん絡らくを！」

　茜が携けい帯たいを取り出そうとする。

「そりゃ無む理りだねえ」

　ハワードは吹ふき出す。

「ボクら、スネに傷きず持つ身だよ～」

「うっ！」

　後ろに置いてある『ボルドーのミルク売り娘むすめ』のことを茜は思い出した。

「で、どうすんだよ、こそ泥どろ」

　一心は尋たずねる。

「このままじゃ、埒らちが明かない。ひとつ、挑ちよう発はつしてみようかねえ」

　ハワードはステアリングをトントンと指で叩たたきながらウインクする。

「面おも白しろいな」

　ニヤリとする一心。

「面白くもなんともない!!」

　宏太と茜は声を揃そろえた。

「もう遅おそいよ、ハニーボーイ、ア～ンド、マイ・ディア～！」

　ハワードは唐とう突とつにステアリングを切り、サイドブレーキを引く。

「うっぎゃあああああっ！」

　一心の鼓こ膜まくをつんざく、茜の悲鳴。

　タイヤが白はく煙えんを上げて軋きしみ、バンの車体が半回転した瞬しゆん間かん、ハワードはブレーキを放して、アクセルを思い切り踏み込んだ。

　突とつ然ぜん、逆ぎやく走そうし始めたバンを追おうと焦あせった二台のＢＭＷはお互たがいに接せつ触しよくし、停止する。

「それ！」

　ハワードはもう一度、百八十度方向転てん換かんして、ＢＭＷの横を擦すり抜ぬけた。

　だが。

「……どうやら、まだいるみたいだぜ」

　しばらく疾しつ走そうを続けたところで、一心は背はい後ごを観察しながらハワードに告げた。

　茜が顔を上げて振り返り、恐おそる恐る見てみると、追い上げてくるのはさっきと同じ車種で、同じ色の車。

　車に疎うとい茜にはよく分からないが、やはりＢＭＷである。

「おやおや、三台目かい？」

　もう一台のＢＭＷはスピードを上げて、さらにバンとの車間を詰つめてくる。

　すでにドライバーの顔が判はん別べつできる距きよ離りだ。

「お、追いつかれたら、どうなるのかな？」

　引きつった顔で茜が一心に質しつ問もんしたその時。

　ＢＭＷのサイドウインドウが開けられ、銃じゆうを握にぎった腕うでが突つき出された。

　ビシッ！

　銃じゆう弾だんが、一心たちのバンのリアウインドウに跳はね返る。

「ハ、ハワードさん！　撃うってきますよ！」

　宏太が巻まき毛のカツラを押おさえながら声を上げた。

「だから～、マスターと呼よびなさいって言ってるでしょ、ハニーボーイ！」

　ハワードはバンの車体を左右に振ふる。

「安心し給たまえ！　この車は防ぼう弾だんガラス、抗こう弾だん鋼こう板はん、ケプラー繊せん維いで固めた特とく殊しゆ車両だ。ハンドガンごときの銃弾じゃ、ビクともしないよ！　もっとも……」

　ＢＭＷはすでに十メートルの距離につけている。

「おかげでスピードはこれが限げん界かいだけど」

「追いつかれちゃう！」

　お守りを握り締しめながら絶ぜつ叫きようする茜。

「か、か、か、か、神様～っ！」

「成田山はお寺でしょ！」
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　要いらぬ突っ込こみを入れる宏太。

　ガツンッ！

　バンと並ならんだＢＭＷは車体をぶつけてきた。

　その反動で、茜はシートに背せ中なかを強くぶつける。

「ひいいいい～っ！　死ぬぅ～！　図書委員の長谷川さ～ん！　特とく撮さつの本、延えん滞たいしたままで、ごめんなさぁぁぁぁぁい！　野球部の近藤～っ！　あんたのカバンの中に牛ぎゆう乳にゆうこぼしたの、黙だまってて臭くさくして、ごめんなさぁぁぁぁぁい！」

「馬ば鹿かっ！　安全ベルト、締めとけ！」

　一心が覆おおいかぶさるようにしてシートベルトを引き出し、ロックする。

「おい！」

　並へい走そうするＢＭＷの助手席に、一心はハワードの注意を向けさせた。

「あれを見ろ！」

「ＲＰＧ……」

　ハワードの顔から、人を食ったような余よ裕ゆうの色が消える。

「ド、ドラクエですか!?　それともＦＦ？」

　こんな状じよう況きようでボケをかます宏太。

　天然である。

「なわきゃないでしょ、ハニーボーイ！」

　今度は茜が突っ込む番だ。

　助手席の黒スーツがバンに向けて構かまえていたのは、対戦車ロケット砲ほうだった。

　黒スーツは停車するようにと指で示しめす。

「……やれやれ」

　バンはゆっくりと速度を落とした。

「止めるんですか!?」

　尋たずねる宏太。

「さすがにアレ食くらったら、ふっ飛ぶからなあ」

　ハワードは悔くやしそうだ。

「まったく野や暮ぼなものを持ち出すよ。ボクの美学には合わないね」

　バンが完全に停止すると、サブマシンガンを持った黒スーツが四人、ＢＭＷから下りてきて周囲を取り囲んだ。

「……こいつら、いったい何者なんだ？」

　と、一心。

「さあ？　だけど、プロだってことはハッキリしてるね」

　ハワードは肩かたをすくめる。

「ど～すんです？　開けろって言ってるようですけど？」

　黒スーツが手を振って合図するのを見て、宏太が告げた。

「開けた途と端たんに、銃弾の雨かよ」

　一心は物ぶつ騒そうな笑えみを浮うかべる。

「そこまで不ぶ粋すいなマネはしないだろう？　こっちが構こう造ぞう式しきを本当に持っているかどうか、確かく信しんはないだろうし、それを確たしかめてからでも殺すのは遅おそくない」

　ハワードはドアロックを解かい除じよした。

「どっちにしろ、殺されるんじゃないですか～」

　宏太は泣き顔になる。

「俺たちだって、自分が構造式を実じつ際さいに手に入れたかどうか、分かってないっていうのにな。……ここから動くなよ」

　一心は茜を絵の後ろに隠かくれさせた。

「大地くん」

　茜は怯おびえの隠せない目で一心を見上げる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前には指一本触ふれさせないって」

　一心はピンッと茜の鼻を指で弾はじいた。

「せ、先せん輩ぱい、僕ぼくは、僕は!?」

　と、宏太。

「そんな格かつ好こうをしたハニーボーイなんか、知らん」

　宏太に対してはムチャクチャ冷たい一心である。

「うう～、差別だ～」

「まあ、運命の鍵かぎは、あの美少女の絵にあるってことかな？」

　鼻歌混まじりで後部ドアに手を掛かけたハワードが、一心を振ふり返った。

「……そろそろ、いくかい？」

「ああ」

　一心がうなずくと同時に、バタンとドアが開かれる。

「ごめんなさい！　降こう参さんします！」

　ハワードと一心は声を揃そろえて両手を上げた。







[image: 第三幕　スペイン国境付近～パリ]










「あ、あんたら……」

　あっさり降こう伏ふくして両手を上げるハワードと一いつ心しんを見て、茜あかねは開いた口がふさがらなかった。

　もっとも、それは茜だけではない。

　黒スーツたちも同様らしく、呆あつ気けに取られている。

「構こう造ぞう式しきはどこだ？」

　数秒後。

　黒スーツのひとりが、グロッグ17を構かまえながら言った。

「分からんね」

　ハワードは茜が盾たてにしている絵を指さす。

「ただ、この『ボルドーのミルク売り娘むすめ』の中にヒントが隠かくされていることは確たしかだ」

「えっ？　あの、何？」

　フランス語が分からない茜は、自分が指さされたのだと思って戸と惑まどう。

「いいから。お前はしっかり絵を握にぎって動くな」

　一心が命じた。

「撃うつなよ。構造式を抜ぬきにしても、この絵は数千万ユーロはする代しろ物ものだ」

　銃じゆう口こうを向ける黒スーツたちを、ハワードは牽けん制せいする。

「……絵をこちらに寄よ越こせ」

　と、黒スーツ。

「ボクらを無事に逃にがしてくれるなら」

　ハワードはうなずいた。

「よかろう」

　銃口を下げる黒スーツたち。

「だが、ＲＰＧで狙ねらわれるのは気分が好よくないな」

　一心は、対戦車ロケット砲ほうを持つ男の方に親指を向ける。

　男は無む表ひよう情じようのままロケット砲を下ろした。

　その瞬しゆん間かん。

「今だ！」

「はい、マスター！」

　運転席に横になって隠れていた宏こう太たが起き上がり、アクセルを踏ふみ込こむ。

　土つち煙けむりが舞まい上がってタイヤが軋きしみ、ゴムが焦こげる匂においが立ち上った。

「うおっ！」

　ガツンッ！

　バンは後方に向かって急発進し、九十度に開いていた後部ドアが黒スーツたちの顔面を強打する。

「ハニーボーイ、ＲＰＧの男を！」

　ハワードが命じた。

「は、はい！」

　宏太はサイドミラーをのぞきながらステアリングを回し、ロケット砲を構え直そうとする黒スーツの男に向けてバンをバックさせた。

　スピードを上げて、黒スーツの正面に迫せまるバン。

「くそっ！　近ちか過すぎる！」

　この距きよ離りで命中させると自分も爆ばく発はつに巻まき込こまれると判はん断だんした黒スーツは、ＲＰＧを捨すてて身をかわした。

　一瞬の後、バンのタイヤが地面に落ちたＲＰＧを轢ひき潰つぶす。

「よし！　逃げるぞ！」

　一心が後部ドアを閉めると同時に、黒スーツたちがグロッグを連れん射しやし始めた。

　殺さつ傷しよう能のう力りよくを高めたホローポイント弾だんが、抗こう弾だんガラスに跳はね返り、鈍にぶい音を立てる。

「運転を代わろう！」

　ハワードは宏太と入れ替かわると、車体を急回転させて前進させた。

　目指すはフランスとの国こつ境きようである。

「向こうがボクらを見くびってたからうまくいったけど、これって二度は使えない手だよねえ！」

　アクセルを目いっぱい踏み込んだまま、笑ってステアリングを切るハワード。

　カーブの度たびにタイヤが白い煙を上げて、甲かん高だかい音を立てる。

「追ってくるかい!?」

「……いや！」

　一心は後ろを確かく認にんすると、頭かぶりを振った。

「来ない！　振り切ったみたいだ！」

「おかしいな！　連中のお気に入りのテレビ番組が始まる時間なのか!?」

「知るかよ！」

「あの～……絵が手に入ったからじゃないかな、と？」

　方向転てん換かんの度にあちこちをぶつけて涙なみ目だめになった茜が、おそるおそる自分の見けん解かいを述のべる。

「絵が……手に入ったって!?」

　一心は茜を振り返った。

　しっかり抱かかえているように言ったはずの『ボルドーのミルク売り娘むすめ』が、茜の手の中にない。

「あ、あのね、さっきバックから前進に変わった時に、ガクンってなったでしょ？　それで手を放したら、床ゆかをスーって絵が滑すべって……」

　茜は身を縮ちぢませる。

「……ごめん」

「ご、ご、ごめんで済すむかーっ！」

　一心は茜の両りよう頰ほおをギューッと引っ張ぱった。
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　数時間後。

「……ふっ」

　炎えん上じようするＢＭＷの前で絵を見つめるアレクセイの口元に、悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんだ。

　シルバー塗と装そうのアルファ・ロメオの周囲には、黒スーツたちの遺い体たいが転がっている。

「どうしたの？」

　まだ幼おさなさの抜けない少女が、狙そ撃げきシステムを分ぶん解かいしてアタッシェケースに収おさめながら尋たずねた。

「いや」

　アレクセイは『ボルドーのミルク売り娘』をアルファ・ロメオの後部座ざ席せきに放ほうり込む。

「素す晴ばらしい出来だと思ってね」

「素晴らしい……出来？」

　少女とそっくりの顔をした少年が、アレクセイの言葉が持つ微び妙みようなニュアンスに首を傾かしげた。

「贋がん作さくだよ、これは」

「まさか？」

　少女が頭を振る。

「私はプラドからここまで、一いつ瞬しゆんもその絵から目を離はなしていないわ。すり替かえることは不ふ可か能のうよ」

「つまりは……もとから偽にせ物ものだったっていうこと？」

　少年は自らの推すい論ろんを口にした。

「おそらくは、ね」

　アレクセイはうなずく。

「そんなことより！」

　少女は腰こしに手を当てて、アレクセイと少年をにらんだ。

「レッド・マーキュリーの構こう造ぞう式しきは見つかったの？」

「この絵には何もないよ」

　アレクセイはあっさりと言う。

「本当によく調べたのかしら？」

　少女の目には不ふ審しんの色が浮かんでいる。

「ビアータ」

　アレクセイは少女が最も好んでいる名前で呼びかけた。

「君はオ・リス・ダルジャンのショコラ・ケーキが好きだったね？」

「買ばい収しゆうする気？」

　少女は唇くちびるを尖とがらせる。

「……でも、ケーキは好き」

「だろうと思った」

　アレクセイは少女を抱だき締しめて笑った。
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　玲れいとドクがラーラのアパルトマンを再ふたたび訪おとずれたのは、その日の午後九時を回った頃ころだった。

「原点に立ち返れとは言うが……」

　鍵かぎを開けるレイの手元を照らしながらドクはつぶやく。

「今さらここに何の用だ？　めぼしい物ぶつ証しようはとっくにパリ警けい察さつが押おさえてるだろうよ」

「そうとも言えない」

　カチャリ。

　扉とびらが開いた。

　入ってすぐの居い間まを、突つっ切った先にあるのが寝しん室しつ。

　その扉の前には警察が張った立入禁きん止しの紙テープがあったが、二人はそれをくぐる。

　寝室の内部はあの時のまま。

　マイセンの古い陶とう器きの人形も、壁かべにかけられたローランサンの絵もそのままだ。

　変色した血けつ痕こんも、絨じゆう毯たんとベッドに残っている。

「いったい、何を探さがしているんだ？」

　と、ドク。

「明めい確かくに何かがあるという確かく証しようはないよ」

「はあ？」

「ただ、あの画集につけた印が僕ぼくやドクに向けてのものだとしたら、ラーラは教きよう授じゆが殺される前に何らかの連れん絡らくを受けていた蓋がい然ぜん性せいが高い」

「警察より前に俺おれに連絡したあたり、そのへんが理由か？」

「だろうね」

　玲は電話のところへゆき、膝ひざをついて電話台として使っているサイドボードの側面に指を這はわせる。

「照らして」

「ん、ああ……」

　ドクはマグライトをそちらに向けた。

「この年代もののサイドボードは英国製せい。もとはライティング・デスクとして用いられていた、ジョージ王朝時代の逸いつ品ぴんだ」

　玲は説明する。

「俺に骨こつ董とうは分からん。ハワードの専せん門もんだな」

　ドクは興きよう味みなさそうに肩かたをすくめた。

　頑がん丈じようそうなサイドボードの側面には、聖書のエピソードをモチーフにした彫ちよう刻こくが施ほどこされているものの、引き出しなどの類たぐいは一いつ切さいない。

　もしあったとしても、とっくに警察か、ラーラを襲おそった連中が調べているはずである。

「裏うらに何か張りつけてある……訳わけでもないか？」

　ドクは身を屈かがめて、四センチほどの厚あつみがある天板の裏を見た。

「これにはちょっとした仕掛けがあってね」

　玲は側面の彫刻、アダムとイヴが蛇へびに誘ゆう惑わくされる場面の、知ち恵えの実がなる木の部分を押しながら、蛇を真下にずらしてアダムとイヴの間に入るようにした。

　すると……。

　カチ。

　小さな音がして、天板の真横から薄うすい引き出しが飛び出した。

　引き出しの厚さはほぼ三センチ。

　せいぜい、手紙が数通入る程てい度どのものだ。

「こんな仕掛けが？　お前、どうして……と、聞くだけ野や暮ぼだな」

「これは……二人の秘ひ密みつだった」

　ほんの一いつ瞬しゆん、玲の口元に微び笑しようが浮うかぶ。

「すると、ラーラがもし何かをお前に託たくすとすれば？」

「蓋然性は決して高くはない。ラーラは僕がパリに帰っていることを知らなかったのだからね。だが、もしも……」

「ああ、そうだな」

　ドクはマグライトを玲に渡わたすと、腕うで組ぐみをして背せ中なかを向けた。

「どうしたんだい？」

「俺は女じよ性せいの秘密をのぞき見る趣しゆ味みはない」

　玲は苦く笑しようし、引き出しの中身を調べる。

　入っていたものはそう多くはない。

　フィトフスキー教きよう授じゆと夫人、そして、幼おさないラーラが並ならんで撮とった家族写真。

　ハワードたちと四人で撮ったスナップ。

　玲と二人だけのもの。

　あとは手紙の類である。

「これは……」

　玲は封筒に入ったＭＯを発見した。

　持ってきていたモバイルを起動し、すぐにＭＯの内ない容ようを確かく認にんする。

『ラーラ』

　ファイルを開くと、液えき晶しよう画面から語りかけてきたのはフィトフスキー教授だった。

『長い間、お前に会いにいってやれずに済すまない。エトワールになったことは、新聞で読んだよ。おめでとう』

　背はい景けいはどうやら南仏らしい。

　緑の田でん園えん風ふう景けいである。

　農家の庭先の木こ陰かげ。

　教授は籐とうの椅い子すに座すわって、カメラを前にしていた。

　右手には、蝶ちようを象かたどった銀のペンダントが握にぎられている。

『私は今、あるプロジェクトに関かかわっている。大きなリスクを伴ともなうプロジェクトだが、報ほう酬しゆうはロシア政府のもとで働いていた時とは、比くらべものにならないくらいの額がくになる』

　銀のペンダントが揺ゆれ、木こ漏もれ日びを反はん射しやしてキラリと光った。

『もしも……、心配はしなくていい、あくまでも仮か定ていの話だから』

　そう前置きをして、教授は続ける。

『もし、私の身に何かあったら……お前にも迷めい惑わくがかかるかも知れない。その時はかつての友人を頼たよるといい。例えば、日本に行ったレイ・タツミ、彼なら、私も信用している。ある伝つ手てを使って彼の住所を突つき止めたので、あとで見ておきなさい』

「……教えたのはアレクセイだな」

　玲はつぶやいた。

『すべてが落ち着いたら、母さんと三人で行った、楽しかったあの夏の旅行のことを思い出しておくれ。久ひさしぶりにお前と話したいことが山ほどあったんだが……時間がなくなったようだ』

　液晶画面の教授はチラリと時計を見てから両腕を広げた。

『愛してるよ、ラーラ。……本当に済すまない』

　映えい像ぞうはそこで終わっていた。

「こいつぁ、まるで遺ゆい言ごんだな。まあ、実じつ際さいにそうなっちまったんだが。フィトフスキー教授、まるで最初から死ぬ気だったみたいじゃないか？」

　ドクは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「……他には何かなかったか？」

「昔、ラーラは両親と三人でヨーロッパを回った時の話をしてくれたことがあった」

　玲は引き出しから色いろ褪あせた家族写真を取り出して、ドクに見せた。

「この写真は……おそらくその時のものだ」

　笑っている教授と、寄より添そう夫人。

　二人の間で指をくわえている幼おさない女の子がラーラだ。

「……なあ、確たしかラーラの母親は？」

　ドクは、銀細工のペンダントをした美しい夫人を指さした。

「飛行機の事じ故こで死んだよ。この旅行の翌よく年ねんだったらしい」

　答える玲。

「……ハワードの馬ば鹿かは茜に似にていると言ったが、この人に似ていないか？」

　ドクは素す直なおな感想を述べる。

「？」

「ゴヤの絵だよ、あの『ボルドーのミルク売り娘むすめ』とか言う」

「……ドク」

　玲の瞳ひとみが輝かがやいた。

「君はいつも、僕を正しい方向に導みちびいてくれる」

「何のことだ？」

　ドクは首を傾かしげる。

「この事じ件けんの最初から感じていた違い和わ感かんのもとは、そこにあったんだ。……ともかく退たい散さんしよう」

　玲はマグライトを投げ返した。

「一心たちが『ミルク売り娘』を連れて帰る前にね」
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　同じ頃ころ。

　プチホテルに残されてむくれていたニコルの元に、意外な訪ほう問もん者しやがあった。

「ミ、ミハウ！　それにビアータ！」

「久しぶりだね、ニコル」

　扉とびらを開けて啞あ然ぜんとするニコルの頰ほおに、ミハウはキスをする。

「これ、オ・リス・ダルジャンのショコラ・ケーキ」

　ビアータは部屋に通されると、テーブルの上にケーキの箱を置いた。

「どうしてここに？」

　ニコルは双ふた子ごの顔を交こう互ごに見る。

「日本でのこと、君にちゃんとお礼を言っていなかったから」

「ミハウを救たすけてくれて、ありがとね」

　ビアータがニコルの手に自分の手を重ねた。
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　アレクセイの配下である双子は、かつて暗殺に失敗し、ミハウの方が重じゆう傷しようを負ったことがあった。

　その時、応おう急きゆう処しよ置ちをして命を救ったのが、一心とニコルたちだったのだ。

「手当てをしたのは、イッシンとアカネよ」

「だけど、君がいなければ僕は死んでいた」

「……助かってほしかったの。病院からアナタが消えた時、本当に心配したんだから」

　ニコルは目を伏ふせたが、すぐに明るい表ひよう情じようを作って顔を上げた。

「でも良かった、元気になって」

「ねえ、お茶かコーヒーを頼たのんでいい？」

　ビアータが内線でルーム・サービスを頼もうとする。

「いいわね」

　ニコルはパッと明るい顔になって、ケーキの箱を開けた。

「どんどん、高いものを注文してかまわないわよ。請せい求きゆう書しよはみ～んな、レイに行くんだから」

「あれ、レイさんと喧けん嘩かでもしたの？」

　と、受話器を握ったビアータ。

「ううん。でも、この前、レイ、ワタシに隠かくし事したの。だから、これはちょっとしたリベンジ」

　ニコルは小こ悪あく魔まの顔になる。

「もう、八千ユーロほど使ったかしら？」

　日本円にして、百万近い額がくだ。

「チェックアウトの時に、驚おどろくレイの顔が楽しみだわ」

「……君を怒おこらすと恐こわいことはよく分かったよ」

　ミハウは目を大きく開いてニコルを見ると、ぷっと吹ふき出した。




「そうそう、この前、レイさんを見たわ」

　ボーイがやってきてカップを並ならべ、香かおり高いカフェ・オ・レがポットから注がれると、ビアータは言った。

「どこで？」

「カフェ。アレクセイさんと会ってた」

「ビアータ」

　ミハウはあまり話さないようにと目で合図する。

「いいじゃない。ニコルは友達でしょ」

　ビアータはフォークでケーキを口に運んだ。

「だからこそ、巻まき込こむ訳わけにはいかないんだろう」

「だったらどうして、ここに来ようって言ったの？」

「そ、それは……」

　ミハウは話をそらす。

「……レイさん、アレクセイさんと会った話、しなかった？」

「聞いてないわ！　もう、レイったらまた隠かくし事！」

　ニコルの頰がプッと膨ふくれる。

「アレクセイさんも、このところ、わたしたちに隠し事をしてるのよ」

　ビアータも瞳ひとみに怒いかりの炎ほのおをたぎらせた。

「ひどいでしょ？」

「うん！　ワタシがアナタでも許ゆるせないわ」

「そこ、あまり意気投合しないように」

　ミハウがこめかみを押おさえる。

「……で」

　ニコルは二人を見み据すえた。

「まだ、人を殺しているの？」

「………」

　双子は黙だまり込む。

「やっぱり、いけないと思う」

　と、ニコル。

「本当は好きじゃないんでしょう、命を奪うばうことは？」

「命を奪うより、救う方がずっと大変なことなんだって、イッシンさんは言ってた」

　ビアータは、自分の手をじっと見つめる。

「胸むねに……響ひびいたわ」

「……あの性せい格かく破は綻たん者しやにしては、至し極ごくまともな発言ね」

　ニコルは渋しぶ々しぶながら認みとめた。

「でも、僕ぼくらの手は拭ぬぐいきれないほどの血で汚よごれている。人間の醜みにくい面も見み過すぎたし、戻もどることはできないんだ」

　ミハウが頭かぶりを振った。

「そんなこと！」

「いや、分かってるんだ。だから、時々でいいから君に……汚けがれていない天使のような君に会って……確たしかめたい。信じたいんだよ、人間が、世界が本当は素す晴ばらしいものだってことを」

「ワ、ワタシはそんなに立りつ派ぱな……」

「ニコル」

　ビアータはニコルをギュッと抱だきしめる。

「離はなれていても、忘わすれないで」

「当たり前でしょう」

　ニコルは少女の髪かみを撫なでると、白い首くび筋すじに顔を埋うずめた。

「アナタたちは……大切な友だちなんだもの」
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「二人が揃そろっていながら、軽けい率そつな行動だったな」

　その日の深夜。

　ホテル・リッツのスウィート・ルームで、玲はハワードと一心の顔を見み比くらべてため息をついていた。

　その膝ひざでは、ニコルがすやすやと眠ねむっている。

　玲がプチホテルに戻ってきたのは、ミハウたちが帰ったすぐ後だった。

　ニコルは欠伸あくびをこらえながら玲にくっついて来たものの、普ふ段だんならもうとっくにベッドに入っている時間。

　ソファーに座すわって三分も経たたないうちに寝ね息いきを立て始めていたのだ。

「君たちは、女郎花おみなえし君とコータくんを危き険けんにさらしたんだぞ」

「まあ……」

「その……」

　一心たちは玲の前に立ったまま、職しよく員いん室しつに呼び出された中学生のように頭を搔かく。

「あの、あたしもごめんなさい」

　茜が申し訳わけなさそうに頭を下げた。

「あんな素す敵てきな絵を……落としちゃって」

「それに関しては問題はないよ」

　玲はうなずく。

「……へっ？」

　どういうことか分からない茜。

「どうせあの絵は贋がん作さくだ。そうだろう、ハワード？」

　玲が咎とがめるような視し線せんをハワードに向けた。

「……やっぱり、バレてた？」

　気まずそうに肩かたをすくめるハワード。

「美び術じゆつ館かんの時点で分かっていたことだ。君が自分で持ってきた贋作と称しようする作品に対する扱あつかいが、展てん示じ作品に対するものよりもずっと慎しん重ちようだった。あっちが本物なんだろう？」

　玲はこの男と知り合って以来、何度となく繰くり返してきた質しつ問もんをした。

「いつ、盗んだ？」

「あれは……二年ほど前かなあ」

　ハワードは指折り数えた。

「いやあ、別に盗む気じゃなかったんだけどさ。目の保ほ養ようがしたくなって、ここしばらく借りてたんだよ。で、ちょうどいい機会だから返そうと思ったんだ」

「て、てめ～、そんなことは一言も！」

　一心がハワードをにらむ。

「ほらほら、よく言うじゃないか。敵てきをだますには、まず味方からって」

　ハワードは悪わる怯びれた様子もない。

「お前は敵より信用ならないんだよ！」

「さすが兄弟だねえ。以前、レイも今の君と同じ台詞せりふをボクに投げつけたよ」

　ポンポンとハワードは一心の肩を叩たたく。

「命も無事だったし、まあ、いいことにしようじゃないか？」

「お前が言うな！」

「それはそれとして……」

　不毛なやりとりが延えん々えんと続きそうなのを見て、士し郎ろうが話題を変えた。

「結局、レッド・マーキュリーの構こう造ぞう式しき、もしくはそのヒントは、襲おそってきた連中の手に落ちたんだね？」

「気にすることはないだろう？」

　と、ハワード。

「ボクらの目的は、レッド・マーキュリーを手に入れることじゃない。フィトフスキー教きよう授じゆを殺して、ラーラを撃うった犯はん人にんを突つき止めることだからね」

「かといって、レッド・マーキュリーをあいつらに渡わたしていいってもんじゃないぜ」

　亨とおるが咎とがめるような視し線せんを向けた。

「実用化すれば、手荷物サイズの核かく兵へい器きが作れるようになるんだ。んなもんがテロリストの手に渡ったら、どうなる？」

「いや」

　玲は自分の膝ひざで眠っているニコルの頭を撫なでた。

「構造式も、その在あり処かの手がかりも、おそらくは彼らの手には渡っていない」

　チラリとハワードを見る玲。

　ハワードはその視線に気がつかぬ振ふりをする。

「本当か？」

　一心は眉まゆをひそめたが、玲はそれ以上説明しようとはしなかった。

「だとすると、一体どこに行ったんだろう、構造式は？」

　士郎が首を捻ひねる。

「襲ってきた連中については何か分かりましたか？」

「はっきりしているのは、彼らが僕たちを監かん視ししていたということだけだよ」

　と、玲。

「おそらく、俺おれを張はってたんだな」

　ドクが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で認みとめる。

「ラーラのところから警けい察さつに通つう報ほうしたのは俺だし、病院にも顔を出している」

「僕も病院に行った。当然、監視の対象になっていただろうね」

　玲は口元に手を遣やった。

　その膝で、ニコルが小声で寝ね言ごとを漏もらす。

「二次的に接せつ触しよくを持った俺たちだって、監視されてたかもな」

　一心は指し摘てきした。

「で、でも、絵が手に入って、これからは僕たちを追う必要はないはずですから」

　宏太は、危あぶない目はもう金こん輪りん際ざいごめん、というような表ひよう情じようである。

「その点では、もう安心ですよねえ？」

「甘あまいぜ。お前、玲さんの話をちゃんと聞いてたのかよ？」

　チッチと指を振ったのは、玲に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている亨。

「連中は構造式もそのヒントも手に入れてないんだぜ？　あの絵から何も発見できなかったら、当然、俺たちがすでに構造式を手に入れてると思うだろうが？」

「トオルの言うことにも一理あるな」

　士郎が顔をしかめた。

「これからはもっと慎しん重ちように行動した方がいい。少なくとも相手の正体を見み極きわめるまでは」

「ああ、その通りだ」

　と、玲がうなずいたその時。

「ちょっと、これ見なさいよ！」

　マネージャーが部屋に飛び込んできて、ＴＶをつけた。

「あんたらを襲おそったのって、もしかしてこの連中？」

　ニュース番組にチャンネルを合わせると、焼け焦こげたＢＭＷを前に報ほう告こくする記者の姿すがたがそこには映うつし出されていた。

「ビアリッツの近くで数人の射しや殺さつ死体が発見されたんだって」

　ビアリッツといえば、スペインとフランスの国こつ境きよう近くの町。

　一心たちが襲しゆう撃げきされたところから十キロも離はなれてはいない。

「ＢＭＷに黒服の南なん米べい系けい。特とく徴ちようも一いつ致ちするな」

　ニュースキャスターの説明を聞きながら、一心はつぶやく。

「どういうことだ？」

「仲間……割われですか？」

　宏太が尋たずねた。

「さあな、見当もつかん」

　ドクは唸うなる。

「絵はどうなったの？」

　茜は一心の顔を見た。

「それに関しては、何もコメントしてないな」

　と、ニュースに耳を傾かたむける一心。

「あたしが明日、支局と警察に情じよう報ほうを仕入れに行ってみよっか？」

　マネージャーが吸すいかけのゴロワーズを灰はい皿ざらに押おしつけた。

「ちょっとばかし、伝つ手てがあるから」

「そうしてもらえると有あり難がたいですね」

　玲はうなずく。

「んじゃまあ」

　眠ねむりこけるニコルを見下ろして一心は言った。

「今夜はこれで解かい散さんしようぜ。後は明日だ」




「アカネ」

　廊ろう下かに出て、部屋に入ろうとしたところで、ハワードが声をかけてきた。

「はい？」

　茜はいったんドアを閉とじて振ふり返る。

「恐こわい思いをさせて済すまなかったね」

　ハワードは茜の腰こしに手を回しながら微笑ほほえんだ。

「あ、いえ、そんな……」

　茜はちょっと居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎする。

　別にハワードが嫌きらいな訳わけではない。

　情なさけない話だが、優やさしくされることに慣なれていないのだ。

　しかし、ハワードにとってはそんな仕草がいちいち愛らしい。

「そうだ！　お詫わびにこれをプレゼントしよう」

　内ポケットに入れていた銀のペンダントを思い出し、取り出した。

　なかなか気に入ったデザインだったので、自分でチェーンを買ってつけてある。

「貰もらえません！　こんな高そうなもの！」

　茜は驚おどろく。

「値ね段だんは関係ないよ。君に相応ふさわしいと思うから、贈るんだ」

　ハワードの顔が、いっそう茜の顔に近づいた。

「……できれば、これを身に着けて一いつ緒しよに食事をしてほしいんだけど」

「で、でも！　あたし、Ｓ＆Ｓの付き人としてこのパリに来ているんですから、あまり勝手なことは……」

　すでに付き人としての仕事の範はん囲いを大きく逸いつ脱だつしているのだが、茜はまだそのことに気が付いていない。

「君は付き人である前に、ひとりの立りつ派ぱなレディだよ。自分の思う通りに行動する権けん利りがある」

「……あの、ごめんなさい」

　茜は顔をそらす。

「イッシンのことかい？　気にすることはないだろう？　君は彼の持ち物じゃないんだ」

　ハワードは茜のアゴに指をかけ、くいっと顔を上げて目を見つめる。

「君は自分が美しいことに気がついていない」

　ハワードは茜の頰ほおに軽く口づけをした。

「！」

「……また明日。明日はもっと、ボクに心を開いてくれると嬉うれしいな」

　放心状じよう態たいで壁かべに寄より掛かかる茜をその場に残し、ハワードはエレベーターに向かった。

「キス……された？」

　ぼんやりとあたりを見み渡わたす茜。

　その目に、スウィート・ルームの扉とびらのところに立ち尽つくす一心の姿が飛び込んでくる。

（大だい地ち……くん？）

　茜と視し線せんが合うと、一心は顔をそらして部屋に戻もどり、扉をバタンと閉めた。

（見られた！　大地くんに見られた！）

　全身の力が抜ぬけて、茜はその場に座すわり込こむ。

　涙が流れる。

　同室のマネージャーが戻ってくるまで、茜はそのまま顔を覆おおって泣いていた。
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　翌よく朝あさ。

「どうやら、命令が徹てつ底ていしていなかったようだな」

　ガルシアから報ほう告こくを受けたファン・ラモン・カマタの声は冷たかった。

「私は、監かん視ししろといったはずだ。手を出す許きよ可かは出していない」

「申し訳わけありません」

　重役室で感情をまったく見せないファン・ラモンの視線にさらされたガルシアは、手の震ふるえを抑おさえることができない。

「しかも、手を出した連中は殺され、絵も行方ゆくえ不明……」

　ファン・ラモンはクリスタル製せいのリンゴの置物を手に、ガルシアのまわりを回る。

「この失しつ態たいの責せき任にんは誰だれが取る？」

「ド、ドクの仲間たちの正体が分かりました」

　ガルシアは慌あわてて言った。

「どうやら、日本から来たアーティストたちのようです」

「アーティスト？」

　ファン・ラモンは眉まゆをひそめる。

「Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーというグループです」

　ガルシアはファックスを読み上げる。

「イッシン・ダイチ、シロー・カザミネ、トオル・ヒノモリ、コータ・ミズタニ。残りはそのスタッフとイッシン・ダイチの親族、といったところです」

「女王レギナとのつながりは？」

「どうやら、ないようです。イッシン・ダイチの兄がドクのところにたびたび姿を見せているようなので、そのつながりかと」

「ふむ」

　ファン・ラモンは多少、機き嫌げんが良くなったようだ。

「他に報告は？」

「あります！」

　ほっとした様子でガルシアは続ける。

「パリの警けい察さつ関係者からの情じよう報ほうですが、フィトフスキー教きよう授じゆは普ふ段だん、銀細工のペンダントを愛用していたようでした」

「……それが？」

「遺い品ひんの中に、そのようなものは発見できませんでした」

「なるほど」

　ファン・ラモンはうなずいた。

「手て勢ぜいを集めろ。構こう造ぞう式しきの在あり処かが分かった」
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　仮か眠みんを取った仲間が再ふたたびスウィート・ルームに集まったのは、午前十一時近くになった頃ころだった。

　ハワードは表の仕事が終わってから来ることになっている。

　ラーラの入院している病院に泊とまったドクからは、日が暮くれた頃に顔を見せると連れん絡らくがあった。

　玲とニコルも、その頃やってくるはずである。

（どうして？）

　茜はルーム・サービスのコーヒーを配りながら考える。

　さっきから、一心は茜を一度も見ていない。

　まるで、その存そん在ざいに気がついていないかのように。

「はい、これ……」

　茜はコーヒーのカップを差し出し、笑え顔がおを作ってみせる。

「……ああ」

　だが、一心はあいまいな返事しかしない。

（駄だ目め。全然、見てくれない。怒おこってるんだ、ハワードとのこと……）

「そ、そうだ！　お昼食べながら考えませんか？　ルーム・サービスを頼たのむとか、近くのカフェまで出かけるとか？」

　二人の間に漂ただよう重苦しい空気を察知した宏太がポンと手を打って提てい案あんした。

「ええと、どこかいいお店は……」

　宏太は旅行ガイドをめくり始める。

「みなさん、何かリクエストはありますか～？」

（もう駄目……疲つかれた）

　茜はうつむき、膝ひざにのせたこぶしをギュッと握にぎり締しめた。

（ハワードがあたしに優やさしくすると、どうしてそんなに怒るの？　大地くんなんか……大地くんなんか、関係ないくせに！）

　ふいに涙なみだがボロボロとこぼれ始める。

「……抹まつ茶ちや」

　茜は俯うつむいたまま、口にしていた。

「抹茶アイス」

「何だって？」

「抹茶アイスが食べたい！　抹茶アイスが食べたいの！」

「あのな！　このパリのどこでそんなもん売ってるんだよ！」

　一心は怒ど鳴なる。

「そんなの知らないもん！　でも、食べたいんだもん！」

　茜は耳をふさぎ、負けじと声を張はり上げた。

「抹茶アイス、抹茶アイス、抹茶アイス！」

「ワガママ言うな！」

「どうして!?　どうして、いつもあたしだけワガママ言っちゃいけないの!?　頭が悪いから!?　可愛かわいくないから!?　何をやっても目立つことのできない、何にも取とり柄えのない人間だから!?」

「……アカネちゃん？」

「もう放ほうっといて！」

　士郎が差し伸のべた手を振ふり払はらい、茜は奥おくの寝しん室しつに飛び込む。

　バタンと乱らん暴ぼうに閉とじられる扉とびら。

　残された一同は、顔を見合わせた。

「いつかはキレると思っていたけど、こんな外国でとはねえ……」

　マネージャーが頭かぶりを振る。

「あのドアホ！　俺おれはもう知らん！」

　一心は大おお股またで部屋を出ていった。

「……ヤロー、逃にげちまいやんの」

　呆あきれ果てる亨。

「信じられねえな」

「まあまあ」

　士郎は落ち着いた様子で、リストウォッチを見る。

「あと一時間……かな？」

「四十分ってとこじゃないの？」

　マネージャーが、吸すいかけのゴロワーズを灰はい皿ざらに押おしつけた。

「何のことです？」

　宏太が首を傾かしげる。

「いいから、いいから。ともかく、あんたたちはちょっとカフェにでも行っておいでよ。あの子とはあたしが話してみるからさ」

「けどなあ」

　と、心配する亨。

「トオル、ここはマネージャーに任まかせようよ。パレ・ロワイヤル広場の近くにカフェ・ネスっていう俺の行きつけの店があるから、そこでランチでもどう？」

　士郎はマネージャーにウインクすると、みんなを連れて部屋を出ていった。




「やっほー」

　マネージャーが寝室に入ると、茜は枕まくらを抱かかえて部屋の隅すみに座すわっていた。

「ほら、顔を拭ふきなよ」

　グショグショになった茜の顔を見て、マネージャーはタオルを放ってやる。

「……煙草たばこ臭くさい」

　タオルで鼻をかみながら茜は顔をしかめた。

「それは失しつ敬けい」

　マネージャーは茜の隣となりに腰こしを下ろす。

「……あたし、もう本当に辞やめる、付き人」

「そう」

「今度は本気。お金貸かして、一番早い飛行機で帰るから」

「いいよ、あたしのポケットマネーから出してあげる。餞せん別べつ代わりにね」

「ありがと」

　二人はそのまま、しばらく黙だまって座っていた。

「……あたしってさ」

　ベッドサイドの時計の長針が半周した頃になって、マネージャーがポツリとつぶやく。

「結構、イイトコのお嬢じようさんで、大学時代には婚こん約やく者しやがいたんだよね。……って、何？　その疑うたがいの目は？」

　茜が肩かたをすくめると、マネージャーは苦く笑しようする。

「で、その婚約者っていうのが、絵に描かいたような青年実業家で、優やさしかったし、デートの時もすっごいゴージャスだったんだ」

　茜は顔を背そむけ、無関心を装よそおった。

「けど、そいつさあ、他の人間、特に自分の部下には嫌いやらしいほど横おう柄へいな上に、細かい金のことをいつまでも気にするヤツだったんだよね」

「……嫌きらいなタイプってこと？」

「そうそう。でもね、そいつと結婚すれば、親だって安心するし、この先死ぬまでお金の心配なく暮くらせるじゃない？　これ以上何か望むのは贅ぜい沢たくだって、友達からも言われた」

　マネージャーは続ける。

「まわりに祝しゆく福ふくされて結婚し、主しゆ婦ふやって、ガキを作って、育てて、近所の奥さま連中と見み栄え張り合って……、それでバアさんになって死んでく。それでいいってゴーインに自分を納なつ得とくさせてたんだけど、とうとう結婚式の当日」

「当日？」

　茜はマネージャーの方を向き直った。

「控ひかえ室で鏡見てるうちになんか勇気出てきちゃってさ、婚約者に『ゴメン、止やめる』って言って、飛び出しちゃった」

「ド、ドタキャン！」

「後はもう修しゆ羅ら場ば。親には勘かん当どうされるし、親しん戚せき一同にも白い目で見られるし、相手からは慰い謝しや料りようを請せい求きゆうされるし……。で、今はこうやって、好き勝手にやってる訳わけだけどね」

「後こう悔かいしてない？」

「……してる。ムチャクチャ」

　マネージャーはスーツのポケットから煙草の空箱を取り出し、捻ひねってからゴミ箱に放ほうり込こむ。

「……あの～？」

「でもね、そのまま結婚してても、やっぱ同じように後悔してたと思うよ。結局、生きてくのなんて後悔の連続だもの。どうせ後悔するなら、自分の気持ちに従したがって行動してから後悔したいっしょ？　いいことだって、全然ない訳じゃないしさ」

　マネージャーはふうっと息をついた。

「……で、あんたは本当はどうしたいの？　仕事のことも、自分で何やってんのか分かってない、あの馬ば鹿かイッシンのことも含ふくめてさ」

「あ……あたし……」

　茜は膝ひざに額ひたいを押しつけた。

「大地くんたちと一いつ緒しよにいたい……のかな？　……うん、ホントは大地くんのこと、もっともっと知りたい。シローさんのことも、トオルさんのことも、コータくんのことも。社長やマネージャーさんのことだって……」

「………」

　マネージャーは、声を震ふるわせる茜の肩を抱だき寄よせる。

「あたし……、あたし、一緒にいたい！」

　茜はその腕うでにしがみついて、また泣きだした。
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「なら、そうすればいいよ、泣き虫」

　マネージャーがそう言って微笑ほほえみ、茜の頰ほっぺたを突つっついた時。

「おい、アカネ！」

　寝しん室しつの扉とびらが開いて、紙かみ袋ぶくろを手にした一心が飛び込んできた。

「……後は任まかせたよ。あたしはラウンジでビールでも飲むから」

　マネージャーは立ち上がり、一心の肩かたをポンと叩たたいて寝室を出る。

「ほら！」

　一心は茜の前にしゃがみ、紙袋を差し出した。

「……？」

「アイスだよ！　抹まつ茶ちやアイス！」

「あの、抹茶アイスはないって……」

「あったんだよ！　たまたま……近くのコンビニに」

「コンビニ？」

　茜は袋からアイスのカップを取り出す。

「でもこれ、売ってるヤツじゃないよ？」

　メーカー名も何も入っていないカップは、陶とう製せいだった。

「こ、細かいこと気にするんじゃない！」

　よく見ると、抹茶の混まざり方が均きん一いつでない。

（これ、バニラのアイスにグリーンティーの粉末を混まぜて？）

　グリーンティーの粉末だって、専せん門もん店てんに行かないと手に入らないだろう。

（大地くん、自分で作ったんだ。走り回ってグリーンティーを探さがして、ホテルの厨ちゆう房ぼうを借りて……）

　茜は袋に一緒に入っていたスプーンでアイスをすくい、口に運んだ。

「……おいし」

「そっか」

　一心はホッとした顔になると、椅い子すを引っ張ってきて背せもたれを前にして座すわる。

「今まで食べたアイスの中で……一番」

「そりゃ言い過すぎだろ？」

「……ごめんね」

　茜はカップを両手で包むように持ったまま、つぶやくように小声で言った。

「あたし、駄だ目めなヤツだよね？」

「まあな。そこそこ、駄目なヤツだな」

「……どうして大地くんみたいに、強くなれないのかな？　あたし、強くなりたいよ」

「俺が強い？　冗じよう談だん」

　一心は頭かぶりを振ふって自じ嘲ちようする。

「俺はたぶん、コータなんかと比くらべてもずっと臆おく病びようなんだぜ」

「そんなことないよ。いつだって、大地くんは勇ゆう敢かんに戦ってきたじゃない」

「だから、それは恐こわかったからなんだよ」

「……？」

「前に夏なつ紀きが撃うたれたの、覚えてるか？」

　一心は背せもたれをつかんだ腕うでを伸のばし、身体からだを反そらして窓まどの外の風ふう景けいに目を遣やった。

　瞳ひとみに逆さかさまに映うつる、灰はい色いろの空と街まち並なみ。

「うん」

　茜はうなずく。

　夏紀はクラスメートで、一心の幼おさななじみ。

　人気急きゆう上じよう昇しよう中ちゆうのアイドルであり、茜の親友でもある。

　彼女がボウガンで撃たれた事じ件けんが、茜がＳ＆Ｓと関かかわることになる切きっ掛かけといっても良かった。

「あの時だって、震ふるえるほど恐かったんだ。あのまま、あいつが死ぬんじゃないかって」

「分かる。あたしも恐かったもの」

「いや、そういうのとは違うんだ。玲のことを思い出したんだよ」

「玲さんの？」

　一心が何を言おうとしているのか、茜には分からなかった。

「……まだ小さい頃ころ、俺たちは東とう欧おうのある国にいて、原発の臨りん界かい事じ故こに巻まき込まれたことがある」

「原発の……事故？」

「旧きゆう式しきの原発で、人じん為い的てきミスが原げん因いんの事故だったらしい。結局、政府がもみ消して国外にそのニュースは流れなかったけどな」

　一心は、流れる雲をぼんやりとながめながら続ける。

「事故が起きた時、俺と玲は原発のすぐそばの川にいた。

　サイレンや慌あわただしい人の動きで危き険けんを悟さとった玲はあの時、放ほう射しや線せんが周囲のすべてのものを貫つらぬく一いつ瞬しゆん前まえに、俺を川の中に突っ込み、自分の身体を上にかぶせたんだ。

　俺は頭の中が真っ白になって、全然動くことができなかった。

　それから何日かして救きゆう護ご隊たいに収しゆう容ようされた時、俺は許きよ容よう量りようをわずかに超こえるだけの被ひ曝ばくで済すんでいたことが分かった。けど、玲はその何十倍も浴びて、紫し外がい線せんに耐たえられなくなってた。

　俺はただ水の中で震えてるだけだったのに、あいつは俺を守るために自分の身体を犠ぎ牲せいにしたんだ。

　夏紀の時だって！」

　一心は唇くちびるを嚙かんだ。

「俺は何もできなかった！　夏紀はすぐ目の前にいた！　今度こそ、守ってやれたはずなのに！」

「……大地くん？」

「俺は……玲の百分の一も強くないんだ」

　身体を引き寄せた一心は顔を伏ふせ、背せもたれの上に組んだ腕うでに額ひたいをのせる。

「強くなりたいのは、俺の方さ」

「………」

　茜は立ち上がると、部屋の片かた隅すみに置いてあったギターを手に取ってベッドに座った。

　馬ば鹿かにされ、怒おこられながら覚えたコード。

（最初はＡ……）

　無む理り矢や理り指を広げて押さえ、ポロンとピックで弾はじいてみる。

　それらしく聞こえないこともない音。

（んで、Ｂｍ７）

　今度は先よりひどい。

　押さえ方が弱いので、完全にミュートがかかってしまっている。

　だが、茜は諦あきらめずに続けた。

（次は……Ｅ！）

「あれ？」

　ひょいと手が伸のび、ギターを取り上げる。

「下へ手たくそ」

　一心は茜の隣となりに座すわり、つま弾びき始めた。





　僕ぼくらはやっぱ　合わないよって

　友達はみんな　言ってたね

　確たしかに君は　僕の理想と

　百パーセント違ちがったタイプ

　別れ話が出たことだって

　数えきれないくらいだし




　どうしてお互たがい

　好きなんだろ？

　僕のこの腕に頰ほお寄せて

　不思議な一いつ致ちと

　君は笑った

　たとえほんのちょっとでも

　ふたり一いつ緒しよにいることで

　安らぎというものを

　感じてくれているのなら

　大切にしたい　この時間






「……この曲、大地くんが作さく詞ししたんだよね？」

　目を閉とじて茜は尋たずねる。

「まあ、シローみたいにはいかないけどな」

　一心は弾きながらうなずく。

「ううん、あたし、これ好き」

「……そっか？」





　どうしてお互い

　惹ひかれ合ったんだろ？

　僕の背中に額を当てて

　素す敵てきな夢ゆめだと

　君は泣いた

　たとえほんのちょっとでも

　ふたり一緒にいることで

　戦ってゆく勇気を

　もらってくれているのなら

　永えい遠えんにしたい　この一いつ瞬しゆん






「ったく、お前が俺おれを元気づけようとしてどうすんだよ？」

　弾き終えた一心は、茜の頭をポンと叩たたいて笑う。

「……けど、たまにはこんなのもいいか」

「そうだね、たまに」

　茜もうなずいて、微笑ほほえみを返した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その頃ころ。

　プチホテルの玲は、知り合いのハッカー、ラショーモンと連れん絡らくを取っていた。




　お前がこんな古い事じ件けんに興きよう味みを持つとは意外だったな




　ラショーモンは玲が当たってくれと頼たのんだ事件について、ほんの一時間で調べ上げた。




　アビアンカ航空０５２便

　メデジン発ＮＹ行き

　着陸寸すん前ぜんに燃ねん料りようトラブルで墜つい落らく

　乗員、乗客、７８名が死し亡ぼう

　なかなか、おもしろい事件だな、これは




　不ふ審しんな点はあったかい？




　大ありだ

　この機にはある人物が乗っていた




　ある人物？




　コロンビア政府の高官だよ

　事故の翌よく日じつ、ＮＹの裁さい判ばん所しよでコロンビア・マフィアと現げん地ち政せい府ふの癒ゆ着ちやくについて、証しよう言げんすることになっていた




　消された？




　おそらくはな

　関係のない人間を七十七人も巻まき込こんで




　首しゆ謀ぼう者しやは分かっているのか？




　コロンビア・マフィアのナンバー３

　ファン・ラモン・カマタという日につ系けい人じんだ

　南米各国のゲリラへの武ぶ器き密みつ輸ゆ

　及および、欧州とアメリカにおける麻ま薬やく密みつ売ばいは、

　この男が８０％を支し配はいしていると言われている

　中東のテロ組そ織しきアルカイダとコネクションを持っているという噂うわさもあって、

　ＦＢＩもかねてから目をつけているんだが、

　こいつ、決して証しよう拠こを残さない

　表向きは優ゆう秀しゆうなビジネスマンであり、欧州各国の要人とも面めん識しきがある

　うかつに手は出せんよ

　……お前、こいつを追っているのか？




　まだ分からないな




　無理はするなよ

　こいつは危き険けんだ




　ありがとう

　これでようやく事件の全ぜん容ようが見えてきた

　また連絡する




　玲はモバイルを閉とじた。







[image: 第四幕　マヨルカ島～パリ]










「たまにはいいわね。ドクもハワードもニコルもいない、二人っきりの海も」

　地中海に浮うかぶ月つき影かげを見つめながら、玲れいとともにマヨルカ島の砂すな浜はまを歩くラーラは笑えみを浮かべた。

「僕ぼくは連中がいても、一向に構かまわないけれど？」

　玲は意外そうな顔をする。

「そもそも、ここはウルフ家のプライヴェート・ビーチじゃないか」

　風に乗って、心ここ地ちよく耳にとどく波の音。

「意い地じ悪わる」

　ラーラは玲の腕うでを放し、波なみ打うち際ぎわに駆かけ寄よって海水に爪つま先さきを浸ひたす。

「……ねえ、そろそろ元気出た？」

　少女のシルエットが振ふり返った。

「どうかな？」

「まだ悔くやんでいるのね？」

「僕の手は……血で汚よごれてしまったんだよ」

　玲は目を閉じて、潮しお風かぜに身を委ゆだねる。

「この見えない血は刻こく印いんとなって、何度洗あらっても決して消えることはないだろう」

「あの男は大おお勢ぜいの女の子を誘ゆう拐かいして監かん禁きんし、傷きずつけて殺してきたの。生き残った女の子の中には、今だに心の傷が癒いえない子がたくさんいる。あんな目に遭あわされたのに自分の方を責せめて、自殺未み遂すいを繰くり返す子もいるわ。あいつが生き延のびていたら……」

　ラーラは頭かぶりを振った。

「あなたは自分の罪つみと引き替かえに、罪のない女の子たちに心の安らぎを与あたえたのよ。そのことを忘わすれないで」

「罪を重ねることが……救いになるのだろうか？」

「本当は覚かく悟ごができているくせに。あなたはこれからも、罪を背せ負おい続けるつもりでしょう？　今は見知らぬ誰だれかに、笑顔を与えるために」

「……そう。それが可か能のうな限かぎりは」

「見て」

　ラーラは玲から離はなれると、靴くつを脱ぬいで砂浜に立った。

「……ジゼルの第二幕まく」

　そう玲に告げてポーズを取り、潮しお騒さいの伴ばん奏そうに乗って舞まい始める。

　死して精せい霊れいとなった主人公が恋こい人びとを救うため、精霊の女王ミルタに命じられて舞うシーンだ。

　秘ひめた情念を巧たくみに表現するポール・ド・ブラ。

　完かん璧ぺきなアラベスクからの回転。

　姿し勢せいの崩くずれはまったくない。

　精霊でありながら、人間としての深い愛情と悲しみを残したジゼル。

　その悲ひ劇げきが、玲の目の前で展てん開かいされる。

　ほんのわずかさえ軸じくがずれることのないピルエット。

　そして、男性ダンサーに匹ひつ敵てきするジュッテ。

　軽やかなそのステップは、まるで爪先が砂に触ふれていないかのよう。

　玲はまさに、精霊の森に迷まよい込んだかのような錯さつ覚かくを覚える。

　生と死、二つの世界の狭はざ間まで苦しむジゼルが、今のラーラには憑依のりうつっていた。

「……完璧だ」

　フィニッシュを決めたラーラに向かって、玲は拍はく手しゆした。

「今度、ローザンヌの国こく際さいコンクールでこれを踊おどるの。あなたはこのソロを見た初めての観客よ」

　立ち上がったラーラは足の砂を払はらって、首くび筋すじに流れる汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。

「光栄だね」

　笑みを浮かべる玲。

「ふふ。何だか、私の初めてはみんなあなたね」

　上気した顔で微笑ほほえみ返すラーラ。

「レイも踊れるといいのにな。そうすれば、二人でパ・ド・ドゥが踊れるでしょ？」

「……ドクとハワードが大笑いするよ」

「あの二人はどうでもいいの。……貝、踏ふんじゃったみたい」

　少し顔をしかめながら、ラーラは玲の隣となりに戻もどってきた。

「怪け我がは？」

　玲は手を伸のばし、ラーラの足先に触ふれる。

「あっ！　だ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　ラーラは慌あわてて足を引っ込めた。

「？」

　玲は不思議そうな表ひよう情じようを少女に向ける。

「私、足がきれいじゃないから。ほ、ほら、マメやアザがいつもあるし」

「トゥシューズを履はき続けていれば、そうなるさ」

「……あのねえ。こういう時は『そんなことない、きれいだよ』って言うべきなの」

「そうか？」

「ニコルが嘆なげく訳わけね」

　ラーラはため息をつき、肩を寄せて隣に座すわる。

「ひとつ、聞いていい？」

　玲はうなずいた。

「私はあなたにとって何？　ただの親友？　それとも……」

「君は……」

　玲はラーラの柔やわらかい髪かみを撫なで、肩を引き寄せた。

「星。僕ぼくという闇やみを照らしてくれる、輝かがやく星だ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　タクシーを下りて病院に入ると、廊ろう下かのベンチで休んでいたモニクが立ち上がって玲を迎むかえた。

「……この前は、わたしも言い過すぎたわ」

　老人がベンチに腰こしを下ろすのを、玲は助ける。

「あなたの怒いかりは当然でした」

「いえ。レイ・タツミ、あなたが理由もなくラーラのもとを去る人間ではないことをわたしは知っていました。ただ、わたしはあの時、自分の怒りをぶつける何かが欲ほしかった」

「………気にしていませんよ。ラーラと一いつ緒しよにあなたに叱しかられるのは、初めてじゃない」

　自分の腕うでの中で啜すすり泣きだす老ろう婆ばの背を、玲は優やさしく撫でた。

「あの子は生まれついてのエトワール。……知っているでしょう、人間工学的に見て、バレエという芸術がいかに不自然で、身体からだを痛いためつけるものか？」

「だから、美しいんですよ」

「エトワールはその才さい能のうに殉じゆんじ、その身体がボロボロになるまで踊るもの。わたしはラーラに自分の若わかい頃と同じように、すべてを捨すててバレエに打ち込むように強しいてきた。今となっては、それが正しかったのか……」

「モニク。ラーラは命じられて踊ったことなど一度もありませんよ。踊ることは、ラーラにとって呼こ吸きゆうすることと同じくらい、重要なことだったんです。ラーラは……」

　そう玲が続けようとしたその時。

「……ムッシュー？」

　看かん護ご婦ふが玲に声をかけた。

「ラーラ・フィトフスキーさんのお身内の方ですか？」

　看護婦の目を見た玲は、早足で集中治ち療りよう室しつに入っていく。

「容よう体たいは？」

　ドクの後こう輩はいだという担たん当とう医いに、玲は尋たずねた。

「心拍数、血けつ圧あつ、徐じよ々じよにだが、ともに低下しつつある。持ち直してくれればいいが……」

　担当医は頭を振る。

「声をかけてあげて、いいですか？」

「……今のうちにそうしておくべきかも知れんな。もっとも、聞こえはしないだろうが」

「ラーラ」

　玲は少女の手に触ふれ、呼よびかけた。

「戻もどってきたよ、君のところに。

　ドクから聞いたけれど、エトワールになったんだね。

　見にいくって約束していた、君の初はつ舞ぶ台たいのジゼルは見られなかったけれど。

　とうとう夢ゆめを叶かなえたんだ。

　思っていた通り、やっぱり君は天てん性せいの踊り手だったんだよ」

　玲の手に力がこもる。

「踊ることは、呼吸することと同じ。

　君は前にそう言ったっけね？

　君の命は、舞台の上で全まつとうされるべきものだ。

　これで終わっていい訳がない。

　まだ踊りたいだろう？

　負けちゃ駄だ目めだ、こんなことで。

　死んではいけないよ、こんなところで。

　僕は……どんな遠くにいても、必ず君を見守っているから」

　ラーラの手が、かすかに握にぎり返してきたような気がした。

「……脈みやく拍はく、安定しました」

　看護婦が医師に告げる。

　玲はそっと少女から離れると、医師たちに気づかれぬうちに集中治療室を後にした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「レイは？」

　ハワードは、ホテル・リッツのロビーでドクと鉢はち合あわせした。

「ラーラのところだ。そろそろ戻ってくる」

「ふうん……」

　ハワードは肩かたをすくめる。

「今さら、罪つみ滅ほろぼしのつもりかねえ？」

「おい」

「ボクはラーラの仇かたきを討うつために協力してるけど、レイのことを完全に許ゆるした訳わけじゃないんだよ。ラーラの悲ひ嘆たんをこの目で見てきているからね」

　ハワードは腕組みをして、ドクをにらんだ。

「俺おれにはあいつを責せめられない」

　ドクは頭を振る。

「どうしてだい!?　レイは卑ひ怯きようだよ！　ラーラは真しん剣けんに愛していたんだ！　別れの言葉ぐらいかけてやるべきだったんだ！」

「確たしかに……そうだったかもな」

「レイは酷ひどいよ！　ボクらには何も言わずに日本に帰って！」

「……もうよせ」

「嫌いやだね。ボクはレイが好きだけど、それでもあの一いつ件けんだけは……」

「よせと言ってる！」

　ドクはハワードの肩をつかんで、ロビーの隅すみの人通りの少ないところに連れてゆくと、ドンと壁かべに押おしつけた。

「！」

「貴き様さまに何が分かる！　あいつは死ぬんだよ！　保もって五年、悪きゃ数か月！」

「……死ぬ？」

「三年前、俺はあいつの診しん断だんをし、あいつの身体が放ほう射しや線せん事じ故この後こう遺い症しようで、もう回かい復ふく不ふ可か能のうなほど蝕むしばまれていることを知った！　俺はそれをあいつに告げた！」

「冗じよう談だんだろう？」

　ハワードの表ひよう情じようが強こわばる。

「冗談だと言ってくれよ、ドク！」

　ドクは首を横に振った。

「……それで……ボクらを苦しめないために？」

「そうだ！　あいつだってまだガキだ！　恋こいだってしたいだろう！　友人と遊んで、腹はらの底から笑いたいだろう！　だがな、あいつはそんなものを全部捨すてて、悲しみに暮くれる人たちに光明をもたらすために、その残りわずかな命を削けずってるんだ！」

　バサッ！

　二人は、何かが落ちる音にハッと振り返る。

　そこには手にしていた包みを床ゆかに落とした茜あかねの、茫ぼう然ぜんと立つ姿すがたがあった。

　茜はたまたま、フロントに預あずけられた荷物を取りに下りてきたところだったのだ。

「レイ……ダイ？　ダイって、死ぬってことだよね？　玲さんが死ぬの？　どうして？」

　茜は尋たずねる。

「……レイにはこの子に気をつけろと釘くぎを刺さしておいて、自分がこの様ざまとはな」

　ドクは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「アカネ」

　ハワードは笑え顔がおを作る。

「今のは言葉の文あやというヤツだよ。レイは死ぬほど頑がん張ばっている。そう話していたんだ」

「噓うそ！　ドク、そんな顔してなかったもん！　どういうこと？　ハワード、ドク！　ちゃんとあたしの目を見て！　本当のことを教えてよ！」

　ドクとハワードは顔を見合わせていたが、やがて、ドクが口を開いた。

「……いいだろう。だが、今からする話は誰だれにも言ってはいけない。イッシンにも、ニコルにも、レイ本人にも。いいね？」

　茜は黙だまってうなずいた。




「ところで」

　茜の姿が消えると、ドクはハワードを振り返った。

「お前、何か隠かくしているだろう？　今のうちに吐はけ」

「ああ」

　玲が死ぬという話にショックを受けたハワードは、大人しく認みとめる。

「ボクは……『ボルドーのミルク売り娘むすめ』の額がく縁ぶちの裏うらから、ペンダントを見つけた」

「……何だと？」

「ほら」

　ハワードはピルケースからマイクロフィッシュを取り出した。

「後で調べてみたら、マイクロフィッシュを筒つつ状じようにしたものが入っていたよ」

「どうしてそんなマネを!?」

　ドクは胸むなぐらをつかんだ。

「レイとは三年も会っていなかったんだ！　彼が以前と変わっていないか、ボクは確信がなかった！　レイもレッド・マーキュリーを狙ねらっているひとりかも知れないって思ったんだよ！」

　ハワードは頭かぶりを振った。

「ボクは……愚おろかだった」

「そうだな。……レイのヤツ、たぶん知ってたぞ」

　ドクは手を放す。

「ああ。レイはボクがマイクロフィッシュを手に入れたことに気づいていて、何も言わなかった。ボクが自分から話すのを待ってくれていたんだ」

　ハワードはピルケースをドクに渡わたした。

「マイクロフィッシュには構こう造ぞう式しきはなかったよ。確たしかめたんだ、何も写うつっていない」

「……訳わけが分からんな？」

「その通りだね」

「で、このマイクロフィッシュが入っていたペンダントとやらは……」

　そう尋ねかけたところで、ドクはハッと気がついた。

　さっき茜がしていたペンダントが、フィトフスキー家の家族写真で、ラーラの母がしていたものと同じだということに。

「あれか！」

　ドクは自分の顔を叩たたいた。

「お前、あれを茜に渡したんだな！」

「ああ。構かまわないだろう？　マイクロフィッシュは抜ぬいたし、マイクロフィッシュ自体も構造式とは関係なかったんだから」

「馬ば鹿か野や郎ろう!!」

　ドクはハワードを突つき飛ばした。

「構造式を追っている連中が、ペンダントのことに気がついたらどうするつもりだ!?　マイクロフィッシュを見て、その内容が構造式と関係ないことを知っているのはお前だけだ！　ペンダントを下げて歩いているあの娘をさらい、構造式の在あり処かを吐かせるために死ぬまで拷ごう問もんにかけるぞ！」

「まさか？」

　ハワードは頭を振る。

「ペンダントのことは、ボクしか知らないはずだよ」

「確信はあるか!?　盗とう聴ちよう器きは!?　会社にスパイは!?　あらゆる可か能のう性せいを考こう慮りよしたと言えるか!?」

「……アカネに話そう」

　ドクとハワードは急いでエレベーターに向かった。
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　ちょうどその時間。

　一いつ心しんはマネージャーからの電話に出ていた。

「あ、イッシン？　今、いろいろとルートをたどって、パリ警けい視し庁ちようの組そ織しき犯はん罪ざい担たん当とうの警部さんとディナーを取ってるところなんだけどさ」

「ディ、ディナーだって!?」

　横から受話器に耳をくっつけていた亨とおるが、思わず声を上げる。

「あの女とデートしたがるような人間がこの国にはいるのか!?　世界は広いぜ」

「聞こえてるわよ、トオル。……ＢＭＷの死体、パスポートからコロンビアの商社関係者だって分かったわ」

　フレンチ・ポップをＢＧＭに、マネージャーは続けた。

「だけど、この商社っていうのが、叩けばホコリの出る会社みたいでさ。麻ま薬やく密みつ売ばい、武ぶ器きの買い付け、人身売買。コロンビア革かく命めい軍ぐんともつながりがあるらしいのよ」

「つまり、コロンビア・マフィアか？」

　と、一心。

「らしいね。警部を酔よわせてもう少し聞き出してみよっか？」

「いや、それよりもトオルを迎むかえにやる。いったんこっちに戻った方がいい」

　一心は電話を切る。

「……えっ、俺？」

　亨は強こわばった顔で自分を指さした。
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（……どうしよう、玲さんをまともに見られないよ）

　ロビーからみんなのところに戻る前に、茜は自分たちの部屋のバス・ルームに行って顔を洗あらった。

（それにもし、大だい地ちくんがこのことを知ったら？）

　そんなことを考えながら部屋を出ると、ホテルのボーイが目の前を通り過すぎた。

　ちょうどこの瞬しゆん間かん。

　亨は下りのエレベーターに、ドクとハワードは上りのエレベーターに乗っているところだ。

（あれえ、あの人）

　茜はふと、ボーイの後ろ姿すがたを見た。

　茜の方を盗ぬすみ見ながら、携けい帯たいでどこかと連れん絡らくを取るボーイ。

　上着の下のベルトのあたりが、奇き妙みような形に膨ふくらんでいる。

（銃じゆうを持ってる。あいつらの仲間だ！）

　茜は走りだした。

　その動きに気がついたボーイは振り返り、サプレッサー付きのシグを抜ぬく。

　茜は間かん一いつ髪ぱつ、非ひ常じよう階かい段だんの扉とびらを開けて中に飛び込む。

「ちっ！」

　ボーイに扮ふんしたガルシアは後を追った。




「アカネはどこだ！」

　スウィート・ルームに走り込んだドクは周囲を見み渡わたした。

「自分の部屋じゃないですか？」

　のんびりと宏こう太たが答える。

「どうしたんです？」

「あいつが持っているペンダントを、組織が狙ねらっている可能性がある！　ひとりにすると危き険けんだ！」

　ドクの言葉を最後まで聞くことなく、一心は部屋を飛び出していた。




　階段を駆かけ下りながら、茜はガルシアの罵ば声せいを聞いた。

　何となく、ペンダントという単語が混まじっていた気がする。

（ペンダントって、これ？）

　自分の首にかかっている装そう飾しよく品ひんに、茜は目を遣やった。

（……まさか、これを狙ってるの？）

「どっか、隠かくすとこ！」

　一階と二階の間の踊おどり場ばでいったん足を止め、キョロキョロとあたりを見渡すが、そう簡かん単たんに適てき当とうな隠し場所など見つかる訳がない。

　というか、茜にはそんな機転がきかない。

（と、とにかく、フロントで助けを呼よぼっ！）

　そう考え直した茜が、とりあえずポケットにペンダントを押おし込み、一階の扉を開けた時。

「ふがっ!?」

　大きな手が、茜の口を覆おおった。

「……騒さわぐな。死にたくなかったらな」

　茜がもたもたしている間に先回りしたガルシアである。

　そこには他にも黒スーツの男が数名、待ち構かまえていた。

「ふが～っ！」

　フランス語で脅おどされても茜は分からないので、当然、ジタバタと暴あばれる。

「こ、こいつ！」

　ガルシアは茜の口を塞ふさいだまま、部下に身体からだを探さぐらせる。

「ふがっ！　ふががっ！　ふがひゃひゃひゃひゃ～！」

（えっち！　すけべっ！　く、くすぐったいってば！）

「……ありました！」

　身を捩よじる茜のジーンズのポケットから、部下のひとりがペンダントを見つけた。

「となれば、こいつはもう用なしだ」

　ガルシアはペンダントを受け取るとニヤリと笑い、茜を突き飛ばしてシグの銃じゆう口こうを向けた。

「ひいいいいいっ、死ぬぅ～！」

　頭を抱かかえる茜。

　だが。

「……本当か？」

　ペンダントの中身を確かく認にんした部下が何かを告げると、ガルシアは銃をベルトに戻した。

「おい、中に入っていたマイクロフィッシュはどこにやった？」

「……へ？」

　そう尋たずねられても、茜には理り解かいできない。

「ホエア・イズ・ザ・マイクロフィッシュ!?」

　今度はラテン訛なまりの強い英語で詰きつ問もんするが、茜の英語の成せい績せきは下から数えた方がかなり早い。

「……あの、何でしょ～？　ジャパニーズ、プリーズ」

　と、逆ぎやくに聞き返す始末だ。

「言っていることがさっぱり分からん。……仕方がない、ボスのところへ連れていこう」

　ガルシアは肩をすくめ、ボーイの服を脱ぬぎ捨すてた。

　黒スーツたちは、左右から茜の腕うでをつかみ、裏うら口ぐちに回ろうとする。

　しかし、そこに。

「アカネーッ！」

　非常階段を駆け下りてきた一心がガルシアたちと茜の姿を発見した。

「アカネを放せ！」

　飛び掛かろうとする一心。

　しかし、ガルシアは落ち着いて茜のこめかみに銃口を押しつける。

「動くなよ。大人しく手を上げろ」

「………」

　この距きよ離りで銃口を突きつけられて、抵てい抗こうするのは賢けん明めいなことではない。

　一心は命令に従したがい、ベルトのピックにかかった手を頭の上に挙げる。

「ごめんなさい、大地くん」

　茜がささやく。

「無事か？」

　背せ中なかに腕をねじ上げられた一心は尋ねた。

「うん」

「ならいいさ」

　ほっとした表情で一心はうなずく。

「あたりが騒さわがしくなってきた。ここを出るぞ」

　ガルシアは仲間に告げた。




　一心と茜は目隠しをされ、フォードの後部座ざ席せきに押し込まれた。

　左が一心、真ん中が茜、そして右が銃を突きつけているガルシアである。

「大地くんまで、あたしのせいで……」

　車が発進し、しばらくしてから茜がささやいた。

（あたし、また大地くんに迷めい惑わくかけてる。いつでも、足引っ張ってばっかり……）

　自じ己こ嫌けん悪おと、絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようへの恐きよう怖ふにさいなまれ、胸むねが痛いたむ。

「まったくだな。アホのハワードから貰もらったペンダントなんぞ、チャラチャラ付けてっからだぜ」

　一心は顔を前に向けたまま、素そっ気けなく告げる。

「……ごめんなさい」

　茜は居い心ごこ地ち悪そうにうつむく。

「イヤでも目につくんだよ。だいたい誰だれかに貰ったか、盗んだんじゃない限かぎり、お前がそんな高そうなペンダント、持ってる訳ないんだからな。……わっ、バカ！」

　一心は自分の額ひたいを叩たたいた。

「お前がよけいなことで話しかけるから、分かんなくなっただろ！」

「……あの、えっと、何が？」

　身を縮ちぢめる茜。

「数えてたんだよ」

　一心は声をひそめる。

「身体にかかる加速度で、左右に何回、ステアリングを切ったかを」

「どうして？」

　茜には理由が分からない。

「こいつら、目立ちたくないだろうから、制せい限げん速そく度どは守るだろ？　直進した時間と曲がった回数さえ分かれば、だいたいの現げん在ざい位い置ちが分かる」

「……で、今はどこ？」

　茜の瞳ひとみに希望の輝かがやきが宿る。

「まだ、パリ市内だ」

　一心は不ふ機き嫌げん丸出しだ。

「……お前が邪じや魔まして分かんなくなるまでは」

「やっぱり、あたしのせいだよね？」

　茜はさらに落ち込んだ。

「カジャーテ！」

　ガルシアが茜のこみかみに銃じゆう口こうを突きつける。

「……この方は何とおっしゃっているのでしょう？」

　茜は震ふるえる声で一心に尋たずねた。

「黙だまれってさ」

　一心はもちろん、スペイン語が分かる。

「……黙ろ、大地くん」

「そうだな。お前が頭をふっ飛ばされると、血と脳のう漿しようで服が汚よごれる」

「………そ、そんな言い方！」

　握にぎり締しめた茜のこぶしがワナワナと怒いかりで震えた。

（ようやく分かったよ！　大地くんって、口が悪いんじゃない。性せい格かくそのものが凶きよう悪あくなんだ～っ！）

　だが、茜は理り解かいしていなかった。

　怒りのあまり、一心を巻まき込こんでしまったことへの後こう悔かいや、銃を突きつけられていることへの恐きよう怖ふが搔かき消されてしまったことを。

　そして、それこそが一心の狙ねらいだったことを。
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「俺おれたちが探さがしてるのは、そいつが持っていたペンダントに隠かくされていた構こう造ぞう式しきのマイクロフィッシュだ。それさえ出しゃあ、お前も、そっちの娘むすめも命は助けてやる」

　二人が連れ込まれたのはどこかの地下室だった。

「知らないな。ペンダント？　マイクロフィッシュ？　いったい何の話だ？」

　一心はガルシアに答える。

　ガッ！

　黒スーツのこぶしが鳩尾みぞおちに入った。

　一心は膝ひざを突き、呼こ吸きゆう困こん難なんにあえぐ。

「いいさ、知らないのなら、この娘の身体からだに聞いてみるだけのことだ」

　ガルシアは茜の腕うでをねじ上げて立たせた。

「よせ！　そいつはフランス語どころか、英語だって理解できないんだ！　締め上げても無む駄だだ！」

「安心するんだな」

「！」

　背はい後ごから日本語で声をかけてくるのを聞いて、一心は振り向く。

「私は日につ系けい人じんでね。君らの言葉は、完全に理解できるよ」

　ファン・ラモン・カマタが、階かい段だんを下りて現あらわれた。

「あんたがコロンビア・マフィアの親玉か？」

「私が？」

　ファン・ラモンは苦く笑しようする。

「私は末まつ端たんの幹かん部ぶのひとりに過すぎんよ」

「驚おどろいたよ、日系人とはね。確かあっちでは金持ちなんだろう、日系人ってのは？」

「そうなった者もいるが、それは想そう像ぞうを絶ぜつする過か酷こくな労働に耐たえた結果だ。南米に移い住じゆうした我われ々われの父ふ祖その苦しみが、豊ゆたかな消費文化の中で甘あまやかされて育った貴き様さまらに分かるものか。我々は、海を渡れば約束された未来と豊かな土地が待っていると日本政府に騙だまされ、地じ獄ごくのような貧ひん困こんの中で見み捨すてられた存そん在ざいなのだよ。私の部下たちも、その多くは貧困に喘あえぐ層そうの出身だ」

「だからって！　麻薬を世界中にばらまき、大おお勢ぜいの麻薬中毒患かん者じやを作り出してもいいっていうのか！」

「欧州やアメリカの豚ぶたどもにとっては当然の報むくいだ。私は、先進国という盗とう賊ぞくどもから、掠りやく奪だつに対する当然の補ほ償しようを受け取っているに過ぎない」

「その金で、コロンビア革かく命めい軍ぐんに武ぶ器きを与あたえ、自分の国で殺し合いをさせてるのもお前らだろうが！　その上、今度はレッド・マーキュリーを使って小型の核かく兵へい器きを闇やみ市し場じように売り出す気かよ？」

「お前は物事の一面しか見ていない。……いや、見えていないのだな」

　ファン・ラモンは頭を振った。

「だが、私は寛かん大だいだ。構造式を記録したマイクロフィッシュの在あり処かを明かしてくれさえすれば、同じ民族の血をひく者として、命を助けることを約束しよう」

「知らないものは、言えない」

　黒スーツのこぶしがもう一発、右みぎ脇わき腹ばらに入る。

「……腕を切り落とすぐらいのことはやっても構わないんだぜ。ほんの少しでも息さえしてりゃ、吐はかせることはできるからな」

　ガルシアがナイフをちらつかせた。

「確たしか、アーティストだったな？　指を落としてもギターは弾ひけるかな？」

　ファン・ラモンは笑う。

「やめて！」

　茜が叫さけんだ。

「本当に知らないの！　あたし、そのペンダントの中に何かが入ってたなんて、知らなかったの！」

「では、お前にこいつを渡した人間が、中身を持ってることになるな？」

　ファン・ラモンは振り返り、茜の足元にペンダントを投げる。

「それは誰だれだ？」

「………」

　茜は黙だまった。

　正直にハワードに貰もらったといえば、今度はハワードが狙ねらわれることになる。

「まあいい」

　ファン・ラモンは肩かたをすくめる。

「お前たちを殺した後で、一人一人潰つぶしていけばいいだけのことだ。さて、次はあの英国人の小こ娘むすめか、マネージャーか？」

「あの連中は関係ないだろ？」

　一心はファン・ラモンをにらむ。

「私は狙った手札が来るまでカードを引き続ける主しゆ義ぎでね」

　ファン・ラモンはウインクを返した。

「あんた、ギャンブルに強いタイプじゃないぜ。……ぐっ！」

　ガルシアの蹴けりが一心の脇腹に入る。

「もういい」

　ファン・ラモンは煩わずらわしそうに手を振ると、一心たちに背を向けてガルシアに命じた。

「その連中を消せ」

「シ・セニョール」

　ガルシアは下品な声を立てて笑い、大型ナイフを抜ぬいて茜に迫せまった。

「………！」

　悲鳴を上げることさえできずに茜は目を閉じる。

　その時。

「分かった」

　口元の血を拭ぬぐって、一心が言った。

「そいつにペンダントを渡したのは、俺だ」

「大地くん！」

「そいつから離はなれろ。でないと、構こう造ぞう式しきの在処は教えないぜ」

「……やはり貴き様さまが知っていたか、マイクロフィッシュの所在は？」

　ファン・ラモンは向き直った。

「俺しか知らない。そう言い変えた方がいいだろうな」

　一心は大だい胆たんなはったりをかます。

「それに、あんた、勘かん違ちがいしてるぜ。あのペンダントの中にあったのは、構造式を記録したマイクロフィッシュじゃない。教きよう授じゆが構造式の書類一式を隠かくした場所を記したマップのマイクロフィッシュだ」

　こう答えておけば、複ふく雑ざつな構造式そのものについて質しつ問もんされることはない。

　一心の計算である。

「ほう？」

　ファン・ラモンの口元に笑えみが浮うかぶ。

「それで、実じつ際さいに書類は手元にあるのか？」

「どうせ俺たちを張はってたんだろ？　取りに行っていないことは知ってるはずだ」

　一心は続ける。

「書類は教授が隠したそのままの場所にある、ということか？」

　ファン・ラモンは考え込む。

「貴様の仲間はこのことを？」

「知らない。高く売れるんだ、山分けにして取り分減へらす馬ば鹿かがいるかよ」

「貴様のような子こ供どもに、あれをさばけるルートがあるのか？」

「今はネットの時代だぜ」

　一心は鼻で笑う。

「買い手は他にいたんだけど、この状じよう況きようじゃあんたと交こう渉しようするしかなさそうだな」

「交渉だと？　立場をわきまえろ」

　黒スーツのひとりが銃じゆう口こうを頰ほおに押おしつけた。

「待て」

　ファン・ラモンが部下を制せいする。

「……お前はどうやら、私たちに近い人間のようだ。条じよう件けんを聞こうか？」

「俺とその女の安全。プラス、五百万ユーロ！」

　一心は指を立ててみせた。

「だ、大地くん！」

　茜は卒そつ倒とうしそうになる。

（こ、今度こそ！　今度こそ、死ぬううううううっ！）

　だが。

「……ふっ。どうやら、お前はモノの価か値ちが分かっているようだ」

　ファン・ラモンは笑い、ジャケットの内ポケットから小切手を取り出した。

「これでよかろう？」

　ペンで小切手に金きん額がくを書き入れ、机つくえの上に置く。

　無む論ろん、この小切手は偽ぎ造ぞう品ひん。

　一心もそう知りつつ、気が付かない振ふりをする。

「まだだ。ここで小切手をポケットに入れても、俺おれが構造式の在あり処かを話した途と端たんに撃うたれるのは目に見えてるからな」

　一心は黒スーツたちを見み渡わたした。

「では、どうする？」

「アカネを先に解放しろ。車でホテル・リッツに送りとどけるのが、第一の条件だ」

「駄だ目めだよ、大地くん！」

　茜はファン・ラモンの腕の中でもがく。

「妥だ当とうな案だな」

　ファン・ラモンはうなずき、茜から手を離した。

「ホテルに着いたら、その娘むすめにここに連れん絡らくさせればいい」

「いい考えだ」

　一心は小切手を茜に渡す。

「だが、それだけじゃ俺たちの安全は十分に保ほ証しようされない」

「……ほう？」

　ファン・ラモンは狡こう猾かつそうに目を細める。

「あんたのことだからな。ホテルで俺の仲間全員に銃を突きつけ、脅おどして無事だと報ほう告こくさせることも考えられる」

「ブラボー！　確たしかにそのつもりだったよ」

　ファン・ラモンは拍はく手しゆした。

「だから、アカネ、お前はホテルに着いたら警けい察さつに保ほ護ごを頼たのみ、ホテルのまわりを警官に囲ませたら、その映えい像ぞうを俺が持っている携けい帯たいに送れ」

「大地くんを残していけないよ！」

「いうことを聞け！」

　一心は茜の肩かたをつかむ。

「今、俺の言う通りにしないと、みんなが死ぬことになる！」

「みんなが？」

「……だから、頼む」

「……うん」

　茜はやっとうなずいた。

　だが……。

「その条じよう件けんだと、こちらが不利だな」

　今度はファン・ラモンが頭かぶりを振る。

「その娘が警察にこの場所を教えたら、どうなると思う？」

「そんなことはさせない。と言っても信じないだろうから、俺とあんたは車でパリの街に出て、グルグル市内を回っているってのはどうだ？　それなら、警察も位い置ちをつかめないだろ？」

「面おも白しろい」

　ファン・ラモンはこの提てい案あんが気に入ったようだった。

「ガルシア、そのお嬢じようさんをリッツまでお送りしろ」

「大地くん！」

　ガルシアは茜の腕をつかみ、連れてゆく。

「ほら、心配すんなって。玲とエトワールには、最高の舞ぶ台たいを演えん出しゆつしてみせるって伝えとけよ」

　一心は笑え顔がおをつくって茜を送りだした。




「ホテルにも帰っていない！　二人とも消えたよ！」

　士し郎ろうが報告した。

「どうやら敵てきの手に落ちたと考えて、間ま違ちがいないようだね」

「どうしてそう他ひ人と事ごとみたいに！　もとはと言えば、マスター、じゃなかった、ハワードさんのせいでしょ！」

「……面目ない、ハニーボーイ。いや、マジで」

　宏太に詰つめ寄よられ、ハワードは小さくなる。

　玲は何を考えているのか、黙だまったままだ。

「イッシン……アカネ……」

　ニコルがギュッと玲の手を握にぎる。

「大だい丈じよう夫ぶだって、イッシンはあれでセコく頭が回るからな」

　亨がみんなを元気づけるように言った。

「普ふ段だんなら俺おれもそう思うよ。だが、相手はコロンビア・マフィアだ。プロなんだよ」

　いつもは冷静な士郎も、不安を隠かくせない。

「とにかく、残ったメンバーの安全は確かく保ほしておくべきだ」

　ドクが唸うなった。

「風かざ峰みねグループ・パリ支し社しやのセキュリティーの連中を呼よぼう」

「ボクも何人か、傭よう兵へいに心当たりがある。彼らに声をかけておくよ」

　士郎とハワードが携帯を取り出したその時。

　バタン！

　ドアが開いて、茜が部屋に飛び込んできた。

「玲さん！」

「女郎花おみなえし君？」

「アカネ！」

　玲たちは茜を取り囲む。

「お願い！　大地くんを助けて！」

　茜は玲にしがみついて叫さけんだ。




　サンジェルマン通りを西に向かうリムジンの後部座ざ席せきで、一心の携帯が鳴った。

「……どうだ？　約束は守っただろう？」

　液えき晶しよう画が面めんを見つめる一心に、相対して座すわっているファン・ラモンが尋たずねる。

「そうだな」

　一心はうなずく。

「では、今度はそちらが約束を守る番だ」

「分かった」

　一心はドライバーに行き先を指し示じする。

「ガルシア、もういい。戻もどってこい」

　ファン・ラモンはホテル・リッツで待機している部下に携帯で命じた。




「これでいいのか？」

　ホテルに到とう着ちやくする警官の姿すがたと、部屋でみんなに囲まれる茜の映えい像ぞうを送信した後で、亨は茜の顔を見た。

「大地くんはそう言ってました」

「あいつの行き先に心当たりは？」

　士郎が尋ねたが、茜は頭を振るしかない。

「イッシンのことだから、素す直なおに向こうの言う通りにする訳わけがないよな？」

　亨が考え込む。

「絶ぜつ対たいに何か仕し掛かけるはずだぜ」

「でも、場所が分かりませんね」

　宏太も心配を隠せない様子だ。

「レイ！　何か思いつかないのか！」

　ハワードは玲の両りよう肩かたをつかんだ。

「彼に何かあったら、ボクのせいだ！」

「止よせ」

　ドクがハワードを引き離はなす。

「レイの邪じや魔まをするな」

（どこだ？）

　玲は無言で思考を巡めぐらせていた。

（イッシンは、どこに連中を向かわせようとするんだろう？）

「あの、そう言えば……」

　茜はふと思い出して玲に告げた。

「大地くん、別れ際ぎわにこんなことを言ったんですけど？」




「ここだ」

　一心はある古い建物の前でリムジンを停車させた。

「……なるほど」

　ファン・ラモンはその建物を見て、目を細める。

「オペラ・ガルニエ、旧きゆうオペラ座とは、洒落しやれた隠かくし場所を選んだものだな」

「だろ？」

　うなずく一心。

「で、どうやって中に入る？　その方法までは考えていないぜ」

「あまり我われ々われを見くびらないことだ」

　裏うらに回った黒スーツのひとりがこの古い建けん造ぞう物ぶつの警けい報ほう装そう置ちを解かい除じよして中に入り、正面の扉とびらの鍵かぎを開けるまで十五分とかからなかった。

「案内を続けてもらおうか？」

　ファン・ラモンは促うながす。

「ああ、こっちだ」

　一心は正面ロビーから階かい段だんを上って二階席に向かった。

「さてと……」

　二階右サイドの扉を一心は見み渡わたす。

　もとからデタラメな話である。

「ここだな」

　と、適てき当とうな扉を選んでボックス席の中に入る。

「……あの椅い子すの下だ、たぶん」

　一心は手すりに近い椅子のひとつを指さし、壁かべ際ぎわに寄った。

（思っていた通りだ）

　チラリと横に目を遣やり、一心は思う。

　壁かべには赤い火か災さい警報機があった。

　ファン・ラモンが目で合図すると、黒スーツのひとりが屈かがんで椅子を調べる。

　その間に、一心は警報機の方にさり気なく近づいてゆく。

（……こいつまで止められていたら、ちょっとヤバいな）

　やがて。

「……ありません、何も」

　黒スーツが顔を上げた。

　その瞬しゆん間かん、一心は火災警報機を叩たたく。

「鳴れよ！」

　一心の祈いのりが通じたのか、警報機はけたたましい音を立てる。

「騙だましたな！」

　ガルシアたちは拳けん銃じゆうを抜ぬく。

「だから、知らないって言ったろ、最初に！」

　一心はベルトからピックを抜いた。

　金を挟はさんで重みを増ました一心特とく製せいのピックが、正面に立つ黒スーツの眉み間けんを直ちよく撃げきする。

　仰のけ反ぞる黒スーツ。

　一心はその一瞬の隙すきをつき、手すりに足をかけて二階ボックス席から空中に躍おどり出た。

「つっ！」

　一階に着地した瞬間、関節がバラバラになりそうなほどの衝しよう撃げきが全身を貫つらぬく。

　だが、止まっている場合ではない。

　ホローポイント弾だんが、右肩のすぐ上をかすめた。

　一心は姿し勢せいをさらに低くし、椅子の間に滑すべり込む。

「殺せ」

　ファン・ラモンが命じる。

　サブマシンガンや拳銃を手にした黒スーツたちが階段に向かって走った。

　その間も、非ひ常じようベルは鳴り響ひびいている。

（俺のヒントに玲が気がつき、この場所を特定するまでに二、三分。警察と協力し、ホテルの周囲に残ったマフィア連中を一いつ斉せい検けん挙きよさせるまで二十七、八分。ホテルからここまでの移い動どうに十分で、計約四十分。ここまでの移動とセキュリティーの解除で、三十分ちょいかかったから、あと十分。十分だけ、持ちこたえればいい）

　一見したところ行き当たりばったりに行動しているようだが、一心の頭には最初から計算があった。

　すべては、玲が警察を連れて駆かけつけてくるまでの時間稼かせぎだったのだ。

（あっちか!?）

　正面の方向に見える扉。

　一心はそちらに向かって、姿勢を低くしながら移動する。

　だが、その時、扉の向こうの廊ろう下かからサブマシンガンの銃じゆう声せいが聞こえた。

「イッシン・ダイチ！」

　二階席から下りながら、ファン・ラモンが哄こう笑しようする。

「好きなだけ逃にげ回るがいい！　他の人間を巻まき込んでも構かまわないのならな！」

（……！）

　一心は足を止めた。

　再ふたたび、銃声。

「今撃うたれたのは、私の部下かな？　それとも、ここの警けい備び員いんか？」

　こぶしを握にぎり締しめ、挑ちよう発はつに乗るまいとする一心。

「ヒーローでいられるのは、どうやらＴＶの中だけのようだな！　カメラのないところでは、ただの臆おく病びようなガキなのか!?」

（くそっ！　あと五分！　たった五分だってのに！）

「さあ！　自分の勇気を証しよう明めいしてみろ！」

　バタンと正面の扉が開き、ガルシアとファン・ラモンが姿を見せた。

「あと何人、関係のない命が奪うばわれれば気が済すむのかな、イッシン・ダイチ!?」

　ファン・ラモンは侮ぶ蔑べつの色を隠さない。

「はははははっ！　いつまでもドブネズミのように隠れて震ふるえていやがれ！」

　ガルシアはウジィを腰こしだめに構え、一列一列、座席の間を調べてゆく。

「もうよせ！」

　一心は立ち上がった。

「子分どもに撃たせるのを止めろ！」

「……よかろう」

　ファン・ラモンは振り返り、視し線せんで背はい後ごの部下に合図した。

「舐なめてくれたものだな、小こ僧ぞう！」

　ガルシアはウジィを一心の足元に向け、トリガーを引く。

　ダダダッ！

　赤い絨じゆう毯たんを焦こがし、銃じゆう弾だんが跳はねる。

「この代だい償しようは大きいぜ。たっぷりと苦しめてやる」

「もうよせ」

　ファン・ラモンは煩わずらわしそうに制せい止ししたが、誇ほこり高いラテンの血を引くガルシアは続けた。

「流されるのは自分の血だけで済むと思うなよ！　俺おれたちはこれからホテル・リッツに向かい、貴き様さまの仲間を警官もろとも皆みな殺ごろしにする！　貴様の兄も、妹も、さっきの女もだ！　特にあの娘むすめは丁てい寧ねいにいたぶって、二目と見られねえようにしてから殺してやる！」

「！」

　その瞬しゆん間かん、一心の頭の中は真っ白になった。

「そんなことっ！」

　怒いかりに駆かられた一心は、ガルシアに向かって突とつ進しんしていた。

「させるかぁぁぁぁっ！」

「死ねえ！」

　一心の喉のど元もとに向けられるガルシアのウジィ。

　だが、ガルシアが反はん応のうするよりも一瞬早く、一心がベルトから抜き放った特製のピックが回転して宙ちゆうを舞まい、ガルシアの目に命中する。

「くっ！」

　ガルシアは顔を押おさえながらトリガーを引いた。

　その銃弾が身体からだをかすめ、床ゆかで跳ねると同時に一心は跳ちよう躍やくする。

「食らえ！」

　全身をバネにした左足のボレーキックがガルシアのアゴを捉とらえ、ガルシアは気を失って倒たおれた。

　一心はすかさずウジィを拾い上げると、扉とびらのところに立つファン・ラモンとの距きよ離りを一気に詰つめる。

「みんな下がれ！　ボスの命が惜おしいんならな！」

　一心はファン・ラモンの胸むねに銃口を向けて怒ど鳴なった。

　二人の間は二メートル弱。

　たとえ、銃器に関しては素人しろうとの一心でも、外す距離ではない。

「無む駄だなことを」

　苦く笑しようするファン・ラモン。

「ホールから出ろ！　今すぐにだ！」

　一心を囲んで銃の狙ねらいを付けていたコロンビア・マフィアの面々はややためらってからジリジリと下がり始め、ファン・ラモンと一心、そして気き絶ぜつしているガルシアの三人を残してホールから姿すがたを消した。

　だが……。

「これで逃げられるとでも？」

　ファン・ラモンはやれやれというように肩かたをすくめると、無む造ぞう作さにグロッグを抜いて一心の眉み間けんに突きつけた。

　二人はお互たがいに銃を向け合って、至し近きん距離で対たい峙じする。

「！」

「どうした？　なぜ、撃たなかった？」

　ファン・ラモンは尋たずねた。

「私が抜くまで、十分にトリガーを引く時間はあっただろう？」

「どうしてかな？　けど、俺おれの指にあんたの命がかかっていることに、変わりはないぜ」

　一心はうそぶく。

「だが、私も確かく実じつにお前を仕し留とめられる。これで五分と五分だ」

　ファン・ラモンはそう言ってから破は顔がんした。

「いや、お前にはトリガーは引けんな。圧あつ倒とう的てきに私が有利か？」

「引けるさ、見くびるな」

「無む理りだ。お前の瞳ひとみには奇き妙みような優やさしさがある。その瞳は、たとえ一瞬前までの敵てきであっても、眼がん前ぜんで危き機きに陥おちいっていれば救いの手を差し伸のべずにはいられぬ瞳だ」

「大した人間観察だな。ついでに、自じ己こ分ぶん析せきもしてもらおうか？」

　一心はポーカーフェイスで時間を稼ぐ。

（あと三分！）

「私は貴様とは背せ負おっているものが違う」
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　と、ファン・ラモン。

「背負っているもの？」

「そうだ。貴様らがコロンビア・マフィアと呼ぶ我々の組そ織しきの背はい景けいには、欧州の帝てい国こく主しゆ義ぎ支し配はいがもたらした貧ひん困こんとの戦いの歴史がある。私は常つねに、その貧困への怨おん念ねんを背負っているのだ」

　ファン・ラモンの目には死への恐おそれはない。

　むしろ、今の状じよう況きようを楽しんでいるようだ。

「さて、お互いを理り解かいしたところで決着をつけようじゃないか？　我が心の祖そ国こくから来たアイドル君？」

「……いいぜ」

　一心はうなずく。

「俺の指にも、かけがえのない大切なものがかかっているんだ」

「さっきの娘か？」

　口元に冷笑をたたえるファン・ラモン。

「さあな？」

　一心は肩をすくめた。

「さて、どちらが早いか？」

「すぐに分かるぜ」

　次の瞬しゆん間かん。

　パーン！

　一発の銃じゆう声せいが、優すぐれた音おん響きよう効こう果かを持つオペラ座ざに響ひびき渡わたる。

　だが。

　倒れたのは一心ではない。

　眉み間けんに開いた小さな穴あな。

　そこから血を噴ふき出して崩くずれ落ちたのは、ファン・ラモンの方だった。

「俺は……？」

　一心は、自分の持つウジィの銃じゆう口こうから白はく煙えんが上がっていないことに気がつく。

「撃うっていない？」

「いったん銃を抜いたら、トリガーを引くことをためらうべきではないな」

　背はい後ごで声。

　一心は振り返った。

　ベレッタを手にした銀ぎん髪ぱつの男。

　舞ぶ台たいの上に立つその姿が、一心の目に映うつる。

「もう少し楽ができるはずだったんだが……」

　銀髪の男は舞台から飛び下りた。

「あんたは？」

　一心は近寄ってくる男に対し、警けい戒かいを解とかずに尋ねる。

「友人だよ、君のお兄さんのね」

　アレクセイは微笑ほほえむ。

「何な故ぜ、殺した？」

　一心は、生命を失ったファン・ラモンの瞳を見下ろした。

「撃たなければ、君が撃たれていた。違うかい？」

「……ああ、そうだな」

「ところで君が持っているのか、あのマイクロフィッシュは？」

「あんたもアレを狙ねらっているクチか？」

「さあね。だが、命を助けたんだ、そのくらいのことは教えてくれてもいいだろう？」

　一心は頭かぶりを振った。

「これでも？」

　ベレッタの銃口が、一心に向けられる。

「俺は……」

　一心は大きく呼こ吸きゆうした。

「フィトフスキー教きよう授じゆも、ラーラって子も会ったこともないし、よく知らない」

「………」

　アレクセイは目を細める。

「けど、あの二人が命をかけて何を守ろうとしたかはよく分かる。レッド・マーキュリーなんてものが実用化すれば、たくさんの人が死ぬ。その犠ぎ牲せい者しやの中には、玲がいるかも知れない。ニコルがいるかも、トオルやシロー、コータやマネージャー、それにアカネがいるかも知れない。だから……」

「だから？」

「そのみんなを守るためだと思えば、死ぬことなんか恐こわくはない」

「……やれやれ」

　アレクセイはベレッタをホルスターに戻もどした。

「よく似にた兄弟だな」

「撃うたないのか？　いやに諦あきらめがいいな」

　一心は尋ねる。

「ムダ弾だまは使わない主義でね。……それに、そろそろ警けい察さつもやってくる」

「それから」

　アレクセイは扉とびらのところでふと、足を止めて振り返った。

「ここの警けい備び員いんはひとりも死んでいない。死んだのは、みんなファン・ラモンの部下だ。安心していいよ」

　警察を連れた玲たちがオペラ座を強きよう襲しゆうし、ガルシア以下コロンビア・マフィアの残ざん党とうを逮たい捕ほしたのはその五分後だった。




「イッシン！」

　真っ先に駆かけつけたのは玲だった。

　やや遅おくれて、茜が走ってくる。

「………俺の計算より五分ほど遅おそいぜ」

　一階の最前席に座っていた一心は、気の抜けた様子で玲を見上げる。

「ったく、マジで死ぬかと思った」

「エトワールと舞台。女郎花君に託たくしたのはいいヒントだったが、オペラ座は新しん旧きゆう二つある。多少、考えたよ」

「結局、決め手になったのは何だ？」

「いや、どちらか分からなかったから、新オペラ座にはトオルくんとシロー君を向かわせた」

「なるほどな」

「無事で良かった」

　玲は一心の頭を抱だき締しめた。

「……どうしたんだよ？」

　戸と惑まどいの表ひよう情じようを浮うかべる一心。

「たまには……兄らしいことをしてみたくなったんだよ」

　玲は微笑ほほえむ。

　そんな二人の様子を、茜はしゃくり上げながら見つめていた。
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「……そう、私だ。ミッションは完かん了りようしたよ」

　サンジェルマン・デ・プレ教会の正面に位い置ちするカフェ・ドゥ・マゴのテーブルについたアレクセイは、組そ織しきの幹かん部ぶと連れん絡らくを取っていた。

「ああ、計画通りだ。コロンビア・マフィアの欧州侵しん出しゆつ計画は、壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受けたはずだ。……分かった、〝女王レギナ〟によろしく」

　奇き妙みような顔で自分を見る双ふた子ごの前で、アレクセイは携けい帯たいを切る。

「どうしたのかな、二人とも？」

「アレクセイさん」

　ケーキの皿を前にした双子の兄の方が尋たずねた。

「結局、レッド・マーキュリーは手に入らなかったんでしょ？　どうしてそんなに楽しそうなの？」

「さあ？」

　アレクセイは、カプチーノのカップを口に運ぶ。

「あ～、また何か隠かくしているでしょ!?」

　と、ビアータ。

「いや、すまない」

　アレクセイは笑った。

「説明してくれる気は、ないようね？」

　ビアータは腰こしに手を当てて頰ほおを膨ふくらませる。

「……こういうとこ、何だかニコルに似にてきたなあ」

　つぶやくミハウ。

　アレクセイはショコラ・ケーキをひとつ、追加してやった。

「……こんなもので誤ご魔ま化かそうなんて」

　そう言いながらも、少女はフォークを手に取る。

「ああもう！　悔くやしいけど、おいしーっ！」

「最初から、ニコルのお兄さんを利用するつもりだったの？」

　ミハウが尋ねた。

「まさか。彼がこっちに来ていることを知ったのは、パリに戻ってからだよ。だが、好都合だったな」

「……今度会う時は、敵てき同士かなあ？」

「残念だが、いつかはぶつかることになるだろう。私と彼は、並ならび立つことのできない存そん在ざいのようだからね」

　アレクセイは答えると、正面に見える中国人の像ぞうに向かって心の中で問いかける。

（そうじゃないか、賢けん人じんたちよ？）

　カフェ・ドゥ・マゴのシンボルである二人の中国の賢人の像は、そんなアレクセイを静かに見つめ、謎なぞに満ちた笑えみを投げかけていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　数日後。

「あのね、大だい地ちくん？」

　一通り警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆを終えた茜あかねは、一いつ心しんと二人だけでフランス、ボルドー地方の片かた田舎いなかの村までやって来ていた。

「どうして突とつ然ぜんこんなところまで？　もう事じ件けんは終わったんでしょ？　……まあ、レッドなんとかの構こう造ぞう式しきは見つからなかったけれど？」

　背せ伸のびをする茜。

　周囲の風ふう景けいは飽あくまでも和なごやかで、パリの喧けん騒そうとはまったく印象が違う。

（もしかして、これ、二人っきりのデート!?）

　肩を並べて歩く田舎道。

　茜の胸はちょっとときめく。

「届とどけなきゃいけないものがあるのさ」

　地図を見ながら答える一心。

「……あっそ」

　世の中、そう甘あまくはなかった。

　一心は村に着くや、何人かの住人に声をかけて話を聞き、やがて、村の中心部から少し離はなれたところにある農場にたどり着いた。

　柔やわらかな陽光が差し込む農家のベランダには、揺ゆり椅い子すとサイドテーブルが出されていて、ひとりの老人が座すわって微睡まどろんでいる。

「ボンジュール、ムッシュー」

　一心は老人に声をかける。

「おや？」

　微睡みから抜け出た老人は顔を上げた。

「どこの御ご仁じんかの？　東洋の方のようだが？」

「あなたがこの農場の管理人ですか？　ここに、フィトフスキー夫人の墓はかがあると聞いたんですけど？」

「おお、あの方のお知り合いかね？」

「いいえ。お嬢じようさんの……」

　一心は頭を搔かく。

「まあ、友人みたいなもんです」

「……ええと？」

　老人と一心のやりとりはフランス語なので、茜にはさっぱり分からない。

「そうか、そうか、あのラーラ嬢ちゃんの。……こちらじゃよ」

　老人は懐なつかしそうに目を細めると、農家の裏うら手てに二人を案内した。




　マロニエの木の下に、その墓はあった。

　白い大理石の質しつ素そな墓だ。

「そう言えば、教きよう授じゆも亡なくなったそうじゃの？　あの方は毎月、墓参りを欠かさなかったんだが……」

　老管理人は寂さびしげな顔で頭を振ふり、一心の肩かたに手を置いた。

「わしは家に戻っとるよ。帰る時にまた声を掛けておくれ」

「……ねえ、このお墓って？」

　管理人が姿すがたを消すと、茜がそっと尋ねる。

「ナターシャ・フィトフスキー。フィトフスキー教授の奥おくさんだよ」

　一心は答える。

「じゃあ、ラーラさんのお母さん？　……亡くなってたんだ」

　茜は手を合わせる。

「けど、どうしてこの場所が分かったの？」

「ラーラさんに教授が送ったＭＯのメッセージ。その背はい景けいにここが写うつっていたんだ」

　一心は説明した。

「それに、あの絵を思い出してみろよ？」

「あの絵？」

「ゴヤの『ボルドーのミルク売り娘むすめ』だよ。ドクの話だと、よく似てたみたいだぜ、あの絵の娘とラーラさんのお母さん」

「で、ここはボルドー……！」

　茜はポンと手を打つ。

「もしかして、ゴヤがあの絵を描かいたのはこの村？」

「だと言われている。それだけ分かりゃ、この場所を突つき止めるのは簡かん単たんだろ？」

「ミルク売り娘と奥さんの姿が重なって……教授はペンダントをあの絵に隠かくしたんだ」

　茜はそこまで考えてから首を捻ひねった。

「……でも、結局、あのペンダントには構造式はなかったよね？」

「当たり前だな」

　一心は途と中ちゆうの花屋で買った花束を墓に置く。

「最初っから、存そん在ざいしなかったんだよ、レッド・マーキュリーなんて」

「へえ～………………………………って、噓うそっ！」

　茜の目が真円に近いほど丸くなる。

「どうして!?　なんで!?　何ゆえに～っ!?　ホワ～イ！」

「すべては教授の復ふく讐しゆうだったんだ」

　と、一心。

「ふ、ふ、ふ、復讐～っ！」

「……お前、いい加か減げんにそのオーバーなリアクション、止めろって」

　一心は一いち応おう、注意してから続ける。

「このボルドーで、フィトフスキー教授親子が夏を過すごした翌よく年ねんのことだ。ファン・ラモン・カマタはコロンビアの汚お職しよく事じ件けんの証しよう人にんを消すために、アビアンカ航空０５２便を墜つい落らくさせた。亡くなった乗客の名めい簿ぼの中には、ナターシャ・フィトフスキーの名があった」

「って、この？」

　茜は目の前の墓を指した。

「ああ。妻つまを殺された教授は時間をかけて、墜落事じ故この裏でファン・ラモンが暗あん躍やくしていたことを突き止めた。教授はファン・ラモンに対する復讐計画を慎しん重ちように練り、アレクセイの組そ織しきと接せつ触しよくしたんだ」

「アレクセイって？　……！」

　茜は思い出した。

　かつて、インクウィジターと呼よばれる犯はん罪ざい者しやが接触していたロシア・マフィアの幹かん部ぶ。

　はっきりと顔を見たのは一度だけだが、アレクセイのもとで働く双ふた子ごの殺し屋とも会ったことがある。

「玲れいの話によると、麻ま薬やくで得た財ざい力りよくを用いて欧州に侵しん出しゆつしようとするコロンビア・マフィアに対して、アレクセイが所しよ属ぞくするロシア・マフィアは危き機き感かんを持っていた。ロシア・マフィアは教きよう授じゆの提てい案あんに従したがい、ありもしないレッド・マーキュリーを餌えさにしたコロンビアの組織の壊かい滅めつ作戦を展てん開かいしたんだ。フィトフスキー教授は核かく物ぶつ理り学がくの権けん威いだったから、レッド・マーキュリーの話も十分な説得力があった」

　一心は肩をすくめる。

「結果は知っての通り。ロシア・マフィアより先にレッド・マーキュリーを手に入れようと焦あせったファン・ラモンは、自らが表に出る過あやまちを犯おかし、死んだ」

「……教授、もしかして最初から死ぬ気だったのかなあ？」

　茜は墓はか石いしに視し線せんを落とす。

「それも計画のうちだったんだろ。生きて拷ごう問もんにかけられれば、たとえ強い信念を持っていてもレッド・マーキュリーが存在しないことを自白しかねないからな。ただひとつ、誤ご算さんだったのが」

「……娘むすめのラーラさんを巻まき込こんじゃったことだよね？」

「そうだな。ファン・ラモンの動きは、教授の予想よりも早かった。唯ゆい一いつ、ラーラさんにできたことは、教授が思い出の絵に何かを残したことを画集に残した印で玲に伝えることだけだった。教授が何を残したのかも知らずに……」

「よく分からないよ」

　茜は頭を振ふる。

「いくら奥おくさんを愛してたからって、復讐なんかより、もっとラーラさんとの時間を大切にしてあげた方が良かったんじゃないかな？　ラーラさんは生きてるんだよ？」

「まあ、日本人にとっちゃ、復讐なんて二時間ドラマの中だけの存在だけどな」

「でも！」

「ああ、今回は俺おれもお前と同意見だよ」

　一心は膝ひざを突つき、墓の前の土を少し掘ほり起こすと、あの銀のペンダントをポケットから取り出した。

「ナターシャさん、これ、あんたのだろ？　教授、これを大切にしてたみたいだぜ」

　土のくぼみにペンダントを置き、そっと話しかける一心。

「これからもラーラさんのこと、見守ってやってくれよな。教授と二人で……」

「お願いします」

　茜ももう一度、手を合わせる。

　一心はペンダントの上に土をかぶせると、立ち上がって茜を振り返った。

「さあ、パリに戻もどるぜ。明日は日本に発たつんだ。急いで全員分の荷に造づくりしろよ！」

「はいはい、……って、あたしが!?」

　茜は自分を指さす。

「当たり前だ！　ダテに付き人に高い給料払はらっちゃいないんだよ！」

「ダテじゃなくても、高い給料なんか貰もらってないけどね」

　二人は顔を見合わせて笑った。
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　パリを去る当日の夕ゆう刻こく。

　ホテル・リッツに見送りにきたのは、ハワードだけだった。

「ドクは？」

　あたりを見み渡わたす一心。

「病院さ。別れの挨あい拶さつなんて、七しち面めん倒どう臭くさいことはゴメンなんだってさ」

　ハワードは肩をすくめる。

「彼、結けつ構こう、照れ屋なんだよ。……ところで、レイはどこかな？」

「空港で合流するとさ」

「あラのー女ラのところよ」

　口を尖とがらせるニコル。

「ついていかなかったのかい？」

　ハワードが微笑ほほえんで尋たずねた。

「ふん。たかがラーラごとき存そん在ざいに、ワタシは目くじら立てないのよ。浮うわ気きは男の甲か斐い性しようですもの」

「……この子、いったいどこからそんな言葉仕入れてくんの？」

　マネージャーが呆あきれ果てる。

「本当に、ボクの車で送らなくていいのか？」

　と、ハワード。

「死んでも嫌いやだ」

　スペインでのカーチェイスを思い出した一心は身み震ぶるいした。

「つーか、死ぬだろ？」

「ほんのちょっとお名な残ごり惜おしいですけど、僕は日本に帰ってイッシン先せん輩ぱいの面倒を見なくちゃいけませんから」

　今回の旅行が完全にトラウマとなってしまった宏こう太たが、実に嫌そうにハワードに手を差し出す。

「……ほう？　いつ、俺がお前の世話になったよ？」

　一心の目が危き険けんに光った。

「残念だよ、君は生まれついてのボクの下げ僕ぼくなのに、マイ・ハッニィ～ボ～イ！」

　ハワードは感かん極きわまった表ひよう情じようで宏太を抱だき寄よせる。

「ほ、頰ほお擦ずりはやめてくださいってば！」

　最後まで、ろくな目に遭あわなかった宏太だった。

「みんな、リムジンを待たせてあるんで、そろそろ」

　士し郎ろうが時計を見ながら告げる。

「風かざ峰みねグループのかい？」

　と、ハワード。

「まさか？　俺のポケットマネーで買ったものですよ。もう必要ないから、運転手付きで差し上げましょうか？」

「いや、こっちも運転手はタクシー会社を作れるほど余あまってるんでね」

「……見み栄えっぱりの金持ち同士が火花散らしてやんの」

　亨とおるが二人に聞こえないようにつぶやいた。

「じゃあな。まあ、いろいろあったが」

　一心はハワードの前に立った。

「ああ。いろいろと行き違いはあったさ」

　ハワードはうなずく。

「けど、なんのかんの言っても…」

「結局は……」

　一心たちは見つめ合い、そして……。

「お前は虫が好かん！」

　二人は声を揃そろえてそっぽを向いた。




「ちょっと待ってくれないか、アカネ？」

　みんなに手を振ったハワードは、リムジンに向かう茜にそっと声をかけた。

「はい？」

　茜はひとり、足を止めて振り返る。

「これを……以前、君に渡したペンダントでは迷めい惑わくをかけたからね。罪つみ滅ほろぼしだよ」

　ハワードは、細長いベルベットのケースを差し出した。

「これ、開けて？」

「もちろん」

　ケースの中に入っていたのは、深しん紅くのルビーをダイヤで縁ふち取どったペンダントだった。

「きれい……」

　茜はその輝かがやきを見て、うっとりとした表情になる。

「だろう？」

　ハワードは胸むねを張はった。

「うちの先せん祖ぞが、ガーター勲くん章しようとともにヴィクトリア女王から頂いただいた品なんだ」

「……あの、でもやっぱりこれ、お返しします」

　茜はペンダントを、ハワードの手に戻した。

「値ね段だんなら気にしなくても……」

「ごめんなさい。でも、そういうことじゃないんです」

「……本当にいらないのかい？　君にピッタリだと思うんだけど？」

「はい。もう少しいい女にならないと、そういうの似に合あいませんから」

　茜はニッコリとうなずいた。

「それにあたし、抹まつ茶ちやアイスの方が好きなんです」

「？」

　首を傾かしげるハワードにペコリと頭を下げ、茜は一心たちの方に駆かけてゆく。

「ちょっと、惜しかったかな？　……頑がん張ばれよ、イッシン・ダイチ」

　ハワードはペンダントを指に引っ掛かけると、それをクルクル回しながらオランジュリー美び術じゆつ館かんをめざして歩きだした。
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「モニク？」

　病院に呼びだされた玲は、振ふり付つけ師しの姿すがたを見て声をかけた。

「意い識しきが戻ったのか？」

「ええ」

　帰りかけだった老振り付け師はうなずく。

「詳しよう細さいは……わたしには説明できないわ」

　目のまわりをハンカチで拭ふいたモニクは、玲のために病室のドアを開ける。

「ドクが待っているよ。……さよなら」

　軽く自分を抱ほう擁ようして別れを告げたモニクを見送った玲は、病室に足を踏ふみ入れた。

　目に映うつったのは、昔と変わらぬ妖よう精せいのような姿。

　ピンクのパジャマをまとった金きん髪ぱつの娘むすめは、清せい潔けつなベッドの上に身体からだを起こして座すわり、傍かたわらに立つドクと談だん笑しようしている。

「………」

　玲はどう話を切りだせばいいのか、分からなくなった。

　先に口を開いたのは、ラーラの方だ。

「あの……」

　ラーラは玲の顔を見て、ほんの少し頭を傾かたむけた。

「あなたは……どなた？」

「……！」

「こいつは……そう、俺の古い友人なんだ」

　ドクが笑いながら、玲の肩に手を掛ける。

「さっき、とびきりの美人が事じ故こで入院してるって話をしたら、是ぜ非ひ会いたいって言い出してね」

「まあ、先生！」

「……ちょっと外していいかな？」

「ええ」

　無む邪じや気きな瞳ひとみを玲に向けたまま、ラーラはうなずいた。




「記き憶おくを……失っているんだね」

　ドクとともに廊ろう下かに出ると、玲は尋たずねた。

「辛つらいことが立て続けに起こったからな。すべてを忘わすれたいと思っても、無む理りはないだろう」

　ドクはジタンをくわえて、マッチを擦する。

「スッポリと記憶から抜け落ちちまったのは、お前さんのことや、父親のことだよ。不思議なことに、俺やハワードのことは覚えている」

「戻る可か能のう性せいは？」

「何とも言えんな」

　ドクは肺はいの奥おくまで吸すい込んだ紫し煙えんを吐はき出す。

「だが、今は忘れていた方が幸福だ。怪け我がは狩しゆ猟りよう中ちゆうの事故だと伝えてある。あとは彼女の知人とうまく口くち裏うらを合わせるさ」

「ああ……、頼たのむ」

「任まかせろよ」

　ドクは、うつむく玲の頭をそっと抱だいてやった。




「ラーラさん、それでは、僕は失礼します」

　病室に戻った玲は一、二分、ラーラと無ぶ難なんな会話を交かわした後で言った。

「あら、もう？」

「残念ですが、飛行機の時間が。早く退たい院いんできることを祈いのっていますよ」

　玲は薄うすい箱型の包みを差し出した。

「それから、これは僕からのお見み舞まいです」

「これを……私に？」

　ラーラは包みを開いた。

「まあ、これは……」

「画集か？」

　ドクが覗のぞき込む。

「ゴヤだな」

「……優やさしい絵ですね。何だか、とっても懐なつかしい」

　ラーラは表紙の『ボルドーのミルク売り娘むすめ』をそっと撫なでた。

「ありがとう。今度、オペラ座ざに見に来ていただけます？」

「是ぜ非ひ」

「……あの？」

　背を向けた玲に、ラーラは声をかける。

「前にお会いしたことが？」

「いえ」
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　玲は微笑ほほえむ。

「会っていれば、あなたのような方を忘れるはずがありませんよ。では、またいつか」

「きっと、きっと会いに来てくださいね」

　小さく右手を振りながら、玲は病室の扉とびらを閉しめた。

　ドクと別れて病院を出ると、冷たい乾かわいた風が頰ほおを打つ。

　パリ最後の夜は、星の降ふるような寒い夜だった。

（アデュー、モ・ネトワール。会うことはないだろう、もう二度と……）

　黒い外がい套とうの衿えりを立てながら、玲は心の中で最後の別れを告げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　茜は一心や玲、ニコルと一いつ緒しよに、阿あ佐さヶが谷やに戻ってきた。

　女郎花おみなえし家は、玲とニコルが住む屍し桜ざくら屋や敷しきと呼ばれる洋館の隣となりにある。

「玲さん、疲つかれてません？」

　ゴロゴロとボストンバッグを引っ張りながら、茜は時おり玲の方を振り返った。

　ドクから黙だまっていろと注意されてはいたが、玲の身体からだのことを聞いて以来、どうしても気き遣づかってしまう。

　成田空港を出てから玲に対し、もう同じ質しつ問もんを十回は繰くり返している。

「一心の荷物まで運ばされて、君の方がずいぶん疲れているように見えるけど？」

　玲は微笑み返す。

「家に着いた途と端たんに、やっぱりウチが一番、なんて台詞せりふ吐はいたら容よう赦しやしないからな」

　屍桜屋敷に向かって歩きながら、一心は茜に釘くぎをさす。

「うぐっ！」

　ちょうど今、そう言おうと思っていた茜は、慌あわてて言葉を飲み込む。

「でも、ほんの十日なのに、この街が懐かしいわ」

　両手を頭の後ろに組みながら、あたりを見み渡わたしたニコルがつぶやく。

　すでに屍桜屋敷の屋根が見えてきている。

　次の角を曲がれば、茜の家の前だ。

「さあて、着いた、着いた！　あたしは爆ばく睡すいして時差ボ……」

　と、ボストンバッグを引きずった茜が、真っ先に角を曲がる。

「……ケ直そっ……と？」

　ボストンバッグが手から離はなれ、バタンと倒たおれた。

「何だよ……げっ！」

　茜に追いついた一心も、その場に立ち尽つくす。

「ねえ、二人とも……オウ、マイッ！」

　さすがのニコルも、二人と同じ光景を見ると啞あ然ぜんとするしかなかった。

「……おやおや」

　玲もほんの少しばかり驚おどろいたようだ。

　屍桜屋敷の隣に、更さら地ちが出しゆつ現げんしていた。

　以前、というか、十日前には茜の家があった場所だ。

「噓うそっ！　噓っ！　噓っ！　噓っ！　噓っ！　噓っ！　噓っ！　噓っ！」

（これはマジックよ！　超ちよう魔ま術じゆつ、イリュージョン！　マネージャーさんが仕組んだ、番組の撮さつ影えい！　うん、きっとそうよ！）

　現実から目をそらしたい茜は周囲を走り回ってマジシャンの姿を探さがすが、無む論ろん、そんなものはいない。

「立て札があるぞ」

　一心が近ちか寄よってみる。








　次女へ

　～飛行機が残念ながら墜おちなかった場合に～




　突とつ然ぜんだが、家族会議（欠席一名）の結果、老ろう朽きゆう化かした我わが家を建て直すことにした

　建けん設せつ会社の話だと、三か月ほどかかる予定だ

　ちなみに君の両親は月つき極ぎめマンションで新しん婚こん気分を満まん喫きつしているし

　君の姉は仕事をポイッと辞やめて、ハワイに遊びに行った

　ところで、獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷に突き落とすという

　……何な故ぜかは知らんが

　てな訳わけで君も、自分の寝ねるところと食い扶ぶ持ちは、自分で確かく保ほするように




　追つい伸しん

　君の私し物ぶつは段だんボールに詰つめて、千葉のオバさんのところに送った

　後で引き取りにいってくれ

　では、さいなら







やさしい父母と超キレイな姉より









「あんのおやぁぁぁぁぁぁぁっ！　連れん絡らく先さきさえ書いてなぁぁぁぁぁい！」

　茜は車道にへたり込んだ。

「……レイ、嫌いやな予感がするの。早く家に入りましょう」

　ニコルはささやき、玲の腕うでを引っ張る。

「……玲さ～ん、ニコちゃ～ん」

　茜は涙なみだでグシュグシュになった顔を、玲とニコルに向けた。

「お願い～、炊すい事じ洗せん濯たく、便所掃そう除じ、何でもやるから、泊とめて～！」

「アカネ、あのね……」

「泊めてくだしゃりませ～！」

「仕方ないだろうね」

　玲は微笑ほほえみながら、頭を搔かいた。

「ったく、傍はた迷めい惑わくな女だな」

　一心がため息をつく。

「……ほとんど毎日、食事をタカリにきてる一心の言うことじゃないけど？」

　ニコルはフンと鼻を鳴らした。

　こうして、玲とニコル、茜の奇き妙みような共同生活が始まったのである。







　あとがき




　いやあ、『ラブソングは雪の──』から十一か月。

　ハード・デイズ・ナイツ、久しぶりの長ちよう篇へんですね～。

　で、今回はちょっと気分を変えて、Ｓ＆Ｓメンバーと茜あかね、海外に進出してみました。

　舞ぶ台たいとなるのは、犯罪の都ロンドン、芸術の都パリ、情熱の都マドリードのヨーロッパ三大歴史都市（……って、だれが決めた？）。

　地図付き、ゴヤの解説付きの大サービスです。

　謎なぞのマイクロフィッシュをめぐる国際的な謀ぼう略りやくに巻き込まれる一いつ心しんたち。

　語学音おん痴ちの茜が、三か国を股またにかけての大暴走。

　一方、宏こう太たには悲ひ惨さんな運命が……。

　玲れいの過か去こもちょっとだけ（いや、かなり）明らかになります。

　明らかになってゆく謎もあれば、深まってゆく謎もあり、茜と一心の関係もどうなることやら……。

　てなわけで。

　次の巻もみんな、目を離さないでね～！




　付記１

　そう言えば、これを書いてる時点だとワシントンのライフル射しや殺さつ魔ま、捕つかまってないけどどうなったかなあ？

　中篇で似たような話（『ＳＩＮＧＬＥＳ　ＧＯＯＤ　ＮＩＧＨＴ　ＤＡＲＫＮＥＳＳ』読んでね）を書いたことがあるから、ちょっと気になってるんだよねえ……。




　付記２


　相当「……そういえば、射殺事件の容よう疑ぎ者しや、捕まったらしいですねえ」

　南房「えっ？　そうなの？」

　担当「日本も気をつけないといけませんねえ。アメリカに似てきてますから……同じような事件起きちゃいますよ」

　南房「……いや、だからあの話書いたんだけど」

　担当「──実は黒幕ですか？」
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